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I はじめに

エレン・チャーチル・センプル (EllenChurchill Semple)は、アメリカ合衆国の人

文地理学研究における近代期の女性地理学者であり、その締フリードリッヒ・ラッツ

ェル (FriedrichRatzel)の人類地理学の思想、と方法論を英語関に広く紹介する役割を

果たしたことで知られている (Sauer1934; Gelfand 1954;明Tankl戸11961: 32-33) 0 ただ

し、ラッツェルの考えを断片的にゆがめて伝えた、あるいは、行き過ぎた環境決定論

を唱えたと批判されることが多い。

ラッツェルは19世紀末のドイツ近代地理学の祖とみなされる地理学者の一人である

が、環境決定論や地政学の研究が強調され、否定的な厳しい評価がなされることが多

かった。しかしながら、デイキンソン(R.E. Dickinson)の研究 (Dickinson:1969) 

を契機に、ラッツェルが民族誌や文化伝播の研究の他、人類と大地の関係や生活空間

概念、文化景観の意味などを深く追求したことが認められ、積極的な評価もなされる

ようになった。近年の地理学史研究では、ラッツェル地理学の今日的意義を再評価す

る傾向が見られる O 日本でのラッツェル研究にもそうした動きがある(山野・松本

1983;田中 1996，2000) 0 また、彼の主著の一つである『人類地理学j(“Anthropo-

Geograph ie")の邦訳(出比演 2006)が出版されたことは、ラッツェルへの関心が今

なお薄れないことを示しているO

これに対し、ラッツェルのアメリカの弟子であるセンプルへの評価の多くは、

に挙げたように、ラッツェルの人類地理学を英語閣に広めたことにとどまり、その地

理学研究を改めて吟味されることがほとんどなかった。だが、 2007年、センプルの死

没75周年を記念して、アメリカ地理学協会の例会で、センプルに関するセッションが

開催され、地理と歴史を密接に関連づける視点 (Adams2007)や日本との関わり

(Karan 2007)、センフ。ルの著書“I'YI:.βuencesof geogrlα，phic enviγonment" (1911)に関わ

る知識の受容と伝達 (Keighren，2007)などが議論され、新たなアプローチによるセン

プル研究の動きが伺える O

本稿では、地理学の勉強を本格的に始めた頃のセンプルに焦点をあて、センプルの

生きた時代と彼女の研究の在り方を検討する o 19世紀末から20世紀にかけてアメリカ
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合衆国の急速な発展のなかで、センプルが一入の女性として、どのような志を持って

地理学の研究を生涯の仕事としたか、何が達成でき伺ができなかったを探ることによ

って、近代地理学史の一面に追りたい。

この検討作業の資料として、センプルが、ラッツェルが教鞭を執っていたライブチ

ヒ大学 (Universit註tLeipzig)への最初の留学(1891“1892年)を終えてアメリカに帰国

してまもない頃に書かれたラッツェル宛ての書簡、ならびに、卒業後も親しい交流を

続けたヴアツサー・カレッジ (VassarCollege)の同級生たちへの近況報告(同窓生通

の一部を用いるO ラッツェル宛て書簡は、ライブチヒのラッツェルの手元に残さ

れたものであるO センプルのラッツェルへの傾倒と信頼からすると、センブルからは

きわめて多数の書簡がラッツェルに宛てて書かれたと思われる O 全てが残されてはい

ない書簡の中で、ラッツェルがまとめて自身の手元に置いていたものであることから、

彼自身にとって有益な内容を含んでいたのではないかと推測できる O 他方、センプル

の側からすると、「これこそ自分が学ぶべき人である」という情熱をもってラッツェル

のもとに留学した直後に書いたものであり、彼女の人生の転機に立つ心情が表れてい

る書簡であろう O また、センプルは、終生、ヴァッサー・カレッジで学んだこと、と

くに英語教育のすばらしさを賞賛していた。女性が大学教育を受けることが希だ、った

時代に、共に学んで、育んだ友情が、センプルにとってかけがえのないものであったこ

とは、想像に難くない。ヴァッサーは、政治・学問・社会・経済などさまざまな分野

で活躍するアメリカ女性のパイオニアたちを大勢輩出した伝統ある名門女子大学であ

るO ヴァッサーの同級生たちゃ先輩・後輩たちを、センプルは人生の折々に意識した

筈であるO 卒業後の同窓生通信をたどることで、センプルの生き方の一面を伺うこと

ができると思われるO

本稿では、まず、資料の全文テキストと日本語訳を掲げる (II章)。それらを用い

て、センプルの研究とその時代に関して、次の 5つの課題に取り組むことにする o (1) 

センプルの経歴と当時のアメリカ合衆国の様相を概略したうえで(盟章 1節、 2節)、

(2)ラッツェルとセンプルの相互の関係やその後のセンプルの研究とのつながりを明ら

かにするとともに、センプル自身の資質や彼女が自指したものが何であったかを探る

(田章3節、 4節)。さらに、 (3)そうしたセンプルの資質や生き方に対して、家族やヴ
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アツサー・カレッジ同窓生たちと関わりがどのような影響を与えたか、検討する(盟

章5宣告)0 こうした検討を踏まえて、 (4)19世紀後半から20世紀初頭における社会と科

学という側面から、ラッツェルとセンフワレの研究が持っていた意味を検討する(頭

6節)0 最後に、 (5)センプルと同じ時代にニューイングランドで活躍した学者で、ラ

ッツェルとよく似た思想の持ち主だったシェイラー (NathanielSouthgate Shaler)を

とりあげ、センプルならびにラッツェルと対照しながら、時代と社会と学者の関係を

考察する(血章7節)。

これまでの地理学史研究では、ラッツェルからセンプルへの影響だけが述べられて

きたが、本研究は、センプルからラッツェルへ向けて提供されたものがどのようなも

のであったかを示すという意義も有する O さらに、本稿でとりあげるセンプルの手書

き書簡などはいずれも未公刊の資料であるO これらを提示することで、生き生きとし

たセンプル像を探る手がかりとしたい。

H ラッツェル宛て書簡と同窓生通信のテキストと日本語訳

1 .資料について

本稿でとりあげる資料は、大別して 2種類あるO

ラッツェル宛てのセンプルの書簡は、ライブチヒに所在する地誌学協会 (Geoω

graphische Zentralbibliothek， Archiv fur Geographie， Institur fur Landerkunde， Leipzig) 

に収蔵されているものであるO 同協会では、フリードリッと・ラッツェルの著作原稿、

収集した新聞記事、雑誌論文、覚え書き、講義ノート、書簡などの膨大な資料を、ラ

ッツェル文庫 (Kasten141同163の計23ケース)として保管している O このうち、最後

のケースKasten163には107の小ファイルが含まれ、 Nr.12からNr.107の96の小ファイ

ルでは、ラッツェルの受け取った書簡が差出人ごとに分類されているO センプルから

の3通の書簡は、彼女が同封した他の人たちからの書簡とともに、 Nr.93の小ファイル

に収められている O なおセンブルの書いた 3通のうち 1通は、日を改めて追記された

ものである o 3通とも 1893年1月から 2月に書かれているO

ヴアツサー・カレッジの同窓生関係資料は、同大学図書館 (Archivesand Special 

Collections， Vassar College Library)に収蔵されており、 ClαssBox 1882ならびに
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Class Box 1881 & 1882の中には、卒業時に作成したパンフレットや卒業後二十年の記

念誌などの他、クラスメートから他の同級生たちに宛てた近況報告が手書きで写され

たノート(同窓生通信)が保管されている O このノートは、比較的長期にわたって続

けられたもので、それぞれの報告の書かれた時期も書き手もさまざまであるO 書き

の近況や体験についての感想、だけでなく、別の同級生の近況を知らせたり、お知らせ

などの呼びかけもあり、相互の回覧・関覧を意識したまとめ方になっている O 本稿で

とりあげるセンプルの同窓生通信は、 1902年および1924年から 1925年にかけて書かれ

たものであるO

資料は、活字印刷されている 1902年の同窓生通信を除き、すべて手書きである O ラ

ッツェル文庫に収めらたセンプルの書簡は、 Sutterlinschrift(1945年まで用いられた

ドイツ式筆記体)で書かれている(口絵写真 1) 0 センプルの手紙に同封された 2通の

英文書簡や、 ClαssBoxの同窓生通信(口絵写真2)は、ラテン文字の筆記体で書かれ

ている O これらについて、ラテン文字の活字に直したテキストを掲げるO 原資料を判

読する際、推測して補った箇所は( )で、また、判読不明箇所は空白の回で示す。

テキストに関する注は、1)， 2)の番号を付し、脚注としている O テキストに続いて、

その日本語訳を掲げるO 訳注を加えた箇所は、訳文中の当該箇所の右肩に[1]、[2]の番

号を付し、脚注で示しているO なお、ラッツェル宛て書簡には、アメリカの人名や地

名など、ラテン文字の筆記体で書かれた英単語も含まれる O これらはイタリック体で

しているO 原資料中、下線が引かれた筒所は、テキストでも問様に表示しているO

テキストおよび日本語訳には、資料番号と頁を併記しているO

以下、 JII真に、ラッツェル宛て書簡のテキストと日本語訳、ヴァッサ…・カレッジ同

窓生通信のテキストと日本語訳を掲げる。
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2. 1893年のラッツェル宛て書簡

(1)テキスト

Kasten 163/93 

1 (page 1) 

(page 2) 

2 (page 3) 

1222 'ðourt~ Qitlenue， 

Qoulstlille ， stentuck~' . 

Geehrter Herr Professor: 

Januar 2te， 1893 

Ihr Brief von dem 4ten December ist angekommen， auch die 

Monographie uber die politischen Grenzen， und fur Beide erhalten Sie 

bittemeinen besten Dank. Diese Weihnachtstagen sind mir so voll 

gewesen das ich noch nicht die Zeit gehabt habe die Monographie zu 

lesen， aber ich weis wohl ich werde sie sehr interessant finden， 

besonders als eine weitere Erklarung Ihrer Vorlesungen des Sommer 

Semesters. 

Hinsichtlich der Negerfrage， habe ich neulich einen sehr 

guten Artikel an Mr・.Gαgegeschickt， mit der Bitte das， so balder 

damit fertig war， er ihn Ihnen uberreichen sollte. Ferner habe ich 

mich ziemlich genau uber die Lebensversicherung des Negers 

erkundigt. Ich schicke Ihnen hiermit einen Brief von Mγ.Mαguiγ'e， 

Louisville Agent der New Yoγ'k Mutual Life }ηs. Co.， welche vielleicht 

die bedeutendste in den Ver. Staaten ist. Sie ist auch nicht lokal hier 

im Kentucky， und sollte deshalb keinen Vorurtheil gegen den Neger 

haben， einen Vorurtheil welcher vielleicht in einer ausschlieslich 

Sudstaaten Gesellshcaft zu erwarten waren. 

Ich habe auch mit Mγ.Mαguiγe gesprochen. Er sagte ganz bestimmt 

die Gesellschaft wunscht nicht das Leben des Negers zu versichern， 
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(page 4) 

3 (page 5) 

H 

wegen kurzer Lebensdauer und weil der Neger die fur Versicherung 

nothwendigen Fragen nicht antworten kann; zum Beispiel， kann nicht 

in der Regel sagen wer seine Eltern oder Groserlten waren， in 

welcher Alter oder an welcher Krankheit sie gestorben sind. Auch von 

seinem Familiengeschichte weist er wenig oder nichts， und in solchen 

Fallen nimmt die Gesellschaft das Schlimmste an， und der Neger ist 

zuruckgewiesen. Mγ.Mα，guiγθsagte das naturlich diese Thatsache 

sich in der Zukunft， 

mit Verbesserung der Cultur， Erziehung und sittlicher Entwickelung 

des Familienwesens unter den Negem auch verbessem wurde. 

Der Brief den Mγ'.Mα，giur・ein seinem Breif an mich anfuhrt， kamm 

von der Hauptdirection der Gesellschaft in New Yoγ'k Stadt， und die 

Citation war ein Vorschreiben diesem Agent. Mγ'. M sagte doch die 

Gesellschaft hatte schon einen Neger Bischof und ein paar Prediger 

heir in Ky. versichert. Es last sich fragen ob das“15th Amendment"， 

welches er erwahnt， hier anwendbar sei. Ein Rechtsanwalt Freund 

von mir denkt gewis nicht das es anwendbar ist， da Versicherung 

nicht ein offentlicher Dienst 

1222 'dourtb Q{venue， 

20uiSville ， ~entuckt) . 

ist. Ferner， es ist wahr das fruher in N ew Yoγk Staat die 

QQ. 
Lebensversicherungsgesellschaften etwa$5."" mehr per $1000."" fur 

Neger als fur Weisen verlangt haben， bis die Staatlegislatur ein Gesetz 

gamacht hat， das kein Unterschied in Versicherungskosten zwischen 

Negern und Weisen gemacht werden sollte. Solche Gesetzgebung 

existiert gewis nur in New York， vielleicht auch in Mαss.; aber uber 
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(page 6) 

4 (page 7) 

(page 8) 

diesen Punkt werde ich mich genauer erkundigen. Wenn das 

N ationalgesetz， also dasワ5thAmendment"， genugend ware， ware 

dieses des St幼 tsuberflusig. 

Ich besuchte auch den 

Agent der wiαshington L~作 Ins. Co・， weil ich geho抗 hatte，bei dieser 

Gesellschaft last ein Neger leichter sein Leben versichern， aber auch 

bei diesem Agent h凸rteich gerade dieselbe Geschichte; Mangel an 

Kenntnis der Familie und kurzere Lebensdauer. Als Ursache der 

Letzten， sagte der Herr Agent das der Neger keinen Begriff der 

Gesundheitsgesetze hat， und viel an Schwindsucht， Rheumatismu丸

山ldbesonders Skrophel leidet. [日inArzt hat gesagt， das drei Viertel 

aller Neger Patienten in dem offentlichen Krankenhaus in Louisville 

an Skrophelleiden. ] Er sagte femer es fa批 Einemnie ein， 

einen Neger zu suchen um sein Leben zu versichem.“The Washington 

L供品s.Co." hatte nur ein p泊 rSchullehrer und den Castellan eines 

grosen凸ffentlichenGebaude hier versichert， und im Allgemeinen 

verweigern die Gesellschaften ganz ruhig die N eger uber haupt 

anzunehmen， und deshalb ist es ziemlich schwer fur einem Neger sein 

Leben versichem zu 1拙 sen.Ein anderer Agent hat mir gesagt; Irgend 

Etwas， irgend ein Punkt last sich leicht finden， auf dessen Grund wir 

einen N eger zuruckweisen konnen.“The Wαshington 1ηs. Co." 

machen die Kosten dieselbe fur N eger wie fur羽Teisen， im Falle eine 

Untersuchung des記rstens

genugend ist. 

Der oben erwahnte Rechtsanwalt， der auch ein ziemlich 
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5 (page 9) 

理

(page 10) 

bedeutender N ationaloeconomist ist， hat sich sehr tief in dieser 

Negerfrage interessirt
lJ 
und hat vielleicht Alles gelesen， welches 

daruber erscheinen ist. Ich habe die Sache mit ihm besprochen， und 

er erwahnte einen besonders lehrreichen Artikel uber die 

Lebensdauer und Zunahme der Neger in der Zeitschrift“Aγ'enα"， den 

er mir fur Sie schicken will. Dieser A此ikel，seiner Meinung nach， sei 

der beste von einem Dutzend oder mehr uber denselben Gegenstand 

die er gelesen hatte. Dieser Herr und ein alter Professor， Rector der 

1222 %，OUtt~ Q(抑制le，

2ouist>ille ， StentucRt) . 

Louisville Hochschule waren bei mir zum Besuch gestem Abend， und 

ich w註nschedas Sie das Gesprach hatten h凸renkonnen: es ware 

Ihnen gewis interesant gewesen. Der Herr Professor betonte einen 

Punkt; er sagte， hinsichtlich der moglichen Mischung der zwei Rassen 

hier in Amerika， das gerade diese teutonische Rasse， aus welcher 

unser Volk hauptsachlich besteht， im starken Gegensatz allen 

gallischen und lateinischen Volkern， eine tief gegrundete Abneigung 

gegen Mischung mit niedrigem Rassen zeigt. Er fuhrte die Thatsache 

加， das alle 

Mischung zwischen Indianer und Weisen in den V.S. nur in den 

franzosischen Colonien stattgefunden hatte， also langs der Cαnαdα 

Grenze und hier in der N滋lein Vincennes， lnd仰nα，und~俗的skiα

lll， wo die franzりsichenColonien in 18ten Jahrhundert gegrundet 

waren. Ahnlich die ziemlich haufige Mischung N eger und Franzosen 

1) interessiertの誤記か。
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6 (page 11) 

(page 12) 

7 (page 13) 

N 

inNew 0γleαns，8，αn Domingo， und von Spaniern und Portugiesen 

mit den Indianern in Sudamerika. Aber zwischen germanischen 

Stammen und Negern bilden sich keine Familien， behauptet der Herr 

Professor. Gerade vor zwei Tagen， 

tα作句dαndfeαtheγe(I [die Ubersetzung auf Deutsch ist mir unmaglich] 

die Leute einer Stadt in Ohio einen N eger weil er sich mit einer 

weisen Frau verheirathet hatte. 

Seit Juni sind drei Bande des Census erschienen und diese werden 

Sie bald bekommen. AIs ich unseren Conαγessma1~Mγ.Cαγuth 

besuchte， hatte er Band VIII. zuf:剖lig. bei sich und diesen gab er mir 

gleich und ich habe ihn Ihnen schon mit der Post geschickt. Nach 

zehn Tagen geht Mγ'.Gαruth nach Wαshington zuruck， und dann wird 

er mir Bande VI. und VII. senden， also am Ende dieses Monats werden 

Sie dieselben bekommen. Mγ'. Gα門tthist ein sehr guter Freund von 

meiner Familie und sagt er will irgend Etwas fur mich thun. Wenn Sie 

also was Anderes von der Regirung wunschen， sagen Sie es mir. 

Ich shicke Ihnen auch heute drei Artikel; ein von Gαbel， die Antwort 

auf denselben von G1・αdy，einem室主hrbedeutenden Staatsman von 

Geoγgiαder von zwei Jahren gestorben ist， und ein von Bischop 

Dudley. Der Letzte ist aus Viγginiαund ich kenne ihn pers凸nlich

intim， und kann sagen das er ein hochst vernunftiger Mensch ist， auch 

in socialen Fragen obgleich er Prediger ist. 

1222 ~outtb Q1"enue， 

2ouis"Hle， Stentuckt) . 

Die zwei Vice-presidenten der LouisvilleαndNiαshville R. R. waren 
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bei uns zu Diner vorgestern Abend und ihnen habe ich Etwas uber die 

Linie des 0hio-Erie GαnαlS. gefragt. Sie dachten kaum das das Plan 

durchgesetzt werden wurde， und so weit sie die Sache verstanden 

haben， sollte es nur ein Versuch sein， alten schon existierenden 

Canalen zu verbinden. Neulich ist nicht viel daruber geschrieben 

worden， und deshalb haben diese Herren mir gerathen， an den 

C'ommissioneγofGαnalS. von Ohio zu schreiben. Schater vermag ich 

hoffentlich Ihnen Etwas genaues daruber zu sagen， nachdem ich von 

ihm geh凸此habe.

(page 14) Sie fragen; Welche Bevolkerung des Westens zeigt einen 

ausgesprochenen Typus? Eigentlich keine im Sinne einer bestimmten 

Gemeinde in einem bestimmten geographischen Lokal. Wir haben 

verschiedenen ausgesprochenen Typen im明Testen; wie die Q'owbous 

， 2) 
und die Bergwerker， wie diese in Bret Rαγt's-' Novellen beschrieben; 

aber diese sind in einer Weise N omaden， gehen immer weiter 

3) 
weslich

V

' mit dem Vorschieben der Cultur. Es giebt auch die 

Mormonen， aber auch diese sind nicht so eigenartig wie man denken 

wurde， und ferner sind sie grosen Theils Auslander， zeigen deshalb 

nicht die Wirkung einer rein amerikanisch organischen oder 

unorganischen Umgebung. 

8 (page 15) Ferner， wenn sie als kein Typus genannt werden konnten， doch， seit 

der Gesetzgebung gegen Vielweiberei als solcher verschwinden sie 

schnell， besonders in den Stadten. 

Uer den Character der westlichen Bev凸lkerunghabe ich mit einem 
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(page 16) 

Freund gesprochen der dem letzten Sommer auf der pacifischen 

Kuste zugebracht hat. Er ist ein sehr gebildeter Mann und beobachtet 

Alles sehr genau， und er sagte das gerade diese Thatsache einen 

tiefen Eindruck auf ihn gemacht hatte， wie ~inartig die ganze 

Bev凸lkerungdes明Testenswar， wie die ganze in einem Zustand der 

Gahrung und Mischung war， besonders wie die Leute旦詮 in.d笠盟 Ort

einheimisch waren wo sie lebten: uberall 

war bestandige Bewegung， Mischung und Hin-und Herreisen. 

Ihre andere Fragen werde ich in einem zukunftigen Brief 

beantworten. Uer viele habe ich schon me註leeigene Meinung aber ich 

mochte die meinigen durch die Meinunganderer Leute， die zum 

Urtheilen bessere Begabung oder Gelegenheit haben， constatieren 

oder verbessem. Hoffentlich wird dieser ungeheuer lange Brief Ihnen 

etwas nutzen. 

Mit besten Gluckwunschen fur das Neujahr an Sie und Ihre Familie， 

bin ich Ihr ergebene， 

Ellen C. Se1η:ple 

Kasten 163/93 I 1222 'dourtb Q{venue， 

9 (page 1) I 20u励ille， ~entuc均.

Januar 30. 1893 

Geehrter Herr Professor: 

Ich habe fur Sie Etwas Neues uber den Neger im Verhaltnis zur 

Lebensversicherung. Ich wollte sehen wie die Sache sich in den New 

Engl側 dStaaten halt und schrieb an meinen alten Freund Ex-8θηαtoγ 

Boweγ's of New Rαven， der immer mit Versicherung zu thun gehabt 

hat， und einen Theil dessen Briefs ich Ihnen schicke. Ein anderer 
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(page 2) 

10 (page 3) 

Freund hat das Folgende von dem Verwalter der der John HIαncock 

Mutual Life Insuγαnce von Boston bekommen; 

“Diese Gesellschaft und alle anderen Gesellschaften von New 

Englαnd nicht nur schreiben 

es ihren Agenten vor， die Neger um Versicherung国chtanzusuchen， 

sondem bezahlen dem Agenten Commissions1!ebuhrfi註reinen 

Neger Cliant. Dieses zufolge haben die Gesellschacften wirklich 

keinen Neger Namen auf ihren Buchern， weil das Ansuchen eine 

g盟室主Rollein Versicherung hier in Amerikαspielt. 

Es giebt ein Gesetz in Mαss. und anderen New Englαnd Staaten， 

welches die Gesellschaften zwingt Neger anzunehmen und um 

dieselben Kosten wie die Weisen. Die Gesellschaften wunschen die 

Neger nicht， weil ihre Aussicht fur ein langes Leben nur ungefahr 2/3 

so gros wie die eines Weisen ist. Die John Hancock 

Mutuαl Life Ins. Co. hatte selbst keine statistischen Tabellen， aber 

die des Boα吋 ofHealth of Baltimore [die ich fur Sie zu bekommen 

versuchen werde] beweisen das die Sterblichkeit der N eger 50 % 

gr凸serwie die der Weisen ist. In Baltimore註1Durchschnitt sterben 

30 Neger und nur 20 Weisen auf den Tausend. 

In jenen Staaten wo es kein Gesetz wie das oben emannte giebt， 

bekommt der N eger fur dasselbe 12.γemiun1， nur 2/3 der 

Versicherungspolice welche ein Weiser bekommt; z. B. kriegt der 

Weise $1000 und der Neger nur $667. 

Mαss. hat ihr Gesetz Juni 14， 1884， und dies war die erste 

Gesetzgebung hinsichtlich dieser 
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(page 4) 

11 (page 5) 

(page 6) 

Frage in Ne即時land，aber in Mωs. wie in den anderen Staaten war es 

nur ein Versuch von Seiten der Politikersich bei den Negern 

einzuschmeicheln. Dies ist also die Lage der Sache in N euengland. 

Ferner hat ein alter Freund mir gesagt das die ganze Rasse der 

Neger hier in Americα， wie auch die Indianer， von einer furchtbaren 

Krankheit durchauS. gesattigt sei， einer Krankheit， von der 

Schwindsucht， Skrophel und Rheumatismus nur verschiedene 

Erscheinungen sind， und deren Ursache in Unsittlichkeit liegt. Diese 

Thatsacheerklart die ungeheur grose Zahl der Todesfalle unter sehr 

jungen Neger Kindem， die schon krankhaft geboren sind; sie 

1222 ~ourtb Q{ひenue，

20ui釦ille， Stentuck~ . 

erklart auch die tiefe Abneigung aller Mischung der zwei Rassen 

seitens der Weisen. 

Sie haben auch gefragt; Wird das W凸rtchen!JIJJ.旦4.in Amerika 

besonders haufig gebraucht? Ja， auffallend haufig， in den n凸rdlichen

so whol als in den sudlichen Staaten. Hier in Kentucky， Viγg初旬，

Louisiαnαund anderen mir bekannten Staaten haben wir einen an 

Eigenschaftswortern und Superlativen besonders reichen W ortschatz 

im taglichen Gebrauch， wie alle Sudlander， und deshalb ware es zu 

erwarten， das das Wo抗gγαndhaufig gebraucht 

werden wurde， wie auch der Fall ist. Aber auch in den n凸rdlichen

Staaten wird es eben so oft gebraucht; ein Freund von mir aus 

Brooklyn denkt es werde noch凸fterda als hier gebraucht， obgleich 

das Sprechen im Allgemeinen im N orden masiger ist， weil hier 

zuweilen dieses W ort mit anderen W凸抗emersetzt wird. 
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Eine andere Frage war; Sind die Leute des alten Westens in Oh忽

辺ιdenNeuenglandern ahnlicher geworden? In Antwort kann ich 

sagen; die Leute des alten Westens sind den Leuten 11es alten Ostens 

gewis ahnlicher geworden. 

12 (page 7) Man kann jezt sagen der Begriff der Ost dehnt sich jetzt bis nach dem 

Mississippi Flus aus; d.h. der Miss.Flus bildet jetzt die Grenze 

zwischen Ost und West. Den ausgesprochenen Typus des Westens 

findet man erst in Missouri， IGαnsαs， etc. Gerade der neuenglische 

Typus ist immer noch Etwas fur sich-eigenartig; die Leute da tragen 

noch den Stampel ihrer geschichtlichen Herkunft und Entwickelung， 

und der schweren Klima und Bodensbedingungen. Deshalb konnte 

man kaum sagen das die Leute von Ohio etc. gerade den 

Neuenglahdern ahnlicher geworden sein. 

Wir haben jetzt in Amerika 

(page 8) zwei hervorragende Naturschilderer， aber kein von Beiden ist so 

wundervoll begabt wie Thoγ倒 udas ward. Sie sind John Burroughs 

4) 
(aus Poughkeepsie， N. Y.) und Chαγ'les C. AbboC (ausれ'entoη，N.

J.). Der erste ist vielleicht besser bekannt， hat mehr geschrieben; 

seine Beschreibungen von Vogelleben sind besonders sch伽1.Viele 

seiner Artikel sind in der Centur・yZeitschrift zu finden， wenn Sie 

5) 
dieselbe lesen machten. Der andere， AbboC， ist ein etwas jungerer 

Schriftsteller， aber vielen Leuten gefallt er besser als Burrough 6)， und 

er wird jedes Jahr besser bekannt. Er soll wissenschaftlich mehr 

4) Clωγ'Zes C. Abbottの誤記か。

5) Abbottの誤記か。

6匂)Burγγrough凶Sの誤記か。
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accurat als Burroughs sein， und er schreibt mehr 

13 (page 9) 1222 ~OUttl) Qlvenue， 

2ouiSviUe， JtentuCR1) . 

als derselbe uber die Natur im Allgemeinen. Sie haben die folgenden 

Bucher geschrieben; 

Burア'Ouahs. Abbol! 

“η~e WαkeRobin." “'RecentRα悦 bles."

“W初teγSunshine." “Wαstelαnd W.αnd俳初gs."

“UplαηdαndMeαdow." “BiγdsαndPoets." 

“Locustsαnd Wild Honey." “Outingsαt Odd Times.円

“Fγ'esh Fields. " "ln Touch with Mα仰向

“SignsαndSeαsons." 

“lndooγStudies." 

FebuaY8)II，1893 

Ich habe gewartet diesen Brief zu Ende zu bringen bis ich Etwas 

bestimmtes von meinem Freinde Mγ~Gαruth uber die Census Reports 

h凸rensollte. Vor zehn Tagen schickte er mir seinen 

(page 10) eigenen盟盟主 Band回 alsoBand IX. welcher erst jetzt erschienen 

ist. Zur selben Zeit kam ein Brief von ihm und auch ein von Robeγtp. 

P01'・teγselbst，welcher sagte die eingebundene B品ndeVI. und VII. sein 

schon alle ausgegeben， aber die II'ulletins derselben welche noch 

vorrathig waren， sollen mir geschickt werden. Diese wurden in irgend 

einer Weise verspatet und sind erst diese W oche angekommen. Ich 
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14 (page 11) 

Kasten 163/93 

15 (page 1) 

mache sie gleich auf ihren Weg nach Deutschland. Band VI. und VII. 

sind also in denselben vertreten， mit der Ausnahme von zwei 

Bulletin~ welche fehlen， aber hoffentlich sind. diese nicht wichtige. 

Mγ'.0αηlth bemuht sich 

immer noch fur mich， und vor zehn Minuten habe ich einen Brief von 

ihm bekommen in dem er sagte zwei neue Bucher sind erschienen， 

Repoγt on the M仰 eγαlIndustγiesαndRepor・ton Mαnufiαctuγes， 

welche er mir schicken wUfde. Diese auch sollen Sie naturlich haben. 

Wie Sie sehen， es macht mir sehr wenig Mube irgend etwas von der 

Regierung zu bekommen， und deshalb mussen Sie Ihre Wunsche in 

dieser Richtung aussprechen. 

In der Hoffnung Ihnen noch nutzlich sein zu konnen， bleib ich Ihre， 

1222 %OUtt~ Q(venue， 

20u詔ひille，jt叩tUCRt). 

Geehrter Herr Professor: 

Ellen C. Semple 

Febuar9)19ten?1893 

Ich schickte Ihnen gestem als Eilgut die Bucher welche ich diese 

Woche aus Washington von Mγ'.0αruth bekommen habe. Sie waren 

so.gros das ich sie mit der Post nicht senden durfte. Eins werden Sie， 

wie ich meine， ungemein lehrreich finden， und ich freue mich sehr es 

Ihnen uberreichen zu k凸nnen;es ist“何回Repor・ton M初計αls"，aber 

es its ein sehr groses Buch mit Illustrationen und gefarbten 

9) Februarの誤記か。
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ωage 2) 

16 (page 3) 

(page 4) 

geologischen 

Karten versehen. 

Ich bediente mich dieser Gelegenheit um drei kleine Schachtel an 

einen kleinen Freund von mir zu schicken. Er is nur ein einfaches 

Bauerkind， das in demselben Etagenhaus wie ich， ganz hoch oben 

unter dem Dach wohnte; aber wenn ich ihn nicht verkenne， so ist 

seine Statur eben so hoch wie seine W ohnung. Er ist ein ganz kleiner 

Kerl， nur acht Jahre alt. Nach Weihnachten hat er an mich 

geschrieben und gebeten ich solle gebrauchte Briefmarken fur ihn 

sammeln und deshalb enthalten 

diese Schachtel mehrere Thausenden davon. Es wird Ihnen 

hoffentlich keine Unbequemlichkeit machen， dieselben in dem 

Seminar stehen zu lassen bis der kleine Emst sie abholt. 

Den Schein fur das記ilgutschlage ich hiermit ein; auch einen Brief 

den ich neulich von einer Freundin hinsichtlich der lebenden 

Naturschilderer in Amerika bekommen habe. Sie ist eine 

hochgebildete Dame， ist auserordentliche Professorin an einer der 

gr凸stenFrauen Universitaten in Amerika， und interessiert sich fur 

gerade diese Zweig der Literatur. Sie ist deshalb in Stande die 

Meinung 

eines Sachverstandiger auszusprechen. Auf ihren Urtheil konnen Sie 

sich verlassen. 

Darf ich， geehrter Herr Professor， Ihhen eine Frage stellen. Welche 

Insel westlich von Sud-Amerika haben die Englander vor ein oder 

zwei Jahren in Besitz genommenm， mit der Absicht sie als“calling 

d
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station" zu bebrauchen， im Falle der P，αηαmαCαnαl durchgefahrt 

werden sollte? 

Ich arbeite jetzt ein bischen uber die politische und commerzielle 

Bedeutung eines zwischenseeischen Kanals fur unser Mittellandisches 

Meer. 

Mit der Hoffnung das Sie grosen Fortschritt mit Ihren Werk 

machen， bleib ich Ihre 

Ellen C. 8，仰ηple

Kasten 163/93 

17 (page 1) 投能主 Ne初 YoγicMutualLi.作Ins.

FRANCIS MAGUI武E，JR

LOUISVILLE， KY 

27th December， 1892 

Dear Miss Semple: 

In reply to your inquiry of this morning， permit me to quote from a 

letter recently received by me， concerning Negro risks in Life 

Insurance. 

“1 do not think the Company has any right to refuse to consider 

such an application (that of a Negro， 33 years of age)， but as the 

Negro is short-lived. We have always instructed agents not to solicit 

them. Of course if an applicant comes unsolicited， we must consider 

him." 

The Constitutional Amendment requires us to make no 

discrimination between a N egro and a white person (other things 

being equal)，加das a consequence， Life Companies are compelled to 

write Negros (if at all) at the same rate as would be charged for a 

white person. 

に
d

噌

Z
A
q
J
 



18 (page 2) 

q
J
 

n
Y
 

3

1

j

 

6

1

 

1

e

 

mA

噌

u

p

 

m
m
H
 

K

日

Fortunately， however， the Statistical tables in the posession of all 

Life Companies 

show that Natural Law interfers with human law， by furnishing the 

positive proofs that the Negro race is， as a race， less long-lived than 

the white race. (It may also interest you to know that the longevity of 

the Karib race exceeds that of other white races by fourteen to twelve 

and a half per cent). 

As a consequence， it is usually found unsafe to write the Negro on 

any form of life insurance. When they征笠written，however， they are 

charged the same rate， as would be charged to a white person having 

a similar personal and family record. 

Trusting that this will give your friend an idea of the actual 

condition ofthe Negro in relation to Life Companies. 

1 am， very sincerely yours， 

Francis Mα，guiγe.1γ. 

JhonBurr・'Oughs

ECS 

The Beatrice， 57lli St.， Chicago， Ill. 

February 12， 1893 

My dear Miss Semple， 

To my mind Burroughs* stands easily first among living Americans 

who have chosen the outdoor world as their literary province. He 

describes with his eye on the object， and his speech is characterized 

by a certain beautiful accuracy， simplicity， and directness too rare not 

to be highly prized when it is found. 
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(page 2) 1 do not know Mr. Abott's work but 1 have heard it highly 

commended. 

Maurice Thompson has written two charming books，“Sylvan 

Secrets，" and “おy-Waysand Bird Notes."“The Tangle-Leaf Paper，" 

“Browsing and Nibbling，"“A Fortnight in a Palace of Reeds，"“Out-

Door Influences in Literature" are some of the chapter headings and 

they give a fair idea of the trend of his work. 

It is interesting to note how much of the close study of nature so 

characteristic of these latter days has expended itself on 

20 (page 3) birds. Do you know Olive Thor口rneMi剖lle町r'，旨ssketches? Her “8部ir吋.吐d

i加nNesting Time" is said to be delightful. Edith Thomas's work is also 

growingly good and sympathetic. See her “The Round Year." 

Do you know Thomas Wentworth Higginson's“OutωDoor Papers"? 1 

do not but 1 should think they would be interesting. 

Charles Dudley Warner's "In the Wildness" is a book that 1 read 

over every year悶 abook that 1 can never keep in my possession 

because 1 am constantly finding someone who doesn't know its 

delights and who should! It is 

(page 4) one of the rare little books that will stand the list of being read in the 

very presence of the thing described. Nowhere else in his work但

attractive as it all is -do 1 find his exquisite humor so fine and subtle. 

It seems a pity to leave Lowell out -he seems alive yet. His “My 

Study Window" and some of the Poems， especially "Suthin，lOl in the 

Pastoral Line，"“The Vision of Sir Launfal，" and “Under the Willows" 

10) Sunthin'の誤記か。
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(2) 日本語訳

Kasten 163/93 

1 (page 1) 

(page 2) 

are invaluable. 

1 am writing in great haste， and no other namesoccur to my mind at 

this moment. If 1 can be of any further assistance 1 

1222 'dourtb Q!venue， 

20uISville ， jtentuckt) . 

先生

1893年1月2日

12月4日付けの先生のお手紙が、政治的境界についての論文山と

一緒に届きました。いずれに対しましでも、心より御礼申し上げま

す。ここしばらくのクリスマスの時期、私はとても'I'tしく、まだこ

の論文を読む時間がございませんが、あの夏学期の先生の講義[2]を

さらに発展させて解説された論文で、大変興味深いものであること

をよく承知しております。

先日、私は、読み終えたらすぐに先生に差し上げて欲しいという

[1] Ratzel， F. (1892): Die politischen Grenzen. Mitteilungen deγGeogγαphischen Gesellschaftβiγ 

Tuバngenzu./J仰 α，XI， 8.69-73.あるいは、 Ratzel，F. (1892): Uber allgemeine Eigenschaften der 

geographischen Grenzen回lduber die politische Grenze. Berichte ubeγdie Verhαηdlungen der 

k伽 iglichSachsischen Gesellschaft deγWissenschaften zu Leipzig， Philologisch-historische 

Clαsse. 44， 8.53司lO4.をさすと推測される。

[2] Buttman， G. (1977): F:γiedバchRαtzel: Leben und Weγ'k eines deutschen Geognαphen 18件ー

1904， 8tuttgart: Wissenschaf出cheVerlagsgesellschaft には、ラッツェルの講義一覧が掲載され

ている。センプルがライブチヒで学んだ期間(1891年から 1892年)の講義は次のとおりであ

る (8.134)0冬学期 (1891/92) Allg. Erdkunde (die Grundzuge d. Biogeographie 

einschliesend) (MかFr18-19). Geogr. 8eminar: Geogr. Ubungen in 2 Abt. f. Anfanger u. 

Fortgeschrittenere (Mo， Do 12-13); Kartograph. Ubungen: Assistent Dr. Fischer. 

(1892) : Polit. Geographie m. bes. Berucks. Europa u. d. Kolonien (Mo， Di， Do， Fr 16-17). Die 

Vereinigten 8taaten v. Amerika (Di， Do 11-12). Geogr. 8eminar: Geogr. Ubungen in 2 Abt. f. 

Anf加geru. Fortgeschrittenere (原文はFortgeschritteme)(Mo， Fr 12-13); Kartograph.むbungen:

Assistent Dr. Fischer. 
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お願いを添えて、黒人問題について書かれた、非常に優れた論文[3]

をゲイジ氏[4]に送りました。さらに、私は、黒人の生命保険につい

て、かなり詳しく問い合わせをいたしました。私は、ルイヴイルで

ニューヨーク相互生命保険会社[5]の外務員をしているマクガイア氏

からの手紙を先生宛のこの手紙に同封しております。この保険会社

は、合衆国でもおそらく抜きんでて規模の大きな会社で、ケンタッ

キーだけで営業しているローカルな会社ではございません。ですか

[3]センブルが1893年 1月2日付けの手紙で言及したCαbel、Grady、Dudley司教の各論文、お

よび黒人の寿命に関する優れた論文以外で、 Ratzel(1893): Die Veγeinigten Stααten von 

Ameバ的.2Bαnd.Politische und WiγtschぜかGeographie.Munchen: R. Oldenbourg.で、ヲi用した

黒人問題の論文は、 Mayo，A. D. (1890):官leprogress of the Negro. The Forum， Vol.lO， pp.335-

345.ならびに Walker，F. A. (1891): The colored race in the United 8tates. The Forum， Vol.l1， 

pp.501ω509. 黒人問題をテーマとするその他の雑誌論文については、表4を参照されたい。セ

ンプルは、これらのいずれかをラッツェル宛てに送付した可能性がある。

[4] Frank Wellington Gageをさす。彼は、 1892年、ライブチヒ大学に黒人問題に関する博士論文

を提出している。この博士論文は、まず、 Oswald8chmitt， Leipzigで1892年に出版された後、

1970年、 NegroUniversities Pressにより再版されている (TheNegro problem伽 theUnited 

Stαtes.I臼rise，developmentαηd solution. 116p.十Vita)0 Vitaによると、 Gage氏は1860年1月8

日、 Amherst，Minnesota 生まれ。同氏は、 1888年6月にUniversityof Wisconsinを卒業後、

1889年12月6日に入学許可を得て、ライブチヒ大学に学んだ。同論文の序文の日付は、 1892

年3月とあり、センプルのライブチヒ留学期間中に提出されたものであることが伺える。

ゲイジが博士論文末尾に挙げているライブチヒ大学の教授たちの中にラッツェルの名前はな

いが、末尾の文献一覧中に、 Ratzel:Die Eγde.と記されている (Ratzel，F. (1881): Die Eγdθ， 

8tuttgart: Engelhom)。また、センプルの手紙の中で言及されているC仙台も、 Cable，Goe. W.: 

官le8ilent 80uth (Cable， G. W. (1885): The silent South， New York: 8cribner's sons.) として挙

げられている。ゲイジは、黒人問題の解決の鍵は、黒人の倫理教育や職業訓練だと述べている

(p.114)。

他方、ラッツェルも、ゲイジの研究協力について謝辞を述べるだけでなく、黒人についての

章のなかで、混血人口率や黒人とムラートの能力について、彼の博士論文から引用している

(Ratzel (1893): Die Ve陀 inigt仰 Stααtenvon Amerikα.2B側 d.Politische und Wirtschajおm

Gθogrlαphie. Munchen: R. Oldenbourg， 8. Vii， 8.292-294)。

[5] Mutual Life Insurance of New York. 1842年4月設立、 1843年2月営業開始。所在地はニューヨ

ーク。((1)日部t，A. ed. (1991): International出向ctoryof compαny histories， Vol. III. Chicago 

and London: 8t. James Press， pp.315-317. (2) Department of the Interior， Census Office (1895): 

Vol. 11: Repoγt on iηsuγαnce business in the United Stαtesαt thθEl仰仰thC併~sus: 1890. Bαγt 

II. Life in如何nce.Washington， D. C.: Govemment Printing Office， p. 5. (3) Wilcox， T. (1877): An 

exposition of life insurance. Scバbneγ'sMonthly， Vo1.l3， No.3， p.649.) 
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(page 4) 

ら、もっぱら南部諸州の社会で見られるような黒人に対する編見は

持たないはずでございます。私は、マクガイア氏とお話もいたしま

した。彼は、きわめてはっきりと、彼の保険会社は黒人と生命保険

契約を結ぶことを望んではいないとおっしゃいました。というのは、

黒人は寿命が短い[6]だけでなく、保険契約に必須の質問項目に答え

ることができないからです。たとえば、両親もしくは祖父母は誰で

あるか、彼らは例歳でどんな病気で亡くなったか、といった質問に、

彼らは答えられないことが多いのです。また、黒人は、自分の家族

史についてごくわずかのことしか知らなかったり、あるいは全く知

らなかったりなのです。そして、そうした場合、保険会社は最悪の

事態を想定し、その黒人は保険申し込みを把否されることになるの

です。マクガイア氏は、黒人たちの関で文化や教育、家族の在り方

における道徳の向上といった改善がなされることによって、こうし

た事態は、将来、むろんより良くなってゆくだろうと話されました。

私に宛てられたマクガイア氏の手紙の中で、彼が言及している手

紙というのは、ニューヨーク市にある彼の会社の本部から届いたも

のでございます。そして、その引用箇所と申しますのは、外務員へ

の指示でございます。しかしながら、マクガイア氏は、この保険会

社は、当地ケンタッキーでもすでに、黒人の司教 1入および説教師

2、 3人と保険契約を結んでいると話されましたO 彼の言及した

「第15修正J[7]がこの問題に適用できるかどうかが間われることにな

[6]第11回国勢調査によると、 RegistrationStatesにおける白人と黒人の寿命(死亡時の平均年齢)

は次の通りである (Departmentof the Interior， Census 0出ce(1896): Vol. 4: Repoγt on vitαl 

αnd social stαtistics仰 theUnited Stαtesαt the Eleventh G仰 1，SUS:1890: p，αγt1.ω Anαlysisαnd 

rate tαbles. Washington， D. C.: Govemment Printing Office， p.42)。なお、 RegistrationStatesに

含まれるのは、 Connecticut，Delaware， Washington， D. C.， M出 sachusetts，New Hampshire， New 

Jersey， New York， Rhode Island， Vermontである。

Allages 

White 32.48 

Colored 23.77 

15 years and over 

52.12 

45.25 
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ります。私の友人である一人の弁護士[8]は、それが適用できるとは

まったく考えておりません。なぜなら、保険というものは、公共サ

ービスではないからです。さらに、州の立法機関が、黒人と白人と

の簡で保険費用を差別すべきでないという法律問を制定するまで、

ニューヨーク州では、生命保険会社が、黒人に対して白人に対する

II 

[7] Amendment XV (the Fifteenth Amendment， Ratified 3 February 1870). 

Section 1. The right of citizens of the United States to vote shall not be denied or abridged by 

the United States or by any State on account of race， color， or previous condition of servitude. 

Section 2.官leCongress shall have power to enforce this article by appropriate legislation. 

(Vile， J. R.: Encyclopediαof constitutionα1αmendments， proposedαmendm仰 ts，αnd

αmeηd仰，gissues， 1789-1995， Vol.l. Santa Barbara， Califomia: ABC-CLIO， p.358.) 

[8] Colby， C. C. (1933): Ellen Churchill Semple. Annαls of the Association of Ameバcαn

Geogr，α:phers， Vo1.23， p.231 ~こは、ヴアツサー・カレッジ卒業後、ルイヴイルに戻ったセンプル

が、幅広い分野の本を読み豊かな知識を持っこ入の弁護士や頭脳明新なユダヤ教のラピと頻繁

に議論を交わし、社会問題への関心を高めていったと書かれている O

[9]肌の色を理由とする生命保険料の差別を禁じた法律が、マサチューセッツ州では1884年に制

定されている (St.1884， c.235)。この現行の法律は次のとおり (Mαssαchusettsgeη抑刀llaws

αnnotαted: undeγαwαngement of the official geneγαIIαwsofMαssαchusetts， Vol. 28A， Chapter 

175 S 11lA to End， 1998. WEST GROUP， pp.173-174) : 

S 122. Discrimination on account of color; penalty 

No life company shall make any distinction or discrimination between white persons and 

colored persons wholly or partly of African descent as to the premiums or rates charged for 

policies upon the lives of such persons; nor shall any such company demand or require greater 

premiums from such colored persons than are at that time required by such company from 

white persons of the same age， sex， general condition of health and prospect of longevity; nor 

shall any such company make or require any rebate， diminution or discount upon the amount to 

be paid on such policy in case of the death of such colored person insured， nor inse抗 inthe 

policy any condition， nor make any stipulation whereby such person insured shall bind himself 

or his heirs， executors， administrators and assigns to accept any amount less than the full value 

or amount of such policy in case of a claim accruing thereon， by reason of the death of such 

person insured， other than such as are imposed upon white persons in similar cases; and any 

such stipulation or condition so made or inserted shall be void. 

Any such company which shall refuse the application of any such colored person for insurance 

upon such person's life shall fumish such person， on his request therefor， with the certificate of 

a regular examining physician of such company who made the examination， stating that such 

ref 

可
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よりも 1000.00ドルあたり 5.00ドルほど高い料金を請求しておりまし

たことは事実でございます。こうした法律がニューヨーク州にあっ

たことは確かですし、おそらくマサチューセッツ州にもあったと思

いますが、この点については、私はさらに詳しい問い合わせをする

つもりです。もし、合衆国憲法ならびに「第15修正Jだけで十分な

らば、こうした州の法律は余分なものでございましょう O

私は、ワシントン生命保険会社[10]の外務員のところも訪聞いたし

ました。といいますのは、わたしは、この保i演会社が、一人の黒人

ニューヨーク州でも同様の法律が制定されているが、 i司法の履歴をたどると最も古い部分は

1849年に制定されている (c.308，S 11)。その後、 1889年3月に保険料の差別を禁ずる法律が

ニューヨーク州議会に提出され、向年 5月14日に両院で制定された(この法律は、 1960

時のInsuranceLaw， section 209と関内容。 (Josephson，H. D. (1960): Discriminαtion:αstudy 

01何 centdevelopmenお仰Americ側 l約 insuγαnce.New York: Wesley Perss， pp.9-15J現行の

この法律の一部 ((a)~(めのうち (a)) を以下に掲げる (McK仰ney's co附 ol'idαtedlaws 01 New 

Yoγkαnnotαted， Book 27: Insurance Law SS 1501 to 3100， 2006. Thomson/WEST， pp.380-

381.) 

S 2606. Discrimination because of race， color， creed， national origin， or disability 

(a) Except部 provided加 sectionone thousand one hundred eight of this chapter， no individual 

or entity subject to the supervision of the superintendent shall because of race， color， creed， 

national origin， or disability: 

(1) Make any distinction or discrimination between persons as to the premiums or rates 

charged for insurance policies or in any other manner whatever. 

(2) Demand or require a greater premium from any persons than it requires at that time from 

others in similar cases. 

(3) Make or require any rebate， discrimination or discount upon the amount to be p剖dor the 

service to be rendered on any policy. 

(4) Insert in the policy any condition， or make any stipulation， whereby the insured binds 

themselves， or their heirs， executors， administrators or assigns， to accept any sum or service 

less than the full value or amount of such policy in case of a claim thereon except such 

conditions and stipulations as are imposed upon others in similar cases; and any such 

stipulation or condition so made or inserted shall be void. 

[10]ワシントン生命保険会社。 1860年1月設立、 2月より営業開始。所在地はニューヨーク。

((1) Department ofthe Interior， Census Office (1895): Vol. 11: Repoγt on insuγαnce busかwssin 

the United States at the Eleventh Census: 1890. PIαγt II. Lifiヲ仰suγαnce.Wαshington， D. C.: 

Government Printing Office， p. 5. (2) Wilcox， T. (1877): An exposition of life insurance. The 

Scribneγ's Monthly， VoLl3， No.3， p.649.) 
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に、彼の生命を軽んじた形で保険契約を結ばせたことを耳にしたか

らでございます。けれども、この外務員は、このことについて、そ

の黒人の家族についての情報が不十分で、あったことや寿命が短いこ

とがその理由だと説明いたしました。後者の原因として、この外務

員は、黒人は衛生法について何も理解しておらず、多くの者が結核

やリューマチ、とりわけ腺病[11]にd罷っていると申しました。[一人の

医者は、ルイヴイルの公立病院の黒人患者全体の3/4は、腺病に握っ

ていると申しております。]この外務員は、さらに続けて、生命保険

契約を結ぶ黒人を見つけようなどとは、思いもよらないと申しまし

た。「ワシントン生命保険会社Jは、当地では、 2、3入の学校教師

と1人の大規模公共建築物の管理人としか保険契約を結んでおりま

せん。また、多くの生命保険会社は総じて、黒人からの保険申し込

みを平気で、あっさりと拒純するのが通例でございます。ですから、

黒人が自身に保険を掛けることは、かなり難しいことなのです。ど

んなことであれ、どんな点であれ、それを理由に黒人を断るのは欝

単なのだと、別の外務員は私に話してくれました。「ワシントン生命

保険会社」は、最初の審理で十分とされた場合には、黒人に対する

保険料を白人に対する保険料と同額にしております。

上述しました弁護士は、国民経済についてのかなり著名な研究者

でもございますが、こうした黒人問題に深い関心を持ち、おそらく

これについて書かれたものすべてに日を通しておられます。私は、

この黒人問題について彼と話し合いました。彼は、 rAγ仰 α』誌[12]に

掲載された黒人の寿命と増加に関する大変有益な論文[13]につい

及され、先生のために、その論文を私宛に送ってくださることにな

りました。彼がおっしゃいますには、この論文は、このテーマ、す

なわち黒人問題について書かれているもので彼が読んだ 1ダースあ

[11] --，般に言われる腺病質は、結核にかかりやすい虚弱体質をさす。医学用語としての

scrofulosis は、結核感染に関連したアレルギー反応、による症候群をさす。
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III 

るいはそれ以上もの論文の中で、最も優れているとのことでござい

ます。この紳士とルイヴイル高等学校[14]の校長をされている老教

授[15]とが、昨夕、私のところに訪ねておいでになりました。私は、

先生がそのおりの会話をお開きになられたらどんなに良かろうかと

[12] 1889年12丹、 B.o. Flowerが創刊した月刊誌(挿絵なし) (Boston: The Arena Publishing 
Company) 0 1909年廃刊。発行部数は決して多くなかったが、アメリカ思想をリードする人々

に読まれる一級の雑誌で、常に人道的でリベラルな論調で、思想の自由を唱える立場をとって

いた。主要な記事は、宗教(モルモン教の問題を含む)、社会改革(社会問題、貧困、政治・

経済問題、刑務所改善、労働組合)、文学。人種問題、ことにリンチの問題に反対し、黒人の

参政権や教育に関する議論を熱心に行ったo ((1) Mott， F. L. (1957): A history of Americαn 

mαgω初回 1885-1905.Cambridge， Massachusetts: Harvard University Press， pp.51-52， pp.4Ol嗣

416. (2) Tebbel， J. and Zuckerman， M.日.(1991): The mαgαzine仰 Americα1741-1990.New 

York: Oxford University Press， p.83.) 

[13] Hoffman， F. L. (1892): Vital statistics of the Negro. The Aγ'enα， Vo1.5， No.5， 1892， pp.529時542.を

さすと推測される O このFrederickLudwig Hoffman (2 May 1865 -23 Feb. 1946)の論文は、

Ratzel (1893) Die Veγeinigteη Stααt仰 vonAmerikα.2Bαnd. Politおcheund Wiγtschafts-

Geogrlαphie. Munchen: R. Oldenbourg， 8.273でも引用されている O 黒人の死亡率の高さから類

推すると、アメリカ・インデイアン同様、消滅してゆく民族であるというのが論文の結論であ

る(p.542)。黒人の健康問題・保険問題に関するホフマンの研究については、 Ne紅ing，8. (1929): 

BlαckAmericα， New York: Vanguard Press， p.124 (白井勉三訳(1931)r黒人迫害史ーリンチ物語
-j先進社、 118聞119頁)でも君及されている O ホフマンは、この論文で注目され、統計分析者

としてPrudentialLife Insurance Companyに入社。彼は後に、 Hoffman，F. L. (1914): The 

significαnce ofαdecl的知.gdeαth rate. Newark: Prudential Insurance Co. of Americaも発表し

ている o (Garraty， J. A. and Carnes， M. C. eds.(1999): Americαnnαtionα1 biogγαphy， Vol.IO， 

New York: Oxford University Press， pp.940-942)ホフマンは論文中で、下記のような死亡表を

挙げている (TableC. --Annual Rate of Mortality per 1，000 of Living Population， by Race 

(Hoffman 1892， p.533) : 

明在百TE COLORED 

Rate per 1，000 Rate per 1，000 

Birmingham， Ala.， 14.85 26.64 

Washington， D. C.， 17.25 32.87 

Atlanta， Ga.， 15.71 36.28 

New Orleans， La.， 21.27 30.93 

Wilmington， N. C.， 13.90 28.50 

Charleston， 8. C.， 19.05 43.66 

Memphis， Tenn.， 19.33 26.15 

Richmond， Va.， 19.53 27.81 

Average， 17.61 31.60 
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思いました。この会話は、先生にはきっととても興味深いものだ、っ

たことと思います。この老教授は、次のことを強調して話されました。

すなわち、ここアメリカにおいて存在しうる 2つの人種の混血に関

して、私どもアメリカ人種の大部分を構成しているチュートン人

種[16]は、ガリア系[17]ならびにラテン系の全ての人種とは対照的に、

(page 10) より地位の低い人種との混血に根深い反感を抱いていることです。

彼は、合衆国内でアメリカ・インデイアンと白人の混蹴が見られる

ところは、フランス植民地内部やカナダ国境に沿った地域の中だけ

[14] 1856年、ルイヴィルでは、 2つの高等学校が開設された。一つは、少年のためのLouisville

Male High School (当初の所在地:the corner of Ninth and Chesnut St.)、他の一つは、少女の

ためのLouisvilleFemale High School (当初の所在地:Green St. )であった。 LouisvilleMale 

High Schoolは、 1912年まで学位 (Bachelor'sdegrees)の授与資格を持った高等教育機関であ

った。現在の名称はLouisvilleMale Traditional High School (所在地:4409 Preston Hwy.)で

男女共学となっている。地方、 LouisvilleFemale High School (Louisville、GirlsHigh School) 

は、 1950年、 duPontManual Training High School (1892年、開設)と統合した。現在の名称

は、 duPontManual Magnet High School (所在地:120 West Lee St.) 0 ((1) McVey， F. L. (1949): 

Thegαtes open slowly:αhistoryザeducation初 Kentucky・Lexington:University of Kentucky 

Press， pp.258-260， pp.268-269. (2)Lewis， A. F. (1899): History oj・higheγe伽 cαtion仰 Kentucky.

Washington， D. C.: Government Printing Office， pp.348-349. (3)http://www伊fferson.k12.ky.usl 

Schools圧IighIMalelInformation.htm、2007年8月8日検索、 (4)http://www.dupontmanual.coml、

2007年8月8E1検索)

[15]候補の 4入は、センプ1レが手紙を書いた当時(1893年1月3日)のLouisvilleMale High School 

の校長Maurice回rby(1829-1897、校長としての在任期間は1886-1897年)である O 姪Collins，

R. A.の追憶記事“UndeMaurice"によると、彼は法廷や新聞社での仕事を経て教職に就き、

担enderson，KYで女学生のためのteachingacademyを設立、 Lexington，KYのStateCollegeの教

授となった後、 LouisvilleMale High Schoolの校長となった。シーザーなど古代史や生物学か

ら政治経済の分野まで極めて博識で、学生たちにとって魅力的な教育者であったようである

(http://worldconnect.rootsweb.com/cgi-binligm.cgi?op=GET&db=garyscottcollins 

&id=I604908321、2007年8月8日検索。)

なお、 duPontManual Training狂ighSchoolの初代校長は、 H.F. A. K1einschmidt (在任期間

1892 -1894年)(h枕p:llwww.dupontmanual.coml、2007年8月8日検索)。

[16]狭義には、古代ゲ、ルマン人の一派テウトネス族(Teutones)をさすが、この民族が絶滅した後

も、テウトネスは、ゲルマン人の同義語として使用され、その広義の用法が現代も受け継がれ

ている。

[17]ライン川、アルプス、地中海、ピレネー山脈、大西洋に関まれた地域がガリアと呼ばれ、こ

こに居住した人々がケルト人である。

mh.U っ“つ
、
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であり、当地の付近では、インデイアナナト!のヴインセンス[18Jやイリ

ノイナ1'1のカスカスキア[19] いずれも、 18世紀にフランス植民地が建

設されたところですーにしかないと、おっしゃいました。同様にか

なりよく見られるのは、ニューオリンズやサン・ドミンゴ[20]での黒

人とフランス人の混血や、南アメリカにおけるスペイン人やポルト

ガル入とアメリカ・インデイアンとの混血です。この老教授は、し

かしながら、 ドイツ諸民族と黒人との問での結婚はないと主張され

ました。ちょうど二日前、オハイオ州のある町の人々が、白人と結

婚したという理由で、一人の黒人にタールと羽の私刑判[これをド

イツ語に翻訳することは、私にはとうてい無理でございます]を行

いました。

[18] 1731 年~1732年に設立されたインデイアナで最古の町で、インデイアナ州とイリノイナHの

境をなすワパシJlI(Wabash River)に臨む(KnoxCounty， Indiana?。それ以前は、この地にフ

ランスの伝道所があった (1702年)0 (The encyclopedia Ameパcαη 仰 ternαtiorωledition， 

Vo1.28， 1986. Danbury， Connecticut: Grolier Incorporated， pp.130凶131.)

[19]イリノイ州に所在する村 (RandolphCounty)。ミシシッピ川流域で自人たちが最初に設立し

た村の一つ。 1703年にフランス伝道所がカスカスキアのアメリカ・インデイアンの村-に設立さ

れてほどなく、この村は、周辺のフランス植民地の中心地のーっとなった。 1818年にはイリノ

イ州の州都となったが、 2年後に州都がヴアンダリアに移ってからは衰退した o (The 

encyclopedia Americαnα仰向作wtionαledition， Vol.16， 1986. Danbury， Connecticut: Grolier 

Incorporated， pp.330-331.) 

[20]サント・ドミンゴ (SantoDomingo)のことと推測される O カリブ海イスパニオラ島の西半

分はもとサント・ドミンゴ島と呼ばれ、新世界では最も古いスペイン植民地として確立された

が、同市の名前はそれに由来する。

[21]私璃の一種。人の身体一面にタールを塗り、鳥の羽毛で覆う o National Association for the 

Advancement of Colored People (1919): Thirty years of lynching仰 theUnited Stαtes， 1889司

1918. New York: National Association for the Advancement of Colored People， APPENDIX II: 

Chronological List of Persons Lynched in United States， 1889 to 1918， inclusive， arranged by 

States， p. 85には、 1891年4月108から 1911年6月27日までにオハイオナNで行われた10名に
対するリンチ事件が掲載されている。けれども、 1892年の年末から 1893年初頭にかけてのリ

ンチ事件の記録はない。

Quillin， F. U. (1913): The coloγline in Ohio. Ann Abor， Michigan: George Wahr， p.106には、

オハイオ州における黒人と白人の聞の結婚申請が裁判所に拒否された 2件の事例(1850年頃お

よび1910年)が挙げられている。
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6月以降、国勢調査[22iが3巻出版されましたが、先生は、まもな

くこれらを受け取られることになりましょう O 私が、下院議員のカ

ルース氏[23Jを訪ねたおり、偶然、彼は第珊巻[24Jを持っておられ、す

ぐにそれを下さいました。私は、すでにその巻を先生宛てに郵送し

ております。カルース氏は十日後にワシントンに戻られるので、

VI巻[25Jと第四巻[26Jを私に送って下さるとのことでございます。先生

は、これらの巻を今月末には受け取られることでしょう O カルース

氏は、私の家族の親しい友人の一人でございます。彼は、私のため

に何でもしようとおっしゃって下さいました。もし、先生が、政府

から何か別の資料をお望みでしたら、どうぞ私におっしゃってくだ

さい。

あわせて、今日、私は、先生に 3つの論文をお送り致します。ー

[22]第11回閤勢調査(1890)の報告書のこと O アメリカ合衆国の第 1同国勢調査は、 1790年に

実施されている。

[23] Asher Graham Caruth (7 Feb. 1844 -25 Nov. 1907).ケンタッキ-1+1iJ、ら選出の連邦議会下院議

員(在任期間は、 1887年3月一 1895年3月)。法律家・弁護士として主にLouisville，KYで活動。

(Biographical Information of the United States， http://bioguide.congress.gov/、2007年7月17日

検索)。ケンタッキーで法秩序が崩壊し暴力事件の頻発した時代に、彼が1887年頃に発生した

事件の一つの調査・処理に関わったことが記録されている (Tapp，H. and阻otter，J. C. (1977): 

Kentucky: decαdes of discoγd 1865削1900.Frankfort， Kentucky: The Kentucky Historical 

Society， pp.387凶391.)

[24] Department of the Interior， Census Office (1893): Vol.8: Repoγt on populationαndγθsou阿部

of Alαs初.Washington， D. C.: Government Printing Office.この巻の伝達通知の署名は1893年2

月9日付けである O 従って、実際に印刷製本されたものか、関連する短報 (Bulletin)を綴り

合わせた応急、版の冊子なのか判断し難い。アラスカに関する短報 (No.15， 30， 39， 150)は1890

年11月7日から 1891年11月28日までに発行されており、 1893年初めの段階で綴り合わせする

ことは可能である O

[25] Department of the Interior， Census Office (1895): Vol.6: Repoγt on manufiαct~μバng 仰dustries

初 theUnited Stαtes， p，αγt 1， II，αnd III. Washington， D. C.: Government Printing Office. この

巻の発行年次は1895年であり、実際に完成販として印刷製版されたものか、関連する短報を

綴り合わせた応急、版の冊子なのか判断し難い。製造業に関する短報は、 NO.3(1890年3月1臼

発行)からNO.351(1893年2月8日発行)まで多数刊行されている。

[26] Department of the Interior， Census Office (1892): Vol. 7: Repoγt on mineγαl industγi倒的 the

UnitedStαtes. Washington， D. C.: Government Printing Office. 
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つはケイブルの論文[27]で、もう一つは、これに対するグレイデイの

返答[28]です。彼は、ジョージア出身の麗金三有力な政治家でしたが、

2年前に亡くなりました。 3番目は、ダドリ一司教による論文[29]で

す。この最後の方は、ヴァージニア出身の方で、私は彼を偶人的に

親しく存じ上げておりますので、説教者ではございますが、社会問

題についても極めて的確な判断力を持った方だと申し上げることが

できます。

一昨日の晩、ルイヴイルーナシュヴイル鉄道会社[30]の二人の副社

長が、私どものところに夕食にお見えになりましたので、私は、彼

らに、オハイオーエリー運河[311の航路について少し質問してみまし

[27] George Washington Cable (12 Oct. 1884 31 Jan. 1925).ルイジアナ州ニューオーリンズ生まれ

の作家。南部の地方色豊な小説家の一人で、代表作には、 OldCγeole Dαys， New York: Charles 

Scribner's Sons， 1879がある O 人種問題では南部白人社会を批判したため、南部にとどまれず、

1884年以降はマサチューセッツ州に住んだ。黒人問題や社会改革運動に関心が高く、 The

silent South， New York: C. Scribner's sons， 1885や TheNegro question，New York: C. Scribner's 

sons， 1890などの著書がある。((1)Butcher， P. (1962): George W. Cαble. New York: Twayne 

Publishers. (2) Garraty， J. A. and Carnes， M. C. eds. (1999): Americαnηational biogγα;phy， Vo1.4. 

New York: Oxford Univ. Press， pp. 154-156. (3)朱牟田・長谷川・斎藤編 r18-19世紀英米文学

ハンドブックJ南雲堂、 660-662頁。)ゲイジは、 Thesilent Southをその博士論文で参考文献
としてあげている。センブルがラッツェル宛てに同封した論文は、 GeorgeW. Cable (1885): 

百 eFreedman's case in equity. The Century Mαgazine， Vo1.29， No.3， pp.409-418. 

[28] Henry Woodfin Grady (24 May 1850 -23 Dec. 1889).ジャーナリストであり、南北戦争後のニ

ュー・サウスのスポークスマンの役割を果たした。彼のニュー・サウスの理念には、南部への

北部資本の投入や人種問題の改善(ただし、南部における白人優位は維持する)などが含まれ

ていた。((1)Nixon， R. B. (1943): JI，仰ryW. Gradμ. spokesm仰 01the New South. New York: 

丑ussell& Russell. (2) Garraty， J. A. and Carnes， M. C. eds. (1999): Ameパcαnnαtional

biogγα;phy， Vo1.9. New York: Oxford Univ. Press， pp. 366-367.)センプルがラッツェル宛てに同

封した論文は、 HenryW. Grady (1885): In plain Black and White: a reply to Mr. Cable. The 

C併uuryMαgαzine，Vo1.29， No.6， pp.909-917. 

[29] Thomas Underwood Dudley (26 Sept. 1837 -1904).ルイヴイル在住のP.E. Bishop (Who叩αs

who初 America，vol.1 (1897 -1942). (1968). Chicago: Marquis， P.343)。センプルがラッツェル

宛てに同封した論文は、 Dudley，T. U. (1885): How shall we help the Negro? The Century 

Mαgω仰e，Vo1.30， No.2， 1885， p.273-280. 

[30] 1850年、ケンタッキー州に設立された。最盛期には総延長距離7千マイルを超え、南への路

線はニューオーリンズまで達したが、 1982年、廃業した。 (Klein，M. (1972): History 01 thθ 
Louisville & Niαshville Rωlroαd. New York: MacmillanJ 
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た。彼らは、その運河計画が完遂されるとはほとんど考えておられ

ませんでした。彼らはその事情をとてもよくご存じでした。その計

画は、いくつかの吉い既存の運河を結びつける試みに過ぎなかった

のでございましょう O そのおりには、その運河について書かれたも

のがそれほどござ、いませんでしたので、このこ入の紳士は、オハイ

オの運河委員会問宛に手紙を書くよう、私に勧めてくださいました。

私が委員会から何か教えていただきましたら、また、先生にその内

容について、きちんとしたご意見をお伺いできたらと存じておりま

す。

先生は、次のように費関されました。西部地方では、どういった

住民が際だった類型を示すのか? 本当のところ、特定の地方、特

定の自治体にいる特別な住民というものは存在いたしません。ブレ

ット・ハート [33]の小説で描かれておりますように、西部地方には、

カウボーイや鉱山労働者[34Jといったさまざまな特徴をもったタイプ

[31] 1825年から 1832年にかけて運河建設工事が行われ、 1827年から部分運行を開始したが、鉄

道の発達とともに急速に衰退し、 1861年に運河としての機能を停止した。 (Scheiber，H. N. 

(1969): Ohio cαnαl er，α:αcαse study of governmentαmd the economy， 1820 -1861. Athens: 

Ohio University Press.) 

[32]運消計画当初の委員会 (OhioCanal Commission)は、後に、 OhioBoard of Canal Fund 

Commissionersに引き継がれた。 (Scheiber，百.N. (1969): Ohio canal eγα:αcαse study of 

government and the ecoηomy， 1820 -1861. Athens: Ohio University Press.) 

[33] Bγet Harte (23 Aug. 1836 -5 May 1902)。アメリカ合衆国西部の地方色作家の一人とされる。

ニューヨークナトiに生まれたが、 1854年に金鉱発見に沸き立つカリフォルニアに移住し、金鉱集

落に暮らす人々を描いた作品を次々に発表した。一時は、マーク・トウェーンやオー・へンリ

ーと並ぶ人気があり、代表作は、 Theluck ofγoαring cαmp and other sketches (1870)0 1871年

には、東部を代表する雑誌TheAtlαntic Monthlyと高額の報酬で契約するが、自立った作品は

出さずに終わった。((1)Garraty， J. A. and Carnes， M. C. eds. (1999): Amer・icαnnationαt 

biogr，α:phy， Vol.lO. New York: Oxford Univ. Press， pp. 248-250. (2)朱牟田・長谷川・斎藤編

r18 -19世紀英米文学ハンドブックJ南雲堂、 658-659頁。 (3)岩元・酒本監修(1991)rアメリ

カ文学作家作品事典J本の友社、 487-490頁。)

[34]西部開拓には、鉱山と牧牛が大きな役割を果たした。西部諸州における金鉱発見はゴールド

ラッシュ(1849年~)を引き起こしたが、ロッキー山麓の平原が持つ真の重要性が発見された

のは牧牛飼育においてであったともいえる。(アラン・ネピンズおよびヘンリー・ s.コメジ
ャー(近藤春男訳)(1981): rアメリカ合衆国の歴史j近藤春男、 306-318貰。)
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の人々がおります。こうした人々は、ある意味で遊牧民であり、そ

の文化の最前線とともに絶えず西へ西へと進んで、おります。他に、

モルモン教徒[35]たちがおりますけれども、彼らは、普通に考えられ

ているほどには特異な特徴を持っているわけではございませんし、

彼らの大部分は外国人でございます。したがって、彼らは、有機的

あるいは非有機的なアメリカの環境の影響を示しているわけではご

ざいません。さらに、彼らを一つの類型として挙げられなくとも、

一夫多妻制そのものを禁止する法律[36]の制定以来、彼らは、ことに

都市部で、急速に消滅しつつあるというのが実状でございます。

私は、一人の友人と、西部住民の特性について話したことがござ

います。この友人は、昨夏、太平洋沿岸で過ごしております。彼は、

大変教養のある方で、あらゆることをとても正確に観察されます。

彼は、まさに次のような事柄に強い印象を受けたと話されました一

商部の住民全体がいかに独設であるか、いかに沸き立つような騒乱

と混合の状態にあるか、とりわけ、いかに人々が現に暮らしている

え企土地に根ざしてにゑふとか:いたるところに絶え間なく続く運動

と混合と、そして行ったり来たりの旅があるとのことです。

先生のそのほかのご質問に対しては、次のお手紙でお答えするこ

とにいたします。たくさんのことについて、すでにもう、私は自分

の考えを抱いております。けれども、私は、より優れた判断能力や

[35]モルモン教は、末目撃徒イエス・キリスト教会 (Churchof Jesus Christ of Latter-Day Saints) 

の通称。 1830年にスミス (JosephSmith (1805 1844))によって創立された。ニューヨークに

始まったが、迫害を受けて西に進み、 1847年、ユタ州のソルトレークシティに入札定住した0

1890年頃の教徒数は21，773入。 (C仰 susBulletin. NO.131. Washington， D. C.: Government 

Printing Office. October 29， 1891， p.2.) 

[36]モルモン教では、当時のアメリカ社会としては、受け入れがたかった共同体生活と多妻結婚

(一夫多妻制など)を認めていた。一夫多妻制が必要とされた背景には、モルモン教徒に女性

が多く、辺境の地で未婚女性が独りで暮らすことが極めて困難であったことなどがある。こう

したプロテスタント思想に反する教義と習慣などが地元住民の反感を招いた。その後、 1890年、

連邦政府の勧めにより一夫多妻制を廃止した。(アラン・ネピンズおよびヘンリー・ S・コメ

ジャー(近藤春男訳)(1981): rアメリカ合衆国の歴史j近藤春男、 191-193頁。)
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機会を持っておられる他の人々の考えを通じて、私自身の考えを確

かめたり、あるいは、より良いものにしたいと思っております。願

わくは、このとてつもなく長い手紙が、いくらかでも先生のお役に

立ちますように。

先生と先生のご家族に、新年のお慶び、を申し上げます。 御許に。

エレン・ c.センプル

K部 ten163/93 

9 (page 1) 1222 ~our均Q!venue ，

Qouisvi[{e， .itentuck1) . 

1893年 1月30日

先生

先生に、黒人の生命保険事情について、いくつか新しい情報がご

ざいます。私は、ニューイングランド諸州では、このことに関して

はどのような状況なのか知りたいと思い、年配の友人である前上院

議員のニューヘーヴンのパワーズ氏[37Jに手紙を書きました。彼は保

険業に携わってこられた方です。彼の手紙の一部を先生にお送りい

(page 2) 

たします。もう一入の別の友人は、ボストンのジョン・ハンコック

相互生命保険会社[38]の部長から、次のような説明を受け取りました。

「私どもの会社、ならびにニューイングランドの他の保険会社は、

外務員に対し、黒人に保険契約を申請させゑじよう指示するだけで

[37] Cable B. Bowersと推測される。 New Haven Countyから選出された第4区コネチカット州議

(在任期間は1875年、および1877-78年)。生没年不詳。

(http://politicalgravey訂d.co附もio/bowerman-bowes.htm，2007年7月21日検索)。

[38]ジョン・ハンコック相互生命保険会社。 1862年設立、 1862年12月営業開始。所在地はボス

トン。((1)Hast， A. ed.(1991): Internαtional directory of compαny histories， VoL III， Chicago 

and London: St. James Press， pp.265-268. (2) Department of the Interior， Census Office (1895): 

Vol. 11: Repoγt on初surancebusiness的 theUnited States at the Eleveηth Census: 1890. p，αγt 

II. Life insur・αnce.Washington， D. C.: Government Printing Office， p. 3. (3) Wilcox， T. (1877): An 

exposition of life insurance. The Scr幼n俳句Monthly，Vo1.l3， No.3， p.649.) 
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[39]前掲[9]

[40]前掲[6]

はありません。私どもは外務員に対し、黒人顧客に関して王数避を

支払っておりません。この結果、保険会社の顧客名簿には、黒人の

氏名が一人も掲載されておりません。というのは、アメリカでは、

保険契約の際、申請が本主主役割を果たしているからです。

マサチュ}セッツナ1'1ならびにニューイングランドの他の州には、

一つの法律があって、保険会社は、白人に対するのと同額の保険料

で黒人と契約を結ぶことを義務づけられております問。保険会社は、

黒人との契約を望んではおりません。なぜなら、黒人の予想寿命は、

白人のそれのおよそ2/3だからですI4010 ジョン・ハンコック相互生命

保険会社そのものは、統計表を持っておりませんけれども、ボルテ

イモア衛生局の統計表[私は、先生のためにこの統計表をなんとか

手に入れようと思っております]は、黒人の死亡数が白人の死亡数

よりも 50%上回っていることを示しております。ボルティモアでは、

平均して、人口千人あたり、黒人の死亡数30入に対し、白人はわず

かに20人です14110

先に書きましたような法律のない州では、白人が受け取るのと同

じ保険証書で、黒人は2/3の銀隆傘しか受領することができません。

たとえば、自人の1000ドルに対し、黒人が受け取るのはたった667

ドルです。

[41] Department of the Interior， Census 0百ice(1893):切talstatistics of the Dおtγ1.:ctof Columbiα 

αnd Bαltimoγe coveγ'ingαper・iodof six yeαγ'S end仰gMαy31， 1890. Washington， D. C.: 

Government Printing Office， p.56の統計では、ボルティモアの人口千人当たりの死亡率は下記

のとおり:

Total Under 5 years 

White Colored White Colored 

Death Rate 20.41 32.60 73.94 163.41 

また、 Ne副知g，S. (1929): Black America. New York: Vanguard Press， pp.124-125 (白井勉三訳

(1931) r黒人迫害史ーリンチ物語先進社、 119-120頁)によると、 r1925年のパルチモーア市

白人死亡率は人口千に付12.84であったが、同年の黒人死亡率は千に付24.88であったJ。
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マサチューセッツナHでこの法律が制定されたのは、 1884年6月14

日のことでした[42]が、これはニューイングランドでは、この問題に

関する初めての法律でした。けれども、他のナN同様、マサチユ}セ

ッツにおいては、これは、政治家の側から黒人に取り入ろうとする

試みにすぎませんでした。ニューイングランドの事情も向じでござ

います。

さらに、一人の年輩の友人が私に次のように話してくれました:

アメリカにいる全ての黒人人種の間には、アメリカ・インデイアン

同様、恐ろしい病気が広まっている O さまざまな症状は、結核や腺

病、リューマチの症状である O また、その原因は、不道徳にある O

この事実は、なぜ、すでに擢患した状態で生まれてくる黒人乳幼児

の死亡例が非常に多いかを説明しているし、また、なぜ、 2つの人

種のあらゆるタイプの混血を白人が嫌悪するかについても説明して

いるO

先生は、次のような質問もなさっておられます。アメリカでは、

鉱虫忽dという言葉がとりわけ頻繁に用いられているのだろうか?

ええ、北部の諸外!でも、南部の諸外!でも、その言葉は際だ、って頻繁

に使われております。ここケンタッキーやヴァージニア、ルイジア

ナ、また、他にも私が知っております諸州には、南部地方全体と同

様、形容詞や最上級に関しては、日常的に使用される な語葉が

ございますから、 gγαηdという言葉がとくに頻繁に用いられると予

想できましょうか。他でも事情は向じでございます。けれども、北

部の諸外iでも、このgraηdという言葉は、南部の諸ナ1'1と同じくらい

頻繁に使われております。ブルックリン出身の私の友人の一人は、

北部では、話し方はより中庸で節度あるものであるにもかかわらず、

当地ケンタッキーよりも、 gγαηdが頻繁に用いられていると考えて

[42]前掲[9]
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おります。というのは、当地では、時には、このgraηdの代わりに

他の言葉が使われることもあるからでございます。

先生のもう一つ別のご質問は、オハイオ州などかつての西部の

人々は、ニューイングランドの人々に似てきただろうか、というも

のでございました。そのお答えとして、私は、かつての西部の人々

はかつての東部の人々に確かに似てきたと申し上げることができま

す。今や、東部の概念は、ミシシッピJlIまで広がったと申せましょ

う:つまり、現在は、ミシシッピ川が西部と東部の境界となってお

ります。先に書きました西部の人々のさまざまな類型を、ミズーリ

ナトiやカンサスリ、Hなどでようやく見いだすことになるのです。ただ、

ニューイングランド的な類型というのは、依然としてやや独特のも

のでございます:人々は、彼らの歴史的由来と発展のさまざまな特

徴や厳しい気候と土地条件の名残を今なお身につけております。そ

れゆえ、オハイオなどの人々が、ニューイングランドの人々と完全

に同じになったと申し上げることできません。

現在、アメリカには二人の卓越した自然描写の作家がおりますけ

れども、いずれも、ソロー[43]ほどの才能には恵まれておりません。

このこ人と申しますのは、ジョン・バロウズ[44] (ニューヨーク州ポ

ケプシー出身)とチャールズ・ C・アボット[45] (ニュージャージー

[43] Henry David Thoreau (12 July 1817 6 May 1862).マサチューセッツ州コンコード生まれ。

1845年から47年、コンコード近くのウオールデン池畔に丸太小屋を建てて住む。この暮らし

をもとにWalden:0γliJち仰 the初oods(1854)を執筆した。生活の本質的な事実にだけ向き合い、

広大で巨大で非人間的な自然と対l持することを重んじた。 Walden(1854)は、人間と自然の共

生関係をめざす新しい自然観や鋭い文明批評を合み、その後の自然描写文学の原型とも評され

ている o ((1)スコット・スロヴイツク・野田研・編著(1996)rアメワカ文学のく自然〉を読
む:ネイチャーライテイングの世界へJミネルヴァ 199-215真。 (2)Garraty， J. A. and 

Carnes， M. C. eds. (1999): Ameバcαnnαtionalbiogγαphy， Vo1.21. New York: Oxford Univ. Press， 

pp.599拍603.(3)岩元・酒本監修(1991)rアメリカ文学作家作品事典j本の友社、 364-368真。)
[44] John Burroughs (3 Apr. 1837 -29班ar.1921)は、ニューヨーク生まれのナチュラリストであり、

非常な人気を博したエッセイスト。 (Garraty，J. A. and Carnes， M. C. eds. (1999): Ameバcan

nαtionαl biogγαphy， Vo1.4. New York: Oxford Univ. Press， pp. 49-51.) 
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ナ'"トレントン出身)でございます。最初に挙げた方の方がおそらく

よく知られており、より多くの著作があります。彼が小鳥の生活に

ついて書いた作品は、ことに美しいものでございます。もし、先生

13 (page 9) 

がお読みになりたいと思われましたら、彼についての多くの記事が

C仰 tury誌[46]~こ掲載されております。もう一人のアボットはいくら

か年下の作家ですけれど、パロウズよりもこちらを好む人々は多く

おり、年々、より広く知られるようになっております。彼の方が、

学術的には、パロウズよりも精密ですし、一般に自然についてより

多く記述しております。彼らは次のような本を書いております。

ノfロウズ

，[47] 
“The科fαkeRobin.' 

，[49] 
“W初 terSunshine. 

アボット

，[51] 
“Biγ'dsαndPoets.' 

，[48] 
“RecentRαnbles.' 

，，[50] 
“Wαstelαndmαnderings. 

，[52] 
“UplαndαndMeadol1人'

，[54] 
“Out仇.gsat Odd Times. 

，，[53] 
“LocusおαndWildHoney." 

[45] Charles Conrad Abbott (4 June 1843 -27 July 1919)は、ニュージャージ一生まれのナチュラリ

ストであり、考古学者。考古学研究の著書には、 pγimitive仰dustry;0γ illustrauons of仇e

hαnd仰 oγ'k，的 stone，bone側 dclαy，of the nαtiveγαcθs of the Noγthern Atlantic Seαboαγd 

(1881)がある。エッセイの中には、彼自身によるスケッチが挿絵として用いられているものも

ある。 (Ga町aty，J. A. and Carnes， M. C. eds. (1999): Americ側 nαtionalbiography， Vol.l. New 

York: Oxford Univ. Press， pp. 18-19.) 

[46]月刊誌 (NewYork:官leCentury Co.) 0 Scrivneγ's monthly:αη illu幼 'atedmαgω仰efoγ仇θ

people (1870-1881) (Yew York: Scribner & Co.)から、新シリーズCentury:illustγαted monthly 

mαgαzine (1881-1925)に改題。さらに、 TheC倒的rymonthlymαgαzineに誌名を変更し、 1930

年に廃刊。当時のアメリカ合衆国における代表的な高級総合誌(イラスト付き)であり、

で教養の高い上流層が読者であった。南北戦争やリンカーンを部顧する特集・シリーズ記事-や

美しい木版画で知られた。 (Mott，F. L. (1957): A historyザAmericαnmαgazines1885-1905. 

Cambridge， Massachusetts: Harvard University Press， p.43.)一方で、社会改革や住宅改善を熱

心に唱える よく掲載していた。 (Tebbel，J. and Zuckerman， M. E. (1991): The mαgαzinθ 

的 Ameγicα1741-1990.New York: Oxford University Press， p.83.) 

[47] Burroughs， J. (1871): wiαke-robin. New York: Hurd and Houghton. 

[48] Abbott， C. C. (1892): Recentγαmbles; 0γ，仰 thetouch with nα仰向.Philadelphia: J. B. 

Lippincott. 

[49] Burroughs， J. (1876): Winter抑制hine.New York: Hurd and Houghton. 

[50] Abbott， C. C. (1887): wiαste-lαndwαnderings. New York: Harper & brothers. 
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，[55J 
7γ'esh Fields.' 

，，[57J 
“SigηsαndSeαsons. 

，[58J 
'lndooγStudies. 

，，[56J 
"ln Touch with Mαture." 

1893年2月11日

私の友人カルース氏から、国勢調査報告について知らせを受け取

るまで、この手紙を書き終えるのを待っておりました。十日前に、

彼は、私に、ご自身が持っておられる盆Lヒ巻仁三ゴと一緒に今回

初めて出版された第IX巻[59Jも送って下さいました。同時に、彼から

の手紙とロパート・ p.ポーター氏[60Jからの手紙が届きました。ポ

ーター氏は、装丁された第VI巻[61]と第羽巻[62]はすでに発行されてい

るが、まだ再巻とも在庫があるので、私宛に送りましようとおっし

ゃってくださいました。これらの巻は、何かの理由で遅れ、今週ょ

うやく届きました。私はすぐに、全部、先生にお送りします。第VI

[51] Burroughs， J. (1877): Biγ'dsαnd poets with otheγpαpeγ'8. New York: Hurd and Houghton; 

Cambridge: Riverside Press. 

[52] Abbott， C. C. (1886): Uplandαndmeαdo叩:αpoαetquissingschronicle. New York: Harper & 

brothers. 

[53] Burroughs， J. (1879): Locusts αnd wild honey. Boston: Houghton， Osgood and Co. 

[54] Abbott， C. C. (1890): Outingsαt odd times. New York: D. Appleton and Co. 

[55] Burroughs， J. (1885): Fケeshfields.New York: Houghton， Mifflin and Co. 

[56] Abbott， C. C. (1892): Recentγα明 bles;0η 仰 touch叩ithηαtuγ'e.Philadelphia: J. B. Lippincott. 

[57] Burroughs， J. (1886): Sigηsαnd seαsons. N ew York: Houghton， Mi百lin;Cambridge: Riverside 

Press. 

[58] Burroughs， J. (1889): !ndoor studies. New York:自oughton，Mifflin and Co. 

[59] Department of the Interior， Census Office (1894): Vol. 9: Repoγt on stαtistics of chuγ'ches仰

the United States. Washington D. C. : Govemment Printing Office.この巻の発行年次は1894年で

あり、実際に完成版として印樹製版されたものか、関連する短報を綴り合わせた応急版の冊子

なのか判断し難い。教会に関する短報は、 No.18(1890年12月訪日)からNo.203(1893年8月19

日)まで約10冊発行されている。

[60] Robert P. Porterは、 1889年4月17日、大統領からSuperintendentof Censusに征命された。

1893年7月31日、同職を辞イ壬。(http://www.census.gov/prod/www/abs/decennial/l890.htm、

2007年7月27日検索)

[61]前掲[25]

[62]前掲[26]
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巻と第四巻は、 2冊の箆盤[63]が欠けてはおりますが-これらが重要

なものでありませんように一、これまでのものと同じように、国勢

を示す資料でございます。カルース氏は、いつも私のためにお骨折

りくださいます。 10分前に、私は彼からの手紙を受け取りましたが、

その中で、彼は、新しい本が2冊発行されると ておられます。

これら 2冊は、鉱業についての報告書[64]と製造業についての報告

書[65]ですが、彼は、両方とも私宛に送ってくださるでしょう O もち

ろん、先生は、これらの本もお手元に置かれるべきでございます。

先生にはご理解し=ただいていると存じますが、政府から何か情報を

得ますことは、私には造作もないことでございます。ですから、ど

うぞ、この方面での先生のご希望がございましたら、おっしゃって

下さいますように。

少しでも先生のお役に立てますことを願いつつ。御許に。

1222 'ðOUtt~ Q(悦nue，

£凶iSviUe， Stentuch~ . 

先生

エレン・ c.センプル

1893年2月19日

今週、ワシントンのカルース氏から受け取りました本を、昨日、

先生宛に急行貨物使でお送りいたしました。これらの本はとても大

きかったため、郵便ではお送りできませんでした。私が思っており

ますと同様、先生はそのうちの 1冊を非常にためになるとお思いに

[63]第11回国勢調査では、 No.l(1890年2月10日)からNo.380(1984年4月6日)まで380冊の短

報が発行されている。

[64]前掲[26]

[65]前掲[25]
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[66]前掲[26]

なることでしょう O 私はこの本を先生にお届けできて、大変うれし

く存じます。これは、『鉱産物についての報告書j[66]ですけれど、挿

絵と彩色された地質図の付いたとても大判の本でございます。

先生に本をお送りするのと一緒に、一人の小さな子どもに私から

の3つの小箱を送りました。この子は、ごく普通の農夫の子どもで、

私が住んでいたのと同じ高層フラットの上階の屋根裏に住んでおり

ます。私は彼を直接知らないのですけれど、彼の背丈は彼の住まい

と同じくらいの高さだそうです。彼はまだほんの 8歳の、気だての

良い男の子でございます。クリスマスの後、彼は私に手紙を書いて

よこし、送られてきた郵便切手を集めてくれないかと頼んできまし

た。それで¥ 3つの小箱には、たくさんの切手が入っております。

この子が小箱を受け取りに参りますまで、大学の研究室に留め置い

ていただきますことを、どうぞ先生がご不快に思われませんように。

私は、この急行貨物使の中に、アメリカにおります存命中の自然

描写の作家たちについて述べた、一人の女性の友人から届いたばか

りの手紙を同封しております。彼女は教養の高い女性で、アメリカ

の最も大きな女子大学[67]の一つの極めて優秀な教授で、この分野の

文学に関心を持っております。ですから、彼女は、一人の専門家と

して、意見を述べるにふさわしい立場におります。先生は、彼女の

意見を信頼してよろしいかと存じます。

[67]当時のアメリカ合衆国北東部には、後に(1927年)男子大学のIvyLeagueに対してSeven

Starsと呼ばれるようになる 7つの女子大学 (women'sliberal-arts colleges)が設立されていた。

関学111買に、 Mount狂olyokeCollege (Mount Holyoke Female Seminary)(1837)、VassarCollege 

(1861)、WellesleyCollege (1875)、SmithCollege (1875)、RadcliffeCollege (The Harvard 

Annex) (1879)、B巧な1Mawr College (1885)、BarτlardCollege (1889)。これらのうち 4大学はマ

サチューセッツ州、 2大学はニューヨーク州、残る l大学はペンシルヴヱニアリ‘Hに所在する。

((1) Rudolph， F. (1990): ThθAmericαn college αndun加eγsity:αhistory・Introductoryessay and 

supplemental bibliography by J. R. Thelin. Athens:官leUniversity of Georgia Press. Originally 

published: New York:胎lOpf，1962， pp.307開328.(2) Newcomer， M. (195臼):A century of higheγ 

educatioηforAmeγicαηwomen. New York: Harper & Brothers Publishers， pp.5-5U 
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先生、私の質問を一つ、お許し下さいませ。 1、 2年前、パナマ

運河[68]が開通した場合の「通信基地J[69]として用いる意図を持って、

イギリス人たちが手に入れましたのは、南アメリカ以西のどの島で

ございましたでしょうか。私は現在、カリブ海にとって 2つの海洋

をつなぐ運河がどのような政治的な意味や商業上の意味を持つのか

について、勉強しております。

先生がすばらしいご業績を上げられますことを願いつつ。御許に。

思ム

拝啓

センプル様

エレン・ c.センプル

ニューヨーク相互生命保険会社

FRANCIS MAGUIRE， JR 

LOUISVILLE， KY 

1892年12月27B 

今朝のあなた様の調査に回答するにあたり、生命保険における

人のリスクに関して、私が最近受け取りました手紙から引用するこ

とをお許し下さいますように。

「黒人が短命だからという理由で、会社が(たとえば33歳の黒人

の)申請について検討することを拒否する権利を有するとは思いま

せん。私たちは、常に、外務員の皆様に、黒人の人たちに保険を勧

誘しないよう、指示してまいりました。むろん、まだ、勧誘を受け

[68] 1881年、レセップス(スエズ運河建設者)がパナマ運河の建設に乗り出すが、 1889年、計画

は頓挫した。アメリカ合衆国が政府事業として運河建設に着手したのは、パナマ独立の直後

(1903年)であった。通航業務開始は1914年8月。

[69]アンドリュー 'N・ポーター(編著) ・横井・山本訳(1996)r大英帝国歴史地図J
155-157頁には、 1865年-1914年頃の交通・通信:電信の基地として155箇所が挙げられてい

るが、地理的・歴史的に該当する島が確認できない。
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ていない申請者がやってきましたら、私たちはその人について検討

しなくてはなりません。」

あの憲法の修正条項は、(他のさまざまなことがらが対等である)

一人の黒人と一人の白人とを差別しないよう、求めております。そ

して、それゆえ、生命保険会社は、(もし請求があれば)、白人が請

求されるのと同額料金で、黒人と契約を結ばざるを得ないのであり

ます。

しかしながら、幸いにして、すべての生命保険会社が所有してお

ります統計表によれば、一つの人種としての黒人人種は、白人人種

よりも短命であることを裏付ける確かな証拠が見られます。自然、の

法則が人間の作った法律の執行を臨止していることは明らかです。

(カリブ人種は、他の白人人種の寿命を 12.5~14%も上回って長命

であることは、あなた様のご興味を引くことと存じます。)

つまるところ、どのような形の生命保険であれ、黒人と契約を超

ぶことは、たいていの場合、安全で、ないと考えられております。し

かしながら、黒人と契約を結ぶ場合には、同様の個人的な記録また

家族の記録を持っている白人が請求されるのと同額の料金が黒人に

対しても課されます。

この手紙が、生命保険会社との関わりにおける黒人の実情につい

て、あなた様のご友人に何らかの情報を提供できますものでありま

すように。

敬具

フランシス・マクガイア、ジュニア

ジョン・ノてロウズ

ECS 

The Beatrice[70j， 57必St.，Chicago， fll. [幻/
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1983年2月12日

親愛なるセンプル様

私の考えでは、自らの文学分野として戸外の生活を選んだ、現在

存命のアメリカ人の中で、文句なく第一人者なのはパロウズ*です。

彼は、視点をその対象にきちんと置いて記述しますし、その叙述を

特徴づけるのは、もし見つけたら激賞せずにはいられないほどの、

まれにみる率直さと簡潔さとたいへん美しい精確さとです。

私は、アポット氏の作品は存じませんが、大変誉められているの

を耳にしたことがございます。

モーリス・トンプソン[72]は、“SylvαnSecrets" [73]と“By-Wαysαnd

[70]シカゴ大学の女子察の名称。 Goodspeed，T. W. (1916): A history ofthe University ofChicago 

founded by John Rockfeller: thθfirst quαγteγ-century. Chicago: The University of Chicago 

Press， Third impression 1972によると、 1892年10月1日のシカゴ大学開校に先立ち、入学を希

望する多数の学生たちからの問い合わせの中に住まいに関する質問が増えていた。また、大学

近辺では市街化がまだ進んで、おらず、学生用下宿の確保が難しい状況であった。これらの理由

から、初代学長W.R. Harperを中心に大学側はさまざまな努力を重ね、女子学生のための学生

寮 (TheBeatrice) と男子学生のための学生寮 (TheDrexelなど)をそれぞ、れ設立し (p.193)、

学生たちの入学に間に合わせたo Harperが設立した学生寮は、他大学にも大きな影響を与え、

これ以降、アメリカ各地の大都市に所在する大規模大学でも と整備が進んで、いった

(Rudolph， F. (1990): The American college αnd uni即時ity:αhistory.Introductory essay and 

supplemental bibliography by J. R. Thelin. Athens: The University of Georgia Press. Originally 

published: New York: Knopf， 1962， p.100)。ただし、現在の学生寮・食堂のリストには、 The

Beatriceは挙げられていない (http://www.rh.uchicago/edu/hds/housing/residence_halls/

maps/、2007年7月31日検索、および http://maps. uchicago.edu/、 20昨年7月31日検紫)。

[71] Goodspe吋 (1916)Ahistory of the Uni即時ityザ Chicαgofounded by John Rockfeller: the 

jirst quαγteゎcentuγy.Chicαgo: The University of Chicago Press， Third impression 1972の

Illustration: Site of the Universi句ω.170)によると、開校時 (1892年)の大学キャンパスは、北

は57thStreet、南は59thStreet、東はUniversityAvenue、西はEllisAvenueで限られた区画で

あった。 UniversityAvenueから東に 4本自の通りがDorcesterAvenueであり、この通りと

57th Streetの交差点近くにTheBeatrice apartmentがあった(p.193)。シカゴ大学は、設立当初

から女性にも門戸を開放し、女子学生の高等教育に力を注いできた。 初年度の742名の学生の

なかで200入に満たなかった女子学生は、数年後には千人を超えた (p.192，p.313)。

[72] Maurice 官lOmpson(9 Sep. 1844 -15 Feb. 1901).インデイアナ州生まれの作家。 TheAtlαntic 

MoηthlyやTheScγibn俳句 Mαgαzineなどの雑誌に作品を発表した。 (G訂 raty，J. A. and Carnes， 

M. C. eds. (1999): Americαnnαtional biogr・α，phy，VoL21. New York: Oxford Univ. Press， pp. 568-

570.) 
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Biγd Notes，，[74]という 2冊の魅力的な本を書いています。“The

Tαngle-Leaf P，αpers"、“Bγ0初sing側 dNibbling"、“AFor・tnight仰 α

Palαce of Reeds"、“Out欄Dooγ I~βuences 初 Leteγαture" というのは、

彼の本の章[75]の見出しのいくつかですけれど、これを見ると彼の作

品の傾向がはっきりと伺えます。

最近の特徴である自然に替着した描写のいかに多くが鳥について

のものであるかを指摘するのは、とても興味深いことです。オリー

ヴ・スローン・ミラー[76]のスケッチをご存じでしょうか。“Bかd

Wαys;仰 NestingTime" [77]はすばらしいと言われております。エディ

ス・トーマス[78]の作品にも伸び盛りの良さがございますし、共感を

呼ぶ作品です。どうぞ、彼女の“TheRound Yea戸[79]をご覧下さいま

せ。

[73] Thompson， M. (1887): Sylvαnsecγets， in biγ'd-songsαnd books. New York: J. B. Alden. 

[74] Thompson， M. (1885): By-wαysαnd bird notes. New York: J. B. Alden. 

[75]これらは、 By叩仰S側 dbiγ'd no tes (1885)に合まれる章である。その他、 Inthe haunts of the 

mocking bird， A red-headed family， The threshold of the Gods， Cockoo notes， Some minor song-

fords， Birds of the rocks の章がある O

[76] Olive Thorne Miller (25 June 1831 -25 Dec. 1918)ニューヨーク州生まれの自然描写ならびに

児童書の作家。鳥類学に造詣が深く、 1901年に設立されたAmericanOrnithologists Unionの最

でもあった。エッセイの中には、小鳥や小動物、植物を精巧に描いたスケッチが添え

られているものも多い。主要な作品の 4 つに、 Miller，O. T. (1900): A biγ'd-loveγ仰 theWest. 

New York: Houghton， Mifflin and Co. Reprinted edition， 1970， New York: Anro and New York 

Timesがあるo ((1) James， E. T. et al. eds. (1971): Notαble Ameγicαn women 1607削 1950，Vol. 

II. Cambridge， Massachusetts: The Belknap Press of Harvard University Perss， pp.543-545. (2) 

Mailey， F. M (1919): Mrs. Olive Thorne Miller. The Auk:αQuαγterly Journαl of Ornithology， 

Vo1.36， No.2， pp.163-169.) 

[77] Miller， O. T. (1885): Birιwαys. New York: Houghton， Mifflin and Co.および、Miller，O. T. 

(1888): In nesting time. New York: Houghton， Mifflin and Co. 

[78] Edith Matilda Thomas (12 Aug. 1854ω13 Sept. 1925).オハイオ州生まれの詩人。主に1890年

代以降、多数の詩や小説を、 TheCenturyやTheAtlαntic Month旬、 TheScribner's Mαgαziηθ 

などの J定誌に次々と発表した。代表的な詩集には、 The仰ver・tedtoγ'ch， Boston: Houghton， 

Mifflin， 1890やAnew yeaγ's masque，αnd other poems， Boston:百oughton，Mifflin and Co・， 1885

などがある o (James， E. T. et al. eds. (1971): Notαble Americαn women 1607 -1950， Vol. III. 

Cambridge， Massachusetts: The Belknap Press of Harvard University Perss， ppι44-446.) 

[79] Thomas，日.(1886): Theγ'Ound yeαγ. New York: Houghton， Mifflin and Co. 
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トーマス・ウェントワース・ヒギンソン[80]の“Outdoor・pαpers，，[81]

をご存じでしょうか。私は知らないのですけれど、その作品はきっ

と面白いのだろうと思います。

チャールズ・ダドリー・ウオーナー[8勾の"Inthe Wildness，，[83]は、私

が毎年読んでいる本ですーこれは、夜、がず、っと手元に ておくこ

(page 4) 

とのできない本なのです。というのは、私は、しょっちゅう、その

すばらしさを知らないでいる、けれども、そのすばらしさを知るべ

き人を見つけて差し上げてしまうからです。これは、記述される対

象を前にして読まれるべき書物のリストの最初に挙げられるであろ

う、希有な本の一つでございます。彼の本全体は、とても魅力的で、

[80] Thomas Wentworth Higginson (22 Dec. 1823 -9 May 1911).マサチューセッツ州生まれの作家、

文芸評論家、社会改革家、ナチュラリスト。多数の著書の中には、 Aγmylife 仰 αblack

間以mθnt，Boston: Fields， Osgood & Co.， 1870やDoessl似Jerychバstianizethe NegTO? New 

York: American Anti倫SlaverySociety， 1855が含まれる O 彼は、エミリー・デイキンソン (Emily

Elizabeth Dickinson (10 Dec. 1830悶 15May 1886)、生前よりも死後よく知られるようになった

19世紀を代表するアメリカ詩人)の才能、ただし、彼女の詩作の本質的な斬新さではなく、む

しろナチュラリストの素質を早くから認めて助言したことでも知られるo ((1) Garraty， J. A. 

and Carnes， M. C. eds. (1999): Ameバcαnnational biogγα:phy， Vol.lO. New York: Oxford Univ. 

Press， pp. 757・-760.(2)スコット・スロヴイック・野田研一編著(1996)rアメリカ文学のく自
然>を読む:ネイチャーライテイングの世界へjミネルヴァ書房、 217-236

[81] Higginson， T. W. (1863): Out-door pα:pers. Boston: Ticknor and Fields. 

[82] Charles Dudley Warner (12 Sep. 1829 -20 Oct. 1900).マサチューセッツリ‘H生まれの作家・編集

者。マーク・トウェーン(MarkTwain (30 Nov. 1835叩 21Apr. 1910))との共作小説Thegilded 

αge:αtaZe of to-d仰，百artford:American Pub. Co.， 1873でよく知られている。この小説の題名

は、南北戦争の終わった1865年から 19世紀末ごろまでの、繁栄と腐敗の二面が極端に現れた

アメリカ社会をさす時代名称(鍍金時代、金ぴか時代などと訳される)として用いられている O

アメリカは農業から商工業へ産業の比重を移し、空前の物質的繁栄の中で、人々が一議千金の

夢に狂奔した。反面、政財界の癒着、政治の腐敗、倫理的な堕落や不正が、社会のいたるとこ

ろでみられた。イ也の作品には、 Warner，C. D. (1896): Thθ向的tionto Ziteγαture to life. New 

Y ork: Harperなどがある o (Garraty， J. A. and Carnes， M. C. eds. (1999): Ameバcαη nαtioηαl

biogγα:phy， Vo1.22. New York: Oxford Univ. Press， pp. 687-689.) 

[83] Warner， C. D. (1885): In the wilderness. New York: Houghton， Mifflin and Co.向書のリプリン

ト版 (NewYork: Cosimo Cl剖 sics，2005， 226pJによると、“Inthe wilderness"と“Howspring 

came in New England"の2部構成で、前者には、I.How 1 killed a bear， II. Lost in the woods， III. 

A Fight with a trout，れT.A-hunting of the deer， V. A character study; VI. Camping out， VII. A 

wildness romance， VIII. V.なlatsome people call pleasureの8節が含まれる O
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彼の洗練された精妙なユーモアがあちらこちらに見受けられます。

ロウエル[84Jに言及しないでいるのはいささか残念です-彼はまだ

生きているように感じます-。彼の"Suthiη'初 thePIαstoral Line，，[85J 

ゃ、“η~e Vision of SiγLαunjal" [86J、“UndeγtheWillow，，[87Jは、この

上なく重要な作品でございます。

私はとても大急ぎでこの手紙を書いております。また、今のとこ

ろ飽の名前を思いつきません。もし、私がさらに伺かお手伝いでき

ることがありましたら……

3. 1902年および1924~25年のヴァッサー・カレッジ同窓生通信

(1)テキスト

Records of the Clαss of 1882 (1882ω1902) (Class Box 1882 (Box Two)) 

ELLEN C. SEMPLE 

“Everything with me in the past ten years has centered about my work in anthropo-

geography. 1 was at Leipsic under Ratzel in 1891-1892， and again in 1895. For five years 1 

have been writing magazine articles on different phases of the subject， published in this 

country and in London. Three years ago 1 took a 350-mile horseback trip through the 

Kentucky mountains， to study their belated population as a product of the segregating 

[84] James Russell Lowell (22 Feb. 1819明 12Au. 1891).マサチューセッツナト!生まれの詩人。母校ハ

ーヴァード大学で講義を担当したり、 TheAtlantic MoηthlyやTheNoγthAmericαnR仰向wとい

ったアメリカの代表的な雑誌で編集を担当したこともある(前者は1857時 1861年、後者は1864-

1872年)01877年から 1885年にはスペインやイギリスの駐在大使を務めた。間閤描写や風刺や

ユーモアに満ちた酒脱な詩のほか、“'Agαssiz"(The Atlαntic Monthly， Vol. 33， 1874， pp.586-596) 

や“TheGαthedγα["(The Atlαntic Monthly， Vol. 25， 1870， pp.1-16)などの比較的長編の作品もあ

るO “Agαssiz"は、反進化論で知られるハーバード大学の地質学・動物学教授であり、ラッツ

ェルとも親交のあったLouisAgassizの死(1874年)を悼む挽歌である o ((1) Garraty， J. A. and 

Carnes， M. C. eds. (1999): Americαnnαtionαl biogγα:phy， Vo1.l4. New York: Oxford Univ. Press， 

pp. 40-43. (2)岩元・酒本監修(1991)rアメリカ文学作家作品事典j本の友社、 771-774頁。)
[85] :題目中、 Suthinは、 Sunthinの綴り関連いと思われる O これは、 Lowell，J. R. (1862): The 

Biglow pα:pers， Second Series， Vol. VI. London: Trubner & Co.に収録された短詩。

[86] Lowell， J. R. (1848): The vω。ηofSiγLαunfal.Gαη~bγidge， M部 s.:G. Nichols. 

[87] Lowell， J. R. (1869): Uηdeγthe willo切Sαndother poems. Boston: Fields， Osgood， & Co. 

-344-



mountain environment， and the result of my investigation was published in the Journαl 

of the Royal British Geogγαphical Society. Now 1 am at work o:h my book， which deals 

with geographic factors in American development. Houghton， Mifflin & Co. are to 

publish it. 1 have promised to deliver the manuscript to them in October." 

The manuscript was evidently delivered on time，as Houghton & Mifflin have 

announced the book among their forthcoming publications. 

Clαss Recoγds '82 (Class Box 1882 (Box Two)) 

(pp.189-190) 

May 31，1924 

Ellen Churchill Semple delivered“Richards" lectures at Vassar in Feb. 1924. She was 

there twelve days and “was abundantly satisfied with all" she saw. Her grandniece， 

Patricia Dunkerson， Patty Semple's grandchild， expects to enter Vassar.“Have you read 

Miss Haight's recent book Italy Old & New? You will find it compares favorably with 

Boissier's Cicero & His Times， the standard French work on ancient Roman society. 1 

would like to knife the College organist. 1 went to a Sunday evening recital in the 

darkened chap (el) hoping to find rest into my soul & that blasted organi (st) gave us 

music so discordant & modern that.it made Debussy sound like Home Sweet Home! 

Now， by agony & bloody sweat， 1 have brought myself up to (the) appreciation even 

keen enjoyment of Debussy， whi (ch) is doing pretty well for “one of my age"; but 1 do 

not (be )lieve these modern organ composers have anything to say their instrument， so 

they throw out a smoke scre (en) of sound~ Abbie Nickerson tum your Buick towar (d) 

Worcester加 thisfall to 941 Main St. opposite Universi (ty) Library. Invited to read a 

paper in August at Britis (h) Association Meeting in Toronto世 Subj.:-Geographic 

Influences upon Ancient Mediterranean Religion， interesting or provocative of 

discussion， not to say brick-bats. It has been a pleasure to read your chronic (le) and 

hear you revive the old memories. Always sincerely y (ours.) 
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ω.229) 

Ellen Semple， LosAngeles， June3/ 25 

A few days ago， 1 drove out to the Vedantist retreat，. tucked among the hills. 1 waited 

some little in the living-room， talk (ed) to one of thelay members， while Sister 

Devamata was changi (ng) her dress. Then she came in! 1 can hardly describe my sens 

(a) tions as 1 looked at that thing， grey“clad figure with抗(s)eyes which seemed to gaze 

out from another world. She imp (ressed) me as very old， though there were no lines加

her face; but (her) voice was tremulous and her movementsat first struckωfeeble. 

Afterwards， however， as she showed me the gard (en) and the lovely patio of the house， 

she walked rigorously亡Dbut she told me of a desperate illness of the past year whe 

(n) she lay at death's door for days. There is no doubt of he (r) all悶possessivereligious 

faith. She lives and breathes Vedantist philosophy of life and the soul. She is since (rely) 

gentle， but filled with purpose as to things that count (for) her， and she evidently works 

hard in the conduct of the m (onth) ly magazine of the order. Moreover， she is writing a 

biog (raphy) of the Swami Paramananda， and a book of her own remi (ni) scences of her 

two years in India， when her intercourse (was) wholly with the high class natives. Only 

once or twice in time did she speak with a European. The book shoul (d) have 

distinct value， because her exper加 lceswere uniq (ue.). Cora， she tells me， is writing a 

book on some phase of (co )lonial history. She gave me some reprin臼 ofher articles 

f (rom) the magazine. 1 read them last evening. She writes with (de) lightful clarity and 

ease， the heritages of our Vass (ar) training in English. In the presence of her twilight 

greyn [1J her ethereal spirituali机凶ltall roast-beef and w (ine). 1 gre抗lyregret that 1 

can notmeet幻 atVassar. Greet (ing) to them. Devotedly Ellen C. to Mary Sanford. 

(pp.230“231) 

Semple， Carmel by the Sea， Cal. Aug. 18/25 

Dear Girls: Summer finds me in lovely Carmel Highlands， a region of bold rocky coast， 

tall headlands built up on arches of sea caves and thrust out to meet the dash of the 
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waves. It is the so抗 ofcoast that Euripides loved; and the sea birds crying high above 

the roar of the surf are部 vividhere as in his lyrics. 1 came to Cal. the End of January to 

work my book and rest a bit; but the Southern Branch of the U. of C. located in Los 

Angeles， prevailed on me to give a course of lectures on the Mediterranean Region， so 

that my program eventually contained more work than rest. A1so 1 met many delightful 

people， among them Mary Pickford and Douglas Fairbanks. Mary is very much of a 

personality， let me tell you. 1 came up to the Highlands the middle of June， and have 

spent the summer with Elis Tompkins， who used to be at V. C. as a Freshman in our 

time. She h部 acottage high up on the mountain above the Sea， and here 1 have worked 

at my book all summer， mid beneficent quiet， with no telephone within a 司uarterof a 

mile. 1 take my meals at the Inn， and there meet a variety of people. Recently 1 had an 

interesting talk with Dr. Merriam， Director of the Carnegie Research foundation in 

Washington. He has started a survey of the whole question of earthquakes on the Pacific 

slope， mapping of the countless faults or earth弓uakerifts in the region， and the 

distribution of a new type of instrument which daily measures the strain on the earth 's 

crust along one of these fau1ts， and which indicates when an earthquake is imminent. He 

had been down at Santa Barbara and the neighboring region， where he found the dam of 

a city reservoir built right across a fau1t line. Of course it broke when the recent shake 

came. 1 toured extensively thro Southern Cal. and there 1 found加 irrigationdam， 150 ft. 

high， located within 200 yds. of the great San Andreas fau1t which shook along all its 700 

miles length in 1906. 1 have had one or two investments offered me here; but before 1 

consider them 1 study my map of the earthquake faults. Such are the uses of geology to 

possible adversity! Sunday 1 go up to S. F. to visit B. B. for a week， then to Kentucky and 

to Clark U. Greeting to you all. Ellen C. Semple. 

(2) 百本語訳

Recoγds ofthe ClαSS of 1882 (1892 -1902) (Class Box 1882 (Box Two)) 

エレン C.センプル
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「この十年間、私が主にしてきたことは人類地理学の研究です。 1891-92年と 1895年、

ライプチヒでラッツェルのもとで学びました。 5年の閥、人類地理学のさまざまなテ

ーマについて雑誌論文を書いてきましたし、それらを合衆国とロンドンで刊行しまし

た。 3年前、隔絶されたケンタッキーの山地環境ゆえに周聞から取り残された人々に

ついて研究するため、馬で350マイルに及ぶ踏査旅行をしましたO その調査結果は

Journal of the Royal British Geogrlαphical Societyに掲載されました1110現在、私は、

アメリカの発展における地理的因子について取り上げた本[2]を執筆していますO

Houghton， Mifflin & Co.が本を出版することになっています。私は、 10月に原稿を出版

社に渡す約束をしました。」

日oughton& Mifflin & Co.が刊行予定の本として案内を出していますので、出版に間

に合うよう、原稿が同社に渡されたのは確かです。

Class Records '82 (Class Box 1882 (BoxTwo)) 

(pp.189凶190)

1924年5月31B 

エレン・チャーチル・センプルは、 1924年 2月、ヴァッサーで「リチャーズJ講義

を行いました。彼女はそこに12日間滞在し、自にしたもの全てに「とても満足しまし

たJ。彼女の姪孫のパトリシアーダンカ}ソン[3]、つまりパティー・センプル[4Jの孫が、

ヴアツサーに入学するつもりでおります。皆さんは、ヘイト嬢[5Jが最近寄かれた rItαly

Old αnd NewJ [6]を読まれましたでしょうか?ボワシエの rCiceroαηdHis TimesJ [7J 

は、古代口一マ社会についてのフランス人による研究の基本的な文献ですけれど、彼

[1] Semple， E. C. (1901): The Anglo“Saxons of the Kentucky mountains: a study in anthropogeo-

graphy， GeogγαphicαlJournα1， Vo1.l7， pp.588-623. 

[2] Semple， E. C. (1903): Ameγicαn historyαnd its geogγα，phic conditions. Boston: Houghton 

Mifflin. 

[3] Patricia Dunkersonは、 1928年入学、 1932年卒業。(I939Alumnαe biogrlαphicalγegister.) 

[4] Patty Blackburn Sempleはセンプル(エレン)の姉。 VassarCollegeには1868-1871年在籍。

(1939 Alumnαe biogγαphicαlγ'egisteγ.) 

[5] Haight， Elizabeth Hazelton (1872 -?). Vass訂 College卒業。

[6] Haight， E. H. (c1922): Itαly old αnd new. New York: E. P. Dutton & Co. 
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女の本はそれと比肩できるものでございましょう O 私は大学のオルガニストをナイフ

で刺してやりたい気持ちです。私は、心安らぐひとときを過ごそうと、灯りを消した

チャペルで行われる日曜夕方のリサイタルに参りました。でも、あのオルガニストは、

私たちに調子はずれで現代的な音楽を聴かせ、そのため、 ドピッシーの音楽はまるで

Home Sweet Home (邦題、埴生の宿)のようになってしまいました。そこで、私は、

血の汗を流すほど苦労して、 ドゼッシーの音楽を熱心に楽しむよう、強いて努めまし

た。こういうことは、私の年齢の者にとってはさほどのことではありません。けれど

も、こうした現代風のオルガニストたちが、自分の演奏する楽器についてなにがしか

の理念を持っているとは信じられません。彼らは膏の煙幕を投げかけているにすぎま

せん。アピー・ニカーソン[旬、この秋、あなたが車(ピュイック) [9]を運転してウース

ターにやってくるときは、 MainSt.の941番地に来てください。大学図書館[10]の向かい

側です。私は、 8月にトロントで開催される英国協会の会合で、講演の招待を受けま

した。テーマは、古代地中海の宗教に対する地理的影響です。興味をヲ|く、あるいは

議論を巻き起こすようなものになりますように。酷評される講演になりませんように。

私は、皆さんの通信を読んだ、り、思い出をよみがえらせたりするのをうかがうのがと

ても楽しみです。かしこO

[7] Boissier， Gaston (1922): Ciceroαnd his friends:αstudy of Ro悦 αnsociety初 thetime of 

Cαesar (translated， with an index and table of contents， by Adnah David Jones). New York: G. P. 

Putnam's sons. 

[8] Abbie Miner Nickersonは、 VassarCollegeにおけるセンブルの同級生 (Classof 1882)で、West

Newton， M部 sachusetts出身(NewYoγk Times， June 15， 1882.)。

[9] David D. Buick (1854 -1929)がミシガン州にBuickMoter社を設立したのは1903年。その後、

同社は合衆国を代表する自動車メーカーに成長するが、 1908年、ゼネラルモーター (GM)に

社名変更された。人口千人当たりの自動車保有台数は87.4台 (1920年)から833.4台(1990年)

へと急、速に伸びた (Historicalstωistics of the United 8tαtes， millennial edition， Vol. 4(2006)， 

Table Df339-342， and Vol. 1 (2006)， Table Aal-5， and Aa145-184)。

[10] Clark Universityの住所は950Main Street， Worcester， Massachusetts.センプルは、友人に、

大学近くの彼女の居室を訪ねるように指示している。センプルが同大学の人類地理学の教授に

任命されたのは1921年であるo

-349-



(p.229) 

エレン・センプル、ロサンゼルス、 1925年6月3日

2、 3日前、私は車で、丘陵の中にあるヴェーダンタ派[l1Jの隠遁所へ出かけました。

シスター・デヴァマタ[12Jが着替えをしている問、居間で待ちながら、平信徒の一人に

話しかけました。するとそのとき、彼女が部屋に入ってきました! 灰色の衣を身に

まとい、この世とは別の世界からじっと見つめているような蹟をした入の姿を自にし

たときの私の気持ちを書き表すのは、とても難しいことです。彼女は顔に織がないの

に、とても年老いているような印象を受けました。彼女の声はふるえていて、最初、

その動作は弱々しいものでした。それから、彼女は、隠遁所の可愛らしいパティオと

庭を見せてくれ、前年には重い病に掛かり、死の淵に立っていたと話してくれました。

彼女がすべてを信仰に捧げていることは疑いもありません。彼女は、ヴェーダンタ派

哲学を実践し生きているのです。彼女はとても穏和ですけれど、自分にとって大切だ

と思うことを目標にしております。それゆえ、教団の月刊誌[13Jの作成という大変な仕

事に携わっています。それに加えて、彼女は、スワミ・パラマナンダ[14Jの伝記[15Jや、

彼女がインドで過ごした 2年間の回想記[16Jを ております。当時、彼女の交際範囲

は、上流社会のインド人だけに限られ、一人のヨーロッパ人とし 2度話しただけだ

[11]インドの主要な伝統哲学の一つ。ヴェーダ(インドの聖典)の末尾を意味する O ヴェーダの

末尾部分はウパニシャツドと呼ばれ、この教えが基礎となった哲学である。

[12]本名LauraFran組inGlenn(? -1942)は、 VassarCollegeにおけるセンプルの同級生 (Classof 

1882) でCincinnati，Ohio出身。 BenjaminFlanklinの子孫o 1896年、初めて Swami

Paramanandaの説教を開き、 1902年、ヴェーダンダ会のメンバーとなる o New Yoγk Times， 

June 15， 1882およびDivinityat work within the world， Sri 8αγαdαSociety Notes， Vo1.7， Issue 1， 

2001， P.2による。

[13] VedαntαMonthly Messαge oftheEαstのことか。

[14] Swami Paramananda (1884 -1940)は、ヴェーダンダ派哲学と宗教の伝道者。 1906年にアメリ

カ合衆国に渡り、各地にヴェーダンダ・センターを設立した。現在も、 Cohasset，Massachusetts 

とLaCrescenta， Califomiaの2つのセンターは存続しているo Sister Devamataは、彼のアメリ

カにおける最初の弟子である。

[15] Sister Devamata (cl926-41): SwαmiP，αγαmαnαndααnd his woγιLa Crescenta， Calif.: 

Ananda-Ashrama. 

[16] Sister Devamata (cl927): Dαys inαnIηωαn monαsteγy. La Crescenta， Calif.: Ananda附

Ashrama. 
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ったそうです。彼女の経験はとてもユニークなので、この本は面白いものになるに違

いありません。コーラ[17]が私に話してくれたところによると、現在、植民地史の一側

面に関する本を書いているそうです。彼女はいくつかの抜刷をくれました。夜、は昨晩、

それらを読みました。彼女は、すばらしく明快に平明 ております。これは、本

当に、私たちのヴァッサ一時代の英語教育のたまものです。彼女の薄明る

とエーテルのような精神性をまのあたりにして、豊かな味わいを楽しみました。ヴア

ッサーで82年のクラスメートに会えないのは本当に残念です。皆さんによろしく O エ

レン・ C.からマリー・サンフォード[18]へ。

(pp.230-231 ) 

センプル、カリフォルニアの海岸にて、 1925年 8月18日O

脅さん:この夏、私は、美しいカーメル・ハイランド[19]で過ごしております。 、ヲ・. '"冊
、ー・ 、-

はごつごつした岩石海岸で、海食j向の屋根のアーチの上に背の高い師がそそり立ち、

海にせり出した部分には波が押し寄せています。まるで、エウリピデス[20]が愛したよ

うな海岸です。磯波の轟きの透か上空で鳴く権烏たちは、彼の叙情詩で歌われている

ように生き生きと躍動しています。私は、本[21]の執筆の仕事をし、そして少し休養を

とるために、 1月の末にカリフォルニアにやってきました。けれども、ロサンゼ、ルス

にあるカリフォルニア大学の南分校[22]が、地中海地域についての講義のコースを依頼

[17] V assar Collegeにおけるセンプルの同級生 (Classof 1882)の中で、 Coraの名前を持つ者は、

Anne Cora Southworth (Soughton， Massachusetts出身)とCoraLouise Shailer (N例iTYork出身)

の二人であるo New Yoγk Times， June 15， 1882による O

[18] Mary Robinson Sanfordは、 VassarCollegeにおけるセンプルの同級生 (Classof 1882)で

Troy， New York出身。 NewYoγk Times， June 15， 1882による。

[19]アメリカ合衆国西海岸にある風光明婚な観光地・保養地。

[20] Euripides (480? -406B.Cふギリシアの悲劇詩人。

[21] Semple， E. C. (1931): The geogr，αphy of the Mediterr，αneαηγ昭和町 itsγdα材開 toancient 

history. New York: H. Hold and Co. 

[22] Southern Branch， University of Californiaは、 1919年、ロサンゼルスに設立された。 1927年

に、 Universityof Californina， Los Angelesとなる。センプルは、 1925年春学期の講義を担当し

た (Bushong，A. D. (1984) : Ellen Churchill Semple 1863 -1932. Geogγαpheγ's Biobibliogγαphies 

Studies， VoL 8， pp.87-94.)。
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してきたので、私の予定は、休養よりもやや仕事の比重が高くなってしまいました。

また、私はここで大勢の素敵な人たちに会いました。その中に、マリー・ピックフォ

ード[23]とダグラス・フェアバンクス[24]がいます。マリーは、言わせてもらえば、とて

も個性的な人ですね。私は 8月中頃にこの高地にやってきて、夏をエリス・トムソン

と一緒に過ごしました。彼女は、私たちがヴァッサーにいた頃、新入生だ、った人です。

彼女は海に臨む山の上の方にコッテージを持っており、半径4分の 1マイルの範囲内

には電話[25]もない、めったにないほど静かな環境で、私は、夏の間ず、っと、本の執筆

作業をしておりました。私は食事は近くの宿屋で、取っており、そこで、いろいろな方

たちに遭遇しています。最近、ワシントンのカーネギー研究財団[26]の理事をされてい

るメリアム博士[27]と面白いお話をいたしました。彼は、太平洋に向かつて傾斜する斜

面上で発生する地震のあらゆる問題についての調査を始めたところで、この地域の無

数の断層あるいは地震断層を地図化したり、地殻上の歪み度を毎日測定し、いつ地震

が発生しそうになるかを示すための新しい機器を断麗の一つに沿って設置したりして

おられます。彼は、サンタ・パーパラとその周辺に出かけ、断層線をまたいで建設さ

れた市の貯水ダムを見つけたそうです。もちろん、最近の地震で、そのダムは決壊し

ました。私は、南カリフォルニアを詳しく見て回り、 1906年の地震[28]の時に、それに沿

[23] Ma巧TPickford (1892 -1979).カナダ・トロント出身の女優で、サイレント映画時代の大スタ

一。 1920年にダグラス・フェアパンクスと結婚したが、 1939年に離婚。

[24] Douglas Fairbanks (1883 -1939).コロラド州出身の俳優・脚本家・映画監督。息子のダグラ

ス・フェアパンクスJr.も俳{憂。

[25] Alexander Graham Bell (1847由 1922)は、 1876年、電話を発明し、 ベル電話社を設立。

1876年にはアメリカ合衆国内の電話は2，600台であったが、 1892年には26万台を、さらに1899

年には100万台を超え、 1925年には電話保有世帯率が38.7%に達した。 (Historicalstatistics 01 

the United Stαtes， milleηnial edition， Vol. 4， 2006， Cambridge: Cambridge University Press， 

Table Dg34-45.) 

[26]鉄工業で巨額の財をなしたAndrewCarnegie (1835 -1919)が、 1902年に設立した。

[27] John Cambell Merriam (1869ω1945).地質学者・古生物学者。 1912年にじC，Berkeleyの教授、

1920年にCarnegieInstitution of Washingtonの所長に就任。ここでのプロジェクトの一つが、

太平洋沿岸の地震災害調査であり、 1921年から 1932年にかけて、新たに開発された地震計

(Seismograph)を鏑えた観測基地のネットワークをカリフォルニアに作り上げ、断層地図を作

製した。 (Garraty，J. A. and Carnes， M. C. eds.(1999): American nαtional biog叩phy，Vol.15， 

New York: Oxford University Press， pp.348-349.) 
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って700マイルも揺れたサンアンドレアス断層から200マイルも離れていないところ

に、高さ 150フィートの濯獄ダムをを見つけました。私に与えられた投資がカリフォ

リニアに 1つ 2つございます。それらについて考える前に、地震断層の分布図をよく

調べてみることにします。これはまさに、起こりうる災難に地質学を役立てることで

ありましょう!日曜日には、サンフランシスコに向かい、一週間、B.お [29]を訪問しま

す。その後、}ケンタッキーに、そして、クラーク大学に戻ります。皆さんによろしく O

エレン・チャーチル・センプル

[28] 1906年4月18日、サンフランシスコ市街に近いサン・アンドレアス断層を震源とするマグ

ニチュード7.8の直下地震が発生。この地震で約3，000人が死亡し、 22万人以上の人々が家を失

った。

[29] Mary Burta Brittanは、 VassarCollegeにおけるセンプルの同級生 (Classof 1882)でSan

Francisco， California出身。 NewYoγkTimes， June 15， 1882による。
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盟 センプルの研究とその時代

1 .センプルの経麗

センプルは、 1863年1月8自にケンタッキー州ルイヴイル (Louisville)で生まれ、

1932年5月8日、フロリダナi'Iのウエスト・パーム・ピーチ (WestParm Beach)で死

去した(図 1) 0 つまり、南北戦争さなかから第二次世界大戦前にかけての時代を生き

た入である。表1の年表では、 19世紀から20世紀前半のアメリカ合衆国史の主要な出

来事ならびに、センプル自身や本稿で取り上げる資料に登場する事頃に関わることを

示しているO これに併せて、同時期のラッツェルらの主だ、った研究活動を掲げているO

さらに、表2では、センブル自身の年譜と、同窓生通信に登場する人たちの活動とを

対照させている O

センプルの生涯については、さまざまな評伝や人名録で紹介されている (Bingham

1932; HistoryザtheClαss of 18820η the 50thαnniversary 1932: 128-137; James et al. 

1971: Vo1.3， 260-262; Bushong 1984; James et al. 1983; Barton and Karan 1992; Garraty 

and Cames 1999: Vo1.3， 637-638) 0 ここでは、最初のライブチヒ留学から帰国した1890

年代頃までの時期を中心に、センプルの経歴をまとめておこう O

国I 南北戦争時の勢力地図とケンタッキー升iルイヴイルの位置
Figure 1. Location of Louisville， Kentucky and the situation at the Outbreak of Ci吋1War 
(1861) 
Source: Mapping America's pαst (1996). 
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表 1センプル資料に関連するアメリカ史およびラッツェルらの活動年表

Table 1. Historical events relating to Semple and her letters to RatzeL 

...:t控E
1803 
1830 
1832 
1841 
1847 

Louisville. Kentuckv and United States 
Louisiana Purchase. 
Monnonism by Jo叫 hSmith. 
Ohio and Erie Canal (・ 1861). 
Mutual Life Ins制御1ωofNewYork was founded. 
Monnon settled in Salt Lake City， Utah. 

1849 I Gold Rush to Califomia. 
ー盟主Q_ _ _ _ _ J .kQl!sjyil1，"-J望号~ç.ll'ôJle_Raj切吋，_w_a~J(m.11.q史ι(ごJ_~虫)"--事
1856 ! Louisville Male High School opened. 

I Louisville Girls High School opened. 
1860 I Washington Life Insurance was f加nded.
1861， Apr.!Civil War be伊n.
1861 IVassar College opened. 
1862 110hn Hancock Mutual Life Insurance was f加nded.
1865， Apr. I Civil War ended. 
1870 !15th Amendment (The right to vote shall not be denied 

1884 

or abridged on acco叩ltofr百ce，color， or previous condition 
ofぉ円itude.)

Massachusetts， Insurance law of anti，discrimination. 
Eleventh Census 

1890 I Monnon stopped polygamy. 
1892， Oct.l I Chicago University opened 

:hurcill 
lple 

(1863・1932)

and 

her 
Vassar College: 
Alumni 

Year Ratzel. Agazzis and Shaler 

-1働幽喧r8-S9働暢働-1と両i-ie;己aiWfn-( i SO9了i892)-:-ÖI:igì~; -0/-輔倖岬--_.  

1859 
specles. 
Louis Agassiz (1807岨 1873):An essay on 
classification. 

1873， July帽 IFriedrich Ratzel (J 844・1904)，Trip to North 
1875， June I America， Cuba， and Mexico. 

1874 

1878 

1885 

1891 

1893 

1873， Oct.， He met Louis Agassiz (Professor of 
Paleontology， Ha円釘dUniversity). 
James RusselI Lowell (1819・189)):Agassiz 
The Atlantic MonthlYi vol. 33， issue 199. 
Ratzel: Die Vereinigten Slaaten von Nordamerika. 
Bd.l. 
Nathaniel Soughgate Shaler (1841・1906):
Kentucky: a pioneer commonwealth. 
Shaler: Nature and man in America 

Ratzel: Die Vereinigten Staaten von Nordamerika. 

__t8_~&____ 時~~'p"a_nj~ l.b~虫色邸宅ILWJiIーーーーー・ーーー---ー哨晦.働時.崎勝曲制蜘幡舗喧↓ー -i-- ーーーーーーー---ーーーー・・ c~__1 四
1903 I Construction of Panama Canal. 

1906， Apr.18 ! San Francisco Earthquake of 1906 

1914-1918 IWorld War 1 

1920 

1939醐1945

19th Amendment (The right to vote shall not be denied 
or abridg'巴don account of sex.) 

World War II 

(see Tab1e 2 ) 
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表2 センプルの年譜とヴァッサー・カレッジ同窓生の活動

Table 2. Chronology of Ellen Churchill Semple and the activities by her Vassar College alumni. 

Year Age Ellen Churcill Semole Year Vassar Collel!e Alumni 
1863， 1an. 8 O Ellen Churchill Semple.was bom in Louisville， Kentucky. 

1868・71 PCa均olri Blackburn Sempie (older sister)attended Vassar 
1875 12 Father， A1exander Bonner Semp1e di号d. ege. 

1876 Myra Re戸lolds(1853・1932)entered Vassar College. 
1878 15 Semp1eentered Vassar College. 

1880 Reynolds graduated f量omVassar College. 
1882 19 SempSie eIgTIrPaIdE uSactehdoo合loim n Vassar ColKleegnet，usctkayrt. ed teaci1ing 

at Semple Schoo1in Louisvil1e， 1884-1892 
RPaeV句yonFio.B6ldO.s，S，NeT0me3ap5ci7eh，:e1r A8on 8f 7o，Eid FnPdk3ei2ns4h ttI3Co. Wf Vhaosmsae.r TChoe ldletgfoen. tic Monthi 1887 

1888 PaNtV03137.2，Sel8m88， ie:In a border state-The 必lanticMonthly， Vol. 
1891 28 

sSUemnvtttsppeudiare e svmeto拍，yocek ia FvFFe$rE1d ez6e4dMdVrrsiam ccsh h 崎sob市Rcωa出d何ezglez、v問tつ肱e白t1u0mmi s VaaI sLsaer rFC iOg Ileae pp.464・482.

1891・1892 28-29 University. 
18889994 23，， Oct. RReeyvnnooldisd ，Feliow ob tf o Cshiecamgo nUnfirvoem rsitCy h(iEcnagG lish iiteratuI 1893， Jan.-Feb. 29-30 1893. Feb. 

且RRee世pヲyvzn目間Do。EMln出dohst，aesrAAd awcSPteSoJm，EsvSIt開et旭med町SapUdぞhU投GCD恒rhbi退cu位M喝neO91CUhcmzhcνlaQ師g鑓oEERRUyEmcaGvue開m。路w。町2一倒、d
1894 31 SempDiie e pubiished her aflt rsLt tgipezoigg raUpnhiivcearl saitItyi. cie 
1895 32 Semple studied again 1895 

11399012 司- 1349 ， SsFemmBEiP2i3e，uEbh.Cb.e:d1-2hlEie仁fFEICst.pSgePmEEe91le1.ARE吐e〈ciぇorgrdiιsJOoPf Et望h号eL-C持母la制s問sゆ噌of 1897 

'82{1882-1902). 
1903 40 1903 Reynolds， Associate Professor of Chicago University. 
1904 41 sMCehorantrhpteelerr ，:mEιAIemTmIeErrbiicen ar n Porhf iicsAe tospSsyoecmainapd tlie orts n dgioeef dog-ArFmarpieehrdtic criaccn oh nGdRetaiotozEnesrt l-died， 

ssociation of American Geographers. 
1906 43 Lecturer of University of Chicago ( -1924) 

1909 ztedynnd oWidosr:ds71w2e orttrhe-atment qhzoture in English pMり betweenPope 

1911 48 Se。mfpRloeu:eIFl1甘f1usyesntceems qfgeographic environment:on the bases 1911 RSiesytenrolds，ProfessoLr aouf ra ChFric出agkoli1111ivemity(? . 
oj anthropogeography. 1914 Devamata (Laura Franklin G1enn ・?)):The lndit 

mind and Indian culture. 
1920 Reynolds: The learned la砂inEngland 1650・/760.

1921 58 pr宮sidentof Association of American Geographers. 
Professor of Clark University. 1922/23 

日FteiCyznaabolieifdothsr，nEirfaea. tziereitd on frohm igChh t(1872幽 ?iv)e:rsItiaty{y， Old and New. 1923 icago University， and moved to 
la. 

1924， May 61 LeUer 10 '82 Classmates. Records of the Ciass of '82. 
Lecture at Vassar Colleogf eC . 

1925， June‘Aug. 62 Lecturer of Univ宮内ityof Califomia， Southem Branch (Spring 1928 
SPaistgtreriacr niDa dceDhvuailnIdRk)aetra芭sxo:pnSerct{tSsRed ammto pakleern'is sthegnr ra aVnaandsd nsiaher ics eCd，oisplclae伊tgtlyees's . temll 

Letters to '82 Claassmates. Class Records of the Class of '82. 
1931 68 sscemmppi le:me gin eogWraepsht y Paqflm the BMeaecdi1t.ermraonreidon a. region-
1932，Mav8 69 e died 1932 Patricia Dunkerson graduatted from Vassar Collee:e. 



センプルは、スコットランド系の父アレクサンダー・ボナー・センプル(Alexander

Bonner Semple) とイギリス系の母エメリン・プライス・センプル (EmerinPrice 

Semple)を持ち、裕福な事業家の父と教育熱心な母の指導のもとで子供時代を過ごし

た。両親は別居し、 1875年、父が死亡し、兄たちが家を離れたため、センプルはほと

んど女性ばかりの家族の中で成長した。読書と乗馬とテニスが好きな活発な女の子で

あったようであるO

ヴアツサー・カレッジで学んだ、長姉パテイ (Patty Blackbum Semple)に続いて、セ

ンプルも 1878年、同カレッジに入学するO 当時、まだ15歳と最年少の学生であった。

1882年にヴァッサー・カレッジを卒業する O センプルは、 39入の卒業生 (Classof 

1882)中、 10名の優等生の一人に選ばれている (CollegeNotes 1882: 374) 0 

ルイヴイルに戻り、姉パティの設立した学校で古代史などを教えるようになるO 合

間に、修士号取得のために勉強を始め、修士論文“Slavery:αstudy仰 sociology円をヴア

ッサー・カレッジに提出し、 1891年、修士号を得た。この間の1887年頃、ライブチヒ

大学で博士号を取得したアメリカ人青年ウォード (DurenJ.自.Ward)から彼の締のひ

とりであったラッツェルのことを開き、その著書『人類地理学jを手渡された

(Bushong 1961: 3) 0 センプルはラッツェルの人類地理学の方法に強く引きつけられ、

彼のもとで学ぶ決意をするが、 1890年代、 28歳のアメリカ人女性にとって、 ドイツの

大学に出席することは容易なことではなかった (Jameset al. 1983: 30) 0 当時、女子学

生の正式入学は許可されず、個別に教授の許可を得て、聴講する形であった。修士号

取得後にドイツへ渡り、 ドイツ人家庭に 3ヶ月住み込んでドイツ語を

1891年秋から1892年にかけて、ライプチヒ大学で学んだ。

ルイヴイルに戻ってからのセンプルは、地理学の研究中心の生活に入る O ラッツェ

ルに励まされながら、 1894年、初めての地理学の論文 (Semple1894)を発表、さらに、

させた後、

1897年には、初めて地理学の学会誌に論文 (Semple1897a)を発表した。この問、

1895年に、再びライブチヒに留学している O 最初の著書"Americαnhistoryαηd its 

geogγαphic conditioηs" (Semple 1903)が出版されたのは、最初の留学からほぼ10年

を経た1903年のことであった。 1904年、母とラッツェルが相次いで亡くなった。

センプルが初めて大学で講義を担当したのは、 1906年、シカゴ大学においてであっ
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た(以後、 1924年まで担当)01904年にデイヴイス(WilliamMorris Davis)らの設立し

たアメリカ地理学協会の創立メンバーとなり、 1921年には会長に選出された。同年に

は、クラ…ク大学教授にも任命された O センブルの第三の著書“Iηfluencesof 

geogγαphic eηMγonm仰 t:on the bαsis of Rαtzel 's system ofαnthγopo-geogγαphy" 

(Semple 1911)は1911年に、最後の著書“Thegeography of thθMediternαneαnγegioη: 

its relation toαncient histo句"(Semple 1931)は、亡くなる前年の1931年に刊行され

た。

センプルの生涯のなかで、本稿で取り上げている資料はどのような時期に書かれた

ものであっただろうか。まず、ラッツェル宛て書簡は、 1893年1月から 2月、つまり、

ライブチヒ大学への最初の留学(1891-1892年)を終えてアメリカに帰国してまもな

い頃であるO 大学卒業後、センプルが故郷のルイヴイルでそれなりに楽しく過ごして

はいたけれども、知的な活動の面では十分に満たされない思いも抱いていたことは想

像に難くない。彼女自身、留学をきっかけに人生の新しい局面が開けつつあると感じ

ていたであろう時期に書かれた書簡といえるO 他方、同窓生通信は、最初の著作の出

版直前で地理学者として広く知られるようになってゆく時期(1902年)のものとクラ

ーク大学に着任し地理学者としての安定した地位を獲得した後の時期(1924年と 1925

年)のものとである O これらをもとに、センプルがどのような意識で地理学者として

生きていったのかをたどることにするO

2.金ぴか時代のアメリカ合衆国

19世紀後半以降、アメリカ合衆国では、南北戦争後の再建と経済改革によっ

化-工業化・都市化が急激に進み、社会のあらゆる面で大きな変化が起きた。七ンブ

ルが成長し、ヴァッサーやライブチヒで学び¥ラッツェル宛て書簡を書いた頃までの

時期は、まさに、いわゆる金ぴか時代 (TheGilded Age)であった (II章2節、訳注

[82]参照)。本稿で取り上げる資料に記載されたことがらの中からいくつかのトピック

スを取り上げ、当時の変化がどのように急速で大きなものであったか、見てみよう。

(1)運輸・交通のテクノロジー

運輸・交通の面では、運河一鉄道一自動車とめまぐるしい変遷があった(図 2) 0 ア
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Figure 2. Transportation technologies during the 19th and 20th centuries. 

Source: Historical stαtistics ofthe United States， millennial edition， Vol. 4(2006)， Table Df339柑342，
Df684叩689，Df874-881， and Df927-955. 

1995 50 50 1830 

。

メリカの内陸運河の時代は 1850年頃には終わり、それと入れ替わるように鉄道網の密

とりわけ、 1890年前後の鉄道の進展はめざましかった。まっていった。度が急速に

(関 3)。オハイオーエリー運河は、 1827年に部ケンタッキーでも状況は同様で、あった

(Scheiber には早々と運河としての役割を終えた分的に航行を開始したが、 1861

ルイヴイルーナシュヴイル鉄道は、 1850年に設立され、南北戦争中の物1969)0 また、

ニューオーリン資輸送やケンタッキーを含む沿線地域の発展に大きな役割を果たし、

(Klein 1972) 0 ズにまで路線を延長した時期もあったが、 1982年には閉鎖されている

の普及が始まっていた。その頃には自20世紀初頭に鉄道は最盛期を迎えるが、

していたセンプルでケンタッキーの山間に住む人々を丹念に調1900年頃、

カリフォルニアの断層を見て回り、わずか20年余り後には、(Semple 1901)が、

の住所を教えて(Worcester， Massachusetts) ピュイックを運転する級友にウースター

3節、訳注[9]をE 時の車の普及率(千人当たり 87.3台、いるO もっとも、 1920

参照)からすると、女性、それも 60歳を超えた女性で車を所有し乗り回す入はそれほ

Q
U
 

問

hυつ、υ

ど多くなかったであろう O
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¥Ohio-Erie Canal (1827・61)

'"  Louisville-Nashville Railroad (1884) 
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院勿勿~ Louisiana Purchase from France (1803) 

.. Center 01 Populalion (June 1st 1890) 己立辺

図3 センプルの手紙で言及されている主要な地名および関連する

Figure 3. Place names appearing in Semple's letters and the related sites. 

Source: rアメリカ壁史地図j(2003) (η~e Routlegde atlαs of Americαn history， fourth edition); Ohio 
cαnα1 em (1969); History of the Lou'isville & Mαsh:villeγ'ailToad (1972). 

(2)高等教育

図4に、 と移士と博士号の取得状況をグラフで示している O アメリカで、男子

に約200年遅れて、最初の女子学生が大学に入学を認められたのは、 1837年のこ

とであった (Newcomer1959: 5) 0 センプルが学んだ、ヴァッサー・カレッジ

の中では比較的早い1861年に創立されている (II章2節、訳注[67]参頬)0 19世紀後半

の時期は、大学入学はごく限られた人たちのものであったし、女性の場合、裕福で教

育に熱心な進歩的な家虎の子供でなければ、かなわないことであった。 1930年代以降、

大学への進学が増え始め、現在では学部学生の半数以上を るに至っている。

修士の状況も同様であるが、いっそう数が限られる o 1891年にセンプルが惨士号を

取得したことは、女性としてはきわめて希有なことであった。修士号も、

女性の取得者が男性のそれを上回っているが、 は依然として男性擾位の状況が

続いている O 後年シカゴ大学教授となるマイラ e レイノルズ

1895年にシカゴ大学で博士号(英文学)を取得したのは、
、
ぺ
Jj，
 

l
 

つ
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(3)高級総合誌

1885年に10万部以上発行されている総合誌の数と総発行部数は 4誌で60万部未満で

あったが、 1905年には合計20誌で550万部以上へと大幅に増加した (Mott1957: 8) 0 

この背景には、さまざまな性格の雑誌の発刊や安価な雑誌の登場のほか、読者層の拡

大などの要因があるO 本稿で取り上げる資料で言及されたり、 Ratzel(1893)で引用さ

れた雑誌はいずれも、当時のいわゆる高級総合誌であった:社会や政治に関わる論争

に積極的に加わった η~e North Ameバcαη Review(1815~ )やTheCentuγ'yMαgαzine 

(1881~ )、よりニュース志向の強いTheForum (1886~ )や TheAγωα (1889~190旬、伝

統的に文化・文学の比重が高いTheAtlantic Monthly (1857 ~ )、後発でより安価なηw

Sc付加内Mαgαzine(1887 ~ 1939)。これらのうち、南北戦争以前に創刊された最も古い

雑誌の一つTheNoγthAmeバωη Reviewはニューイングランドの知性の精華とも言わ

れ、アメリカ思想、に関する記事を多く掲載していた (Tebbeland Zuckerman 1991:12) 0 

ラッツェルも同誌を誉めている (Ratzel1893: 697) 0 なお、 ηwCentury Mαgαzineや

The Scγ'ibe1'・'sMαgαzineはイラスト付き雑誌で、美しい挿絵や木版画が添えられてい

るO

これらの雑誌には、マーク・トウェーン (MarkTwin)の小説も、ルーズヴェルト

(Theodore Roosevelt)の政治的提言も、また、ダーウィン (CharlesDarwin)の進化

論論争も掲載されているし、アガシ (LouisAgassiz) による自然史研究のシリーズも

登場する O 南北戦争の歴史的回顧やコロンブス (ChristopherColumbus)のアメリカ

発見から400年周年の記事も掲載されているO まさに総合誌であった。興味深いのは、

学術論文も数多く掲載されていることである O 学会制度が確立する以前の時期、まだ

独自の学会誌を持たなかった学問領域では、研究論文の公表先としてこうした雑誌が

利用されていたのであろう O 高級総合誌の読者層は、学者集団とも重複するようなレ

ベルの高い知識層であったことが伺える O

(4)社会の動乱と科学の変革

他方、南北戦争後の南部問題や黒人問題の深刻化とともに、アメリカ国民の定義と

もかかわる人積問題への関心の高まりや1898年の米商戦争につながる帝国主義的な海

外進出の動きなどが明確になったのも、この時期の特放である(フランクリン 1978:

つ'“
p
h
u
 

つ、
u



303-301; 2005: 113-139) 0資本主義社会が成熟し労働者階級が形成される過程で¥

白人と黒人との厳しい競合が生まれたり、黒人を階級制度で縛るという帝国主義に固

有の要素も顕在化する O こうしたことと深く関わるのが、 1870年代以降の黒人に対す

るリンチ事件の頻発や、 19世紀末における白人優位の人種隔離体制の確立である O リ

ンチ事件の横行は、センプルもラッツェル宛て書簡で取り上げているが、 1890年代初

めころには合衆国全体で年間200人を超える犠牲者が出た。これをピークに徐々に減

少してゆくが、被害者の約3/4以上が黒人であった (National Association for the 

Advancement of Colored People: 1919) (図 5) 0 リンチ事件の分布は、黒人人口率の高

い南部諸ナ1'1に傭っていたが、中西部にも広く及び、センプルの住んでいたケンタッキ

ーも事件発生の多い州であった。(図 6)0

19世紀から 20世紀にかけて社会全体が大きく揺れ動くなかで、学問の世界でも、

教から科学への参照枠の移行が進行する O その大きなきっかけの一つが、 1856年に発

されたダーウインの『種の起源Jであった(松永 1996)0進化論の影響は生物学を

はじめとする自然科学の諸分野だけでなく、広く社会にも及んだ。諸科学の成果を折

衷して人間の進化の到達点に自分たちを置こうとするニューイングランド知識層たち

の人種差別主義や、誰を、また、どの人離を とみなすかというナショナル・アイ

デンテイティをめぐる議論も、こうした進化論の影響と無縁ではない (Gelfand1954: 

39; Livingstone 1984) 0 

persons 

200 

100 

O 
1889 

図5 リンチ被害者数の推移

White: 702 Colored: 2，522 

Male (691) Male (2，472) 

Female (50) 

。。 10 1918 
year 

Figure 5. Number ofwhite and colored persons lynched in United States， 1889 -1918. 
Source: Thirty yeaγ.S of lynching加 theUnited Stαtes， 1889-1918 (1919)， Table No.l (p.29). 
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最後に、この動乱の時代に見落とせない要素を挙げておく O それは急速な諸変化へ

の反動のように、伝統的な社会的価値と調和するような秩序だ、った認識世界を求める

保守主義が根強く見られたことである O しがたって、そうした人々の願いに学問的根

拠をもって応えることが望まれ、支持される状況も確かに存在したであろう O この時

代の科学および学者については、 6節と 7節で詳述することにするO

このような社会も科学も大きく揺れる時代のなかで、ラッツェルとセンプルはそれぞ

れ、どのような立場で地理学研究を行っていたのであろうか。次の 3節と 4節では、

ラッツェルとセンフ。ル、それぞれがどのような地理学的分析や考察を行っていたか、

センプル書簡に登場するアメリカ合衆国のさまざまなトピックスを中心に検討する O

この作業は、センプルからラッツェルへ何が提供されたか、また、センプル自身がど

のように研究を出発させたかというニつの閣を明らかにすることにもつながる。
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Figure 6. Regional distribution ofpersons lynched in the United States， 1889 -1918. 
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表 3 センプルの書簡の記載内容とラッツェルのAmerika(1893)の記載内容の対照表

Table 3. Correspondence between the accounts of Semple's letters and Ratzel's Amerikα 

(1893) 

Semple's letters 

1-al黒人と生命保険について

(JanuaりJ2， 1983， pp，2・7;

JanuaりJ30， 1893， pp.l幽5)

Ratzel's Amerikα(1893) 

ノレイヴイル在住の εllenC. Semple嬢の協力に謝辞。(序) IS. VII 

f生命保険では、白人からよりも黒人やムラートからよ IS.274

り高い保験料を徴収する。死亡数の多さが劣悪な生活環1-275

境だけによるものではなく、経済的に恵まれた境遇にい

る黒人しか生命保険をかけることができない。j

f私の手元には、大変優秀なアメリカの生命保験につい

ての報告が2，3ある。それらはすべて、黒人が生命保

険を掛けることへの反感・嫌悪を示している。いずれのIS.274

場合もその動機は詞じである:黒人の寿命は白人のそれ!柵275

よりも短いと評価されるからである。原因として、一部

には、生来の病気がちな体質が、また、一部には、彼ら

の生活様式や環境の不健全さが挙げられている。頻繁に

みられる挟病とし℃、結核とリューマチが挙げられてい

る。ところで、黒人は、通常、直系の先祖の寿命と健康

状態について規定された情報を確実に自答できないので

ある。そのため、あっさりと申し込みを却下されるので

ある。第X輩黒人、 f増加、出生、死亡j)

l-b 1 rマクガイア氏からの手紙 Ir西部のある褒秀な生命保険外務員が、このことならびIS.274

(January 2， 1983， p.2) に黒人の生命保険に対する合衆国憲法の第 15修正との関ト275

係について、次のように書いている :W幸いなことに、全

ての生命保険会社が所有しております統計表によれば、

Maguire's letter written in 一つの人種としての黒人人種が白人人種よりも短命であ

December 27， 1892， pp.l・2. ることを裏付ける確かな証拠が見られます。自然の法員IJ

が人間の作った法律の執行を租止していることは明らか

です。 ~j 第X意黒人、「増加、出生、死亡j)

2-a I r黒人問題について審かれ i可能性がある文献
た非常に護れた論文 1(I) Walker， R. (1891) :The ωlored race of the U出edStates.1 S.272 

Uanuary 2， 1983， pp.l・2) ITh氾 Forum， V 01.11. p.50 1・509.(p.502を引用)

I (2) Mayo， A. D. (1890) : Progress of the Negro. Forum， X， I S.292 
p.335・345.(p.345を引用(3)その他(表参照)

(第X章黒人、 f増加、出生、死亡j、fムラートJ)

2:"bT r Ã~~-';~嘉正嘉義語瓦込栗又る1H;ff~~~: -F.-工“(1892)了示talstatistiぶ石iぶNegro.子h;rS五f
寿命と増加についてのとても役IArena，Vo1.5， No.5， pp.529・542.

に立つ論文第X掌黒人、「増加、出生、死亡j)

(JanuQ1ア2，1893， P却 i
2:..-;rÁ謹語ゐ)長高記るl，\ぞ“幽幽働岨岬 rij~ヲ民話語ζ語長子会:2iEiiiLU言語ス語語~ 7J>区長持.292
UanuaりJ2， 1893， pp.9ぺ0;

JanuaりJ30， 1893， p.5) 

「ゲイジ氏j

Oanuary 2， 1893， p.l) 

血人口率や黒人とムラートの能力についての論述を引用。 1・293

序:G. W. Gage博士の協力に謝辞。 IS.294

(第X章黒人、「ムラートj)1 S.VII 
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表3 (続的

Table 3. (Continued) 

Semple's lett町 S

2-dl rタ剛一jレと羽の私斉IJJ
(January 2， 1893， p.ll) 

fケイブルの論文j と

「グレイヂィの返答j

Ratzel's Amerika (1893) 

黒人に対するリンチの横行について。関連して、 2論文IS.283

を引用:George W. Cable (1885):ηle Freedman's case in 

equity. The Centwy Magazine， Vo1.29， No.3， pp.409・418.
Henry W. Grady (1885): In plain Black and White: a reply 

(]anuary 2，1893， p.12) Ito Mr. Cable. The Century Magazine， Vo1.29， No.6， 
1 pp.909・917. 第X章黒人、「黒人の政治的権利J)

2~-eTrダがj二語義}と:~，る議五働岨 1~ミスエミY三下五ぷ長ぶ1;:ふIv' '"(1長工五語話芸欄r;;rsゴ85
(J印刷Iγ2，1893， 12) タッキーのイギリス聖公会の司教が述べているj として

引用。 Dudley，T. U. (1885): How shall we help the Negro? 

The Century Mag，田 ine，Vo1.30， No.2， 1885， p.273-280. 
(第X章黒人、 f黒人の教育J)

3-al西部の人々の類型について I r西部では、・・・カンザス、アイオワ、アーカンソー、 IS.713
C1anuary 2， 1893， pp.14ぺ5) テキサスといった辺境の地はどこも、最初は、きちんと

管璃された東部諸州の規出や習慣が性に合わない大勢の

人たちの駆け込み場所であった。さまざまな犯罪者は、

自分自身しか頼ることのできない、この広大な地に、本

質的な故郷を見いだしたのである。他方、雇用主主?持た

ない、落ち着きのない人々がどこかに定着しようとやっ

てきて、彼らに加わった。また、第三の集団として、大

勢の商人や古物商がこの社会に押しかけてきて、財産や

生命の危うさや不快な経験を壊め合わせるような巨利を

得ようとしたのである。こうした巨利の獲得は文明の周

縁の地では頻繁に起こりうるものなのである。この変化

が大きく不自由なことも多い慌ただしさが、人々を矯正

したことは明らかである。彼らは、初めて、必要なこと

を辛抱強く行うことを学んだのである。J

(第XXVI章国民と社会、「社会J)

3~bT語蔀ど東蔀め語家とー事ーーーー司司網 -r-r語証話正反， I託証rn:J!G石毛三万五蚕正記ぎ証主王rS.-il-i 
人々の気質 |な社会階謹がある。合衆国の地方ごとに、教養や風俗習I-712 
(J剖uary30， 1893， ppふ7) 慣、富、労働の分業などについて記述することが可能だ

とすれば、東から西へ頼に、 3つの文化地帯を明瞭に見

てとることができょう:最も高度に文化が発達している

北東部地帯、五大湖ーオハイオーミシシッピにかけての

中間地帯、新しい文化の見られる西部地帯。これらの文

化地帯と人口密度帯、さらに経済地域の簡には、密接な

関係がある・・・ここでは、これら 3つの地帯の主な

特徴、とくにアメリカ的な特徴や頭部的な特徴を、手短

に取り上げる。

東部の最も歴史の古い諸州、とくにニューイングラン

ド諸外!には、ヨーロッパの生活の最良の面を思い起こさ

せるような多くの特徴が見られる。教養と富の中心から

離れるほど、アメリカ社会は一嵐変わった特徴を強く示

すようになる。第XXVI章 国民と社会、「社会J)
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Semple's letters Ratzel's Amerika (1893) 

3-c grandとし可否葉 「文化の産物、とりわけ、理念的な領域の産物のなかで S.725 

Oanuary 30， 1893， pp.5-6) は、短期間で作り出されたもの、小さいもの、断片的な

ものが大半を占めている。一部には文化の歴史の浅さゆ

えから生じるエネルギーの発散により、また一部にはア

メリカ国民の生来の個人主義により作り出された産物の

特徴が社会や政治の領域で見られる。それと対燕的に自

につくのが、事業企踊が大規模なものや統合を静む傾向

である。その証拠に、能力を大きく示したり、暴力的な

エネルギーを制御してみたり、といったことが見られる。J

fこの国では、・・・個人が非常に大きなことを構想、をし

たり、並はずれた努力を傾けることはたやすいようであ S.728 

る0 ・・・こういう傾向は、都市景観においても顕著であ 幽729.

る。たEえばニューヨークでは、長い間、カソリック大

聖堂に次いで大きくて壮麗な大理石建造物は、反物を扱

う大きな高j苫で、あった・・これは都市だけのことでは

ない。山中の人気のある場所や、・・・南部の保養地など、

-大きな旅館や指では、過度な者{多品を備え付けて

おり・・・人々は、その周辺の美しさよりはむしろ、そ

の建物の壮麗さ (Granz)ゆえに、そうした宿を訪れるの

である 0 ・・・アメリカ人のうらやむべき若さの中には、

並はずれたことや言語道断なこと、また、センセーショ

ナルなことへの関心が存在する。問様に、そのほかの事

柄では、「大きな事Jへの忠向性があるが、これはほとん

ど子供じみたものである。より臆史の古い民族である我

々ヨーロッパ人はキリストの子であり、事業の才を持つ

たアメリカ人とは違い、巨大なポスターや特効薬、アメ

リカのサーカス王であるパーナム的な人目を惑わせるも

のには、抵抗がある。ここに挙げたようなものは、アメ

リカ人にとって、心地よい輿奮をさそうものであり、そ

の豊富な典型ーたとえば、逮郊や山中のような人里離れ

たところに立つ大きな企業広告ーもまた、北アメリカの

暮らしの顕著な特徴の一つである。いささかグ、ロテスク

であるが、アメリカ人はそれが不快でないのである。j

(第XXVI章 国民と社会、 f文化景観J)

4 自然描写の作家たち、 fアメリカ合衆国の今の世代の詩人や作家の中には、 S.173 

ジョン・1¥ロウズ、と WOutdoor World~ を好む人たちがいる。今回、最もよく -174 

チャーJレズ・c・アポット 読まれているのは、1.Burroughsとc.C. Abbotである。j

Oanuary 30， 1893， pp.7θ) (脚注:J. Burroughsでは、たとえば、 Thewake Robinや

Friend's leUer written in W inter sunshine、Freshfields。また、c.C. Abbotでは、た

February 12， 1892， pp.l・4. とえば、 Wastelandwanderingsや Uplandand meadow) J 

f自然愛では、この国民性の新しい出が拓かれている。 S.l72 

アングロサクソン系の祖先の遺産は、そっくりそのまま
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表3 (統的

Table 3. (Continued) 

Semple's letters 

5 Iオハイオーエリー運河

C1anuary 2， 1893， p.13) 

6-a I r趨勢調査報告j
Oanuary 2， 1893， p.llぺ2;

February 11， 1893; 

February 19. 1893. pp.ト2)

VI (Report on manufacturing 

industries， Part 1， II，加d

III. 1895) 

VII (Report on mineral 

industries， 1892) 

vm (Report on population and 

Ratzel's Amerika (1893) 

受け継がれている。そうした自然愛には、健全さや教罰11

的なところがある。新しい盟で精神的に環境になじむこ

とやその閣と精神的に結びつくこと、つまりより高度な

意識で住み填れることは、自然愛を通じてより容易にな

るのである。未だ手つかずの天然資源、を大がかりに搾取

することに必然的に伴う自然の荒療や浪費が和らげられ

るのである。こうした自然感覚は、まず最初に、少なか

らぬドイツ移民の簡で芽生えたのである。j

f学術の分野でもまた、イギリスやスコットランド的なIS.174

ものを模範として、 f嵐景』が評価されている。その証拠

は、 HaydensのThegreat West( 1880)である。これは、主

としてすばらしい風景を大勢の読者に紹介しようとする

本であり、啓豪的な役観を果たしていた。アメリカ人の

手で書かれた最良の合衆国の地理である、 J.D.Whitneyの

United States (1889)が「風景画j的な 1意を含んでいるこ

ともまた、特徴的である。普通、ヨーロッパの地理学で

は、こうした例は見られない。j

(第 VI章 自然と国民性)

「近年、熱意を持って発表された唯一の河川運河計闘は、 IS.553

エリーーオハイオ運河であるが、運河網の結合度を上げ

るものでない以上、州政府の援助を得て、ペンシルヴェ

ニアの民間資本で建設されることになろう。オハイオの

公共事業委員会による調査によると、エヲーーオハイオ

運河は、 Conneaut (湖)経由でどッツパーグとエリー湖を

結びつけようとするものである。この計画は、ピッツパ

ーグの石炭業界や鉄鋼業界から生まれた・・・ j

(第XXI章 交通路と交通手段、 f五大湖地方の運荷J)

Census Bulletin， No.32: Distribution in ac∞rdance with mean 1 S .145 
annual rainfall. (Februarγ24，1890 

Census Bulletin， No・48:The white and ∞lored population orl S.270 
the South: 1890. (ApriI7， 1891) 

Census β伽制削ul/必eti力夙f担F

1891) 

Celωβ制ullet仰ti，防i，ρ夙f，
count.. (November 28，1891) 

Census Bulletin， No.194: Population by ∞lor， s札制 IS.270 

general nativity: 1890. (June 22， 1892) 

resources 01 Alaska， 1893) I Census Bulletin， No.352: Nativity and parentage of prisoners I S.VlI 
IX (Report on statistics 01 I and paupers. (February 9， 1893) 
churches in the United I R伊例 on mineral I1伽 tlか削肘附rげバ巾aゴゴ匂ieω!匂e
States， 1894) I Eleventh Census. Vol. 7. (1892) 

6~br-Fぶ1\ニLl・p.示こよる;ふ}完了幽幽陶 1ヨ予ジ下ジふf己ンミ二下.p 了ぷ二長二瓦二詰瓦ー制帽面)-r s.-yil--
(February 11， 1893) I (Porter氏は、第 11侶センサスの長官(任期は April 17， 

1889・July31， 1893) ) 
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3.センプルからラッツェルへ

ラッツェル宛ての 3通の書簡に書かれているさまざまな事柄は、その文面から、ラ

ッツェルがセンプルに問い合わせたり依頼したものであることがわかるO センプルが

最初にライブチヒ留学していた1892年の夏学期、ラッツェルは、アメリカ合衆国につ

いての講義を行っている(立章2節、訳注[2]を参照)。翌1893年、ラッツェルは“Die

Veγeinigten Stααten von Ameγ北α，ZweiteγBαnd. Politische und Wiγtschafts“ 

Geogγαphie" (Ratzel 1893)を刊行している o 1873伺1875年にアメリカ旅行をし、“Die

Veγeinigten Stααten von Ameパkα，Eγ'steγBαnd.Physikalische Geogγα，phie und 

Natuγ'chαγαkteγ" (RatzeI1878)を刊行してから後、大きく変化しているアメリカの情報

を留学生センプルを通じて入手しようと考えたとしても不思議ではない。センプルが

ラッツェルに与えた回答や情報を、ラッツェルはどのように活かしたのであろうか。

表3は、センプルの書簡中の項目毎に、 Amerikα(1893)での記載内容を整理したも

のであるO 書簡で取り上げられた主要な話題のほとんどが、ラッツェルの著書に活用

されているO センプルの書簡が大切に保管されていたのは、やはりラッツェルにとっ

て価値があったからであろう O 以下では、主な項目について内容を検討するO

(1)黒人の生命保険

ラッツェルは、この問題について、黒人の死亡率の高さや劣悪な疾病状況を踏まえ

て、保険会社が黒人と契約を結びたがらない事情は正当なことと認めているO センプ

ルが開き取り調査に出向いたマクガイア氏の手紙から引用しつつ、合衆国では、保険

料に関する差別を禁ずる法律(人間の作った法律)が制定されているにもかかわらず、

権患率や死亡率の高さ(自然の法則)がそれを遮っていることを、好ましく受け止め

ている O

ラッツェルが黒人の疾病や死亡に関する統計に熱心なのは、人類学的な関心の強さ

からであろう o 1890年当時の白人と黒人とアメリカ・インデイアンの死因を詑較する

と(図 7)、いずれも肺病が最大の死因であるが、圧倒的に肺病での死亡が多いのがア

メリカ・インデイアンである O 肺病による黒人の死亡も白人のそれの約1.5倍であるO

白人は肺病についで神経性疾患による死亡が多いが、黒人では肺炎が多い。また、当

時は、黒人の死亡率、とりわけ乳幼児死亡率が高かったため、アメリカ・インデイア
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* includes 1，113 Chinese. 

図7 人種別の主な死亡原因と

per 1 ，000 deaths 

200豆一<

100 豆一<200 
50 ;;三一<100 

25 ~ -< 50 
10嘉一<25 

O 豆一<10 

Figure 7. Number of deaths and the proportion reported as due to each of certain causes 
during the census year， per 1，000 deaths from all known causes， among the whites，the 
colored and the American Indians. 

Source: Report on vitalαnd social stαtistics in thθUnited Stαtesαt the Eleventh Census: 1890， Vol. 6 

(1896)， p.31. 

ン同様、黒人は消滅してゆくという予想もあった (Hoffman1892) (立章 2節、訳注

[13]を参照)0 確かに 19世紀末ころは、黒人の死亡率が白人のそれを上回っていたが、

次第に差が縮小し、近年は、やや逆転するまでになっている(図 8)0白人も黒人も、

現在に歪るまで人口増加が続いている(図 9)0ただし、これについては、出生・死亡

という自然動態だけでなく、移民の要素を含めて検討する必要がある。

黒人の生命保険に関するラッツェルの記述からは、黒人への反感や嫌悪があからさ

まに伺える O こうしたラッツェルの黒人観は、“ReisebilderαusLibeγ的"(Buttikofer 

1890)を論じた書評でも明確であるO 黒人をクリスチャンに教化する役割を担うのが優

れた白人である O 黒人は自分たちの労働に適した地である植民地にいて、ヨーロッパ

もしくは合衆国によって管理されることこそが、彼らの真の解放につながるのだと、

帝国主義を正当化している (Ratzel1892)0 

ところで、センプルとラッツェルが問題にしている生命保険は、まさに近代的なシ
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図8 死亡率の推移

Figure 8. Changes in mortality in the United States: 1850鵬 1998.

* non White (until1950) and Black (since 1960). 
Source:Hおtoバcalstαtist'ics ofthe United States， millennial edition， Vol. 1 (2006)， Table Ab952-987， 

and Ab912-927. 
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ステムである(スタルソン 1981)。合衆国で最初の保険会社が設立されたのが、 1759

年である O その後、徐々に保険会社も保険の種類も増加していったが、 1890年頃の合

衆国には、まだそれほど多くの保険会社が設立されてはいなかった(図10)0センプル

の書簡に登場する 3社はいずれも比較的早い時期に設立されたものであり、それらの

うち、ニューヨーク生命保険とジョン・ハンコック生命保険は、現在では有数の大規

模な会社となっている (II章2節、訳注[5]， [10]， [38]を参照)01884年にはマサチュー

セッツ州、 1889年にはニューヨークナHで、保険料の差別を禁止する法律が制定されて

いる(五章 2節、訳注[9]を参照)。このことについて、センブルは、黒人への政治家の

ご機嫌取りとする穿った捉え方を示しているものの、生命保険における平等の追求と

しては、非常に早い試みであった。こうした合衆国の動向を踏まえると、様々な人種

の共存する国で深刻化する可能性のある問題として、人種間の死亡率の違いやそれと

関わる保険料設定に自を付けたのは、ラッツェルの慧、娘と評価できるO

(2)黒人問題についての論文

センプルからラッツェル宛てに送付された雑誌論文のうち、特定できたケイブル

(Cabel 1885)、グレイデイ (Grady1885)、ダドリー (Dudley1885)およびホフマン

(Hoffman 1892)の論文はいずれも、 Ameγ伐α(1893)で引用されているし、これらの

他に問書で引用している黒人問題の雑誌論文2編 (Mayo1890; Walker 1891)も、セン

2.000，・・

1.000，・・・・..

O 

1759 1800 50 1900 50 
year 

①Mutualしifelnsurance of New York was founded in 1841. 
②WashingtonしifeInsurance was founded in 1860. 

③John Hancock Mutual Ins町 ancewas founded in 1862. 

図10 合衆国の保険会社数の推移

1998 

Figure 10. Changes in number of life insurance companies in the United States: 1759 -1998. 
Source: Historical stαtistics of the United States， millennial editio叫Vol.3 (2006)， Table Cj713-722. 
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表4 黒人問題に関する主な雑誌論文 (1881年-1893 

Table 4. Articles on Negro problem appearing in m母orAmerican magazines (1881蜘1893)

Semple I R a tze I 

が書簡|が

で言及 IAmerika 
に引用

o I 0 I.cable. Geor立eW.(1885): The Freedma出 casein equity. The Century Magazine， Vo1.:29， Noムpp.409-418.
o I 0 IGrady， Henry W~ (1885): In plain Black and White: a reply to Mr. Cable. The Century Magazine， Vo1.29， 

Noムpp.909・917.
o I 0 l!ludl帆 T.U~ (1885): How shall we help the Negro? The Century Magazine， Vol却， Noム1885，pp.273-2初.
o I 0 I!:!offman. F.し(1892):Vi凶 statisticsof the Negro. The Arena， Vo1.5， Noム1892，pp.529帽542;

ArticJe 

< Negro problemあるいはNegroquestionの語句がタイトルに含まれる論文>
Shaler， N. S. (1884): The Negro problem. The Atlantic Monthly， Vo1.54， No.325， pp.696-709. 

Scarborough， W. S. (I 891 ) :すheNegro question from the Negro's point of view. The Arena， Vo1.4， No.2， 

pp.2 1 9-222. 

Bryce，1. (1891): Thoughts on the Negro problem. The North American Review， Vo1.l53， No.421， pp.64ふ660.

Page， T. N. (1892): A Southemer on the Negro question. The North American Review， Vo1.l54， No.425， 

pp.401・413.

Watson， T. E. (1892): The Negro question in the South. The Arena， Vo1.6， No.5， pp.540δ50. 

< Negroの語句がタイトルに含まれる論文>
Gardiner， C. A.， Morgan， J. T.， Douglass， F.， Vance， Z. B.，日間is，1. C.， Greener， R. T.， Armstrong， S. c.， 

Johnson， 0.， Walworth， J. H.， and Emerson， 1. A. (1884): The future of the Negro. The North American 

Review， Vo1.l39， No.332， pp.78-99. 

Chalmers， H. H. (1881): The effects ofNegro 鈎 ffrage.The North American Review， Vol.l3えNo.291，

pp.239剛248.

Davis， N. K. (1886): The Negro in the South. The Forum， Vol.J， pp.126剛135.

Colquitt， A. H. (1887): Is the Negro vote suppressed? The Forum， Vo1.4， pp.562・571.

Hampton， W. (1888): What1'、legrosupremacy means. The Forum， Vo1.5， pp.383-395. 

Cable. G. W'-(1888): What shall the Negro Do? The Forum， Vo1.5， pp.627揃639.

Morgan， J. T. (1889): Shall トJegrom付oritiesrule? The Forum， Volムpp.586・599.

Scarborough， W. S. (1889): The future of the Negro. The Forum， Vo1.7， pp.80必9.

Godkin， E. L. (1889): The republican party and the Negro. The Forum， Vo1.7， pp.246駒257.

Synder， J. (1889): Prejudice against the Negro. The Forum， Vo1.8， pp.218網224.

Math崎ws，W. (1889): The Negro intellect. The North American Review， Vol.J49， No.392， pp.91-102. 

Shaler， N. S. (1890): The nature of the Negro. The Arena， Vol.3， No.l， pp.23-35. 

o I Mayo， A. D. (1890): The progress of tl州 egro.The Forum， Vo1.10， pp.335欄345
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プルが送付した可能性がある O アメリカの主要総合誌6誌 (TheNoγth Ameパcαη

Review、TheCentuγ'yMαgαzine、TheForum、TheAγenα、TheAtlαntic Monthly、

The Scγibeγ'sMα.gazine)一書簡で言及されるかAmerikα(1893)で引用された雑誌ー

に1880年代から書簡の書かれた1893年までに掲載された、黒人問題に関わる論文の一

覧を表4に掲げる O 当時、黒人問題が高い関心を集めていたことがこの一覧からも伺

える O 参政権など政治的平等の問題だけでなく、黒人人口増加や教化についても取り

上げられているO ケイブルは何編も論文を投稿しているほか、プライス (JamesBryce) 

など当特のイギリスの知識層を代表するような人物も執筆者となっていることが印象

的であるO
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ラツツェルは、ライブチヒに留学したアメリカ入学生ゲイジ (FrankWellington 

Gage)の博士論文 (Gage1892)の内容も、黒人の混血に関する項で参照している O

書簡の文面から、ゲイジとセンプルとラッツェルは相互に面識があったと思われるO

(3) アメリカ人気質

センプルの書簡では、西部の人々の類型、東部と西部の境界と人々の気質、さらに

grandという言葉が取り上げられているO ラッツェルは、合衆国の文化帯を区分すると

ともに、ゴールドラッシュ以後、大勢の人々が流入し変化する商部の社会と東部のニ

ューイングランドを対比して捉えている O 彼は、ニューイングランドにおけるヨーロ

ッパの文化遺産を誇りを持って賞費しているO

興味深いのは、 grandをめぐるセンプルの田答とラッツェルの記述の相違である O セ

ンプルの書簡からすると、ラッツェルの問いは、 grandという形容詞の使用頻度や流行、

地域差に関するものかと推測される O ところが、ラッツェルはAmeγ伐α(1893)の中

で、この語句を、人目を引くような大規模で表面的な華美を意味するgrand、すなわち、

壮麗さをアメリカ人気質の象徴として提示し、ヨーロッパとの違い、とくにアメリカ

人の未成熟さを指摘しているO ラッツェルの大人の間いに対し、センプルが子供のよ

うに答えたすれ違い感を受ける O 地理学者としてすでに大きな名声を得ていたラッツ

ェルと、まだ地理学の勉強を始めたばかりのセンプルとを比較するのは酷であるが、

ラッツェルの思考のほうが、センプルよりはるかに深いことが印象づけられるO なお、

センプルが留学後初めて書き上げたパナマ逮河を取り上げた論文の中で、さまざまな

列強の進出の痕が残るカリブ海地域の様相を記述した一節に、 theg盟旦.dreaches of our 

American continent (下線は筆者による)という表現があるのemple1894: 54-55)。セ

ンブワレが恩師の書Ameγ伐α(1893)に日を通した上でこのような表現をしたとすれば、

たいへん無防備で無邪気であるO

(4) 自然描写の作家たち

ラッツェルは、合衆国の文学者たちが自然をよく取り上げることに言及し、自然を描

写するアメリカの詩人や作家のなかで、ソロー (HenryDavid Thoreau) とロウエル

(James Russell Lowell)のこ人を傑出した存在と評価し、前者を自然および自然の簡

素さを唱道する隠者、後者を完壁な文学者でありアメリカで最も優れたエッセイスト
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と述べているO ラッツェルは、センプルが書き送った rOutdoor Worldjをテーマとす

る存命中の作家たちにも触れているO そのうちの一入、 C.C. Abbottの綴りは、ラッツ

ェルの表記でもセンプルの綴りと向様、末尾のtが一文字欠けているO ラッツェルはセ

ンプルの書簡をもとに原稿を執筆をしたと思われる O

ラッツェルの関心は、アメリカの文学事'1育や人気作家が誰かということよりも、自

然描写が好まれる背景を自然や風景への愛好と関係づけることに向けられている O 彼

は、新しい国家の環境に人々が精神的に結びつこうとする感覚をドイツ移民に見いだ

し、イギリス的あるいはスコットランド的風景が規範とされると指摘している O ラツ

ツェルのヨーロッパ至上主義は、こうした記述にもよく現れている O その一方で、、風

景を地理学の対象として積極的に取り上げるのは、アメリカ合衆国独自の新しい傾向

と受け止めている O

(5) オハイオーエリー運河

センブルの書簡では、詳しい運河計画が説明されていなかったが、 Ameγ北α(1893)

では、運河の経路や延長距離、幅、建設費用の見積もりなども挙げられている O オハ

イオの公共事業委員会 (II章2節、訳注[32]参照)から得られた情報が用いられている

と思われるO センプルは書簡に書いたように、おそらく、同委員会に手紙を送り、そ

の結果をラッツェルに知らせたのではないだろうか。

(6) 国際調査報告

センプルがラッツェルのために国勢調査報告を入手するいきさつについて、センプ

ルは後年、ライブチヒの教室での出来事をブジョング (AllenD. Bushng)に次のよう

に語った:ラッツェル先生は、国勢調査報告など、合衆国についての統計情報が必要

なのだとおっしゃった。当時は、そうした情報は今日のように豊富でも容易に入手で

きるものでもなかった。私は、ケンタッキーの家族のつながりを通じて、こうした資

料をすぐに入手することができた。大量に届けられた資料はラッツェル先生を驚かせ、

また喜ばせた (Bushong1961: 6)。

ライブチヒで依頼されたのか、あるいはルイヴイルに戻った後に手紙で依頼された

のか、正確ないきさつは定かではないが、一般には入手の難しい統計資料を得るため

に、センプルが奔走したことは確かである O この手助けをしたのが、ケンタッキーナi'l
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選出の下院議員カルース氏(AsherGraham Car叫h)や1890年の第11回国勢調査の長

官ポーター氏 (RobertP. Porter)であるO 政府機関で高い地位にあり特別な便宜を図

ってくれる人たちと心やすい関係にあることを、センプルは誇らしくラッツェルに伝

えているO

第11自国勢調査は、アメリカ合衆国の国情を知る上でまたとない重要な資料であっ

た。ハッキング(1999:5) は、近代国家における統計収集の充実を示す例として、ア

メリカ合衆国の第 1回国勢調査と第10回国勢調査を比較し、質問項目は約 3千倍、印

刷された数字は30万倍にも達したことを挙げているが、第11回国勢調査は、さらに充

実したものとなり、最終報告書15巻、短報380冊、統計地図を含むおびただしい出版

物が出された。人口や出生・死亡の他、農業、鉱業、工業、保険、輸送、教育など、

多様で広範な情報がさまざまなスケールや分類で集計されている O ラッツェルは、執

筆段階では短報のNo.352までを入手できたと「序」で述べるとともに、ポータ…氏に

謝意を表しているO

(7) ラッツェルにとってのアメリカ合衆国

ラッツェルが1878年に続いて、アメリカ合衆国に関する著書を再び書こうとしたの

は、北米大陸に入ったヨーロッパ移民たちがどのようにその新しい大地に根付いてい

くか、国家としてどのような成長をとげるか見極めたいという動機があった思われるO

A悦 eγ'ikα(1893:VI-VII)の「序」には、人種政策に関わる問題、とくに黒人問題につ

いては、地理学的な説明することによってより明確で理解しやすいものとなることや、

プライスがその大著“TheAmericαη Commoηwealth"(1888)のなかで地理的関子を単純

化して説明しているとの対抗意識、豊富な統計数値やそれに基づく地図の提示によっ

て地理的な把握が容易になることなどが述べられているO 経済的にも政治的にも大き

く発展するアメリカ合衆国の状況や国民を十分に理解することが、 ドイツにとって大

変有益であるといった記述から、脅威までは感じていないが、大きな新興国家の動向

に注目し、そこに国家という有機体の発展のプロセスと仕組みを読み取ろうとする

識が伺える。
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4.センプル自身の研究の展開-1893年から1903年まで-

センプル自身は、 1893年にラッツェル宛てに書簡を書いて以降、どのように自身の

研究を展開させていったであろうか。本節では、センプルの研究歴の初期の約10年開

に発表されたもののうち、初めての地理学の学術論文 (Semple1984)、ケンタッキー

でのフィールドワークに基いた論文 (Semple1901)、さらに、最初の著書 (Semple

1903)を取り上げて、 1893年の書簡で述べられた彼女の関心が、どのような形にまと

まっていったのかをたどることにするO

(1)パナマ運河とアメリカ合衆国

1893年2月19日付けの書簡で、センプルは、カリブ海にとって、 2つの海洋をつな

ぐ運河がどのような意味をもっているか、勉強を始めたところだと書いている O この

勉強の成果が、 1894年、母校で発行されているVαssarMiscellαnyに発表した初めての

学術論文である (Semple1894) 0恩師に告げたことを素夜に実践したことが伺える O

当時、フランスによるパナマ運河建設はすでに頓強していたが、合衆国は建設

してはいなかった。センプルは、パナマ地峡の自然条件が大変厳しいため、旧世界の

技術では運河建設がかなわなかったが、若くて活力のある、大きなスケール感覚を持

った国、すなわち、アメリカ合衆国ならば可能であると述べている (Semple1894: 56-

57)0センプルの国際情勢や政治・軍事に対する強い関心のほか、合衆国の海外進出へ

の期待が伺えるO

なお、スケール感覚の大きさは、センプルにとってアメリカの典型的な特質の一つ

であったらしく、西部の人たちの気質についても、同様の記述をしている (Semple

1903:243“244)0 

(2) フィールドワーク

センブルが1901年に発表した論文 (Semple1901)は、およそ200年もの問、ケンタ

ッキーの山の中でほとんど孤立状態にあったアングロ・サクソン集団を対象にしたも

のである O 得意な乗馬で350マイル以上の踏査旅行をするなど、丹念な現地調査や詳

細な観察に基づいた論文であったO それまで発表した数編の論文 (Semple1897a， 

1897b， 1898， 1899a， 1899b， 1900)がいずれもラッツェルに学んだ、ことに却した内容であ

ったのに対し、この論文は、フィールドワークを駆使した、全く性格の異なるもので
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あった。これは、センプルにとって研究の新しい面を拓いただけでなく、当時のアメ

リカの人文地理学にとっても新しいものであった。当時、アメリカ地理学界で中心的

な立場にいた地形学者のデイヴィス (William班orrisDavis) らは、自然地理学同様、

人文地理学もフィールドワークに基づく科学として確立しようと強く目指しており、

センプルの論文は、待望される研究としてタイミングよく登場したのであった

(James et al. 1983: 30ω31)0 

ただし、この論文の成功は、綿密な参与観察という手法だけでなく、特殊な孤立地

域集団を対象に選んだ点にあると指摘されている (Gelfad1954: 33) 0 

(3)人種観

パナマ運河の論文では、センプルの人種観も鮮明に示されている O より低い地位に

ある人種との混血に対するアングロ・サクソン人の反発を賢明なものと評価し、アメ

リカ・インデイアンの殺裁や稿離、黒人の社会的排除を している O 一方で、、ラテ

ン・アメリカにおけるヨー口ッパ人とアメリカ・インデイアンや黒人との混血による

新しいエスニック集団の登場を指摘しているが、その将来には必ずしも楽観的ではな

い (Semple1894: 56-57) 0 

最初の著書のなかでは、彼女の修士論文でも取り上げた奴隷制について、アメリカ

の土壌と気候の面から論じ、媛かくて湿潤な、人々を消耗させるような気候の沖積谷

と肥沃な海岸平野をもっ南部は、奴隷労働に支えられたプランテーションに好適な地

理的条件を有すると見なしている O ここでは、奴隷制は、経済的にも倫理的にも適切

なものとして是認されている (Semple1903: 280) 0 

センプルに強面な入手重差別主義的傾向があること、すなわち、その他の人種に比べ

て、アングロ・サクソン人やドイツ人を卓越して優秀とみなす観点があったことは、

ゲルファンド (LawrenceGelfand) も指摘している (Gelfand1954: 39) 0 これがラッツ

ェルの影響なのかセンプル本来のものなのかはともかくとして、 19世紀末から20世紀

初頭、合衆国の知識層の間でこうした観点が一般的であったことも事実であるO もっ

とも、ラッツェルがドイツ・イギリスなどのヨーロッパ至上主義にたって、新興のア

メリカ合衆国を低く見ているのに対し、センプルはヨーロッパの伝統を基礎に発展す

るアメリカを中心に据え、ラテン系などをより低く見ている O
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(4)進化論的な考え方

センプルは、ラッツェルの国家有機体説の危うさに気づいて避けていると見るむき

もあるが (Wanklyn1961: 32-33)、アメリカの発展の歴史をヨーロッパ文明の要素と関

連づけて論じた一節では、国家を生物の進化にたとえており、国家有機体説ととれる

記述をしている:座の中にある一つの国は、人間の胎児と同様、その親宮代の段階に

進化するまで、より低い発達段階のすべてを急速に経るのである (Semple1903: 337) 0 

脹の中にある一つの閣とはアメリカ合衆国のことであり、親世代の段階とはヨーロッ

パをさす。植民地時代のアメリカでは、ヨーロッパ文明の諸要素と環境とが成長の大

きな因子であったが、広大な野生の自然に対応してやや原始的な生活様式に後退せざ

るを得ない経験もした。けれども、その経験を通じて、新しい適応の秩序を作り出し、

より高度な発展を達成したとセンプルは述べている O ヨーロッパ文明を最良の資産と

認めつつも、アメリカ独自の発展プロセスを誇りとするセンプルの自負が伺えるO

(5)センプルの研究の特質

センプルの研究の方法論や立場は、ラッツェルの人類地理学の枠組みにおおむね沿

うものであるO しかもラッツェルの思考よりも範囲が狭かったり浅かったり、幼さす

ら感じる要素が見受けられるO ラッツェルの方法を大事にしすぎるあまりに、妥当な

説明範閣を超えた論の行きすぎもあるO また、環境決定論という単純な説明間式が当

てはまる現象はそれほど多くはなかったため、センプルはきわめて反証されやすい議

論をしていたことも事実であるO もっとも、単純化した説明ゆえに、従来あまり

が払われることの無かった地理的な諸国子が人間社会の歴史に大きな影響を与えてい

ることを、さまざまな社会科学の分野の研究者たちにわかりやすく示すことができた

とも言える (Gelfand1954: 41) 0 

センプル独自の研究スタイルは、フィールドワークの援用にあったと思われる O こ

の資質は、恩師のためにあちこちの生命保険会社の外務員に聞き取りに出向いたり、

知り合いに依頼して、 な統計資料を入手しようと奔走したりといったところにも

伺える O 活発で社交的なセンプル家のお嬢さんが活躍する様子が想像できる O 後には、

ケンターッキーの山中を馬を乗り回して調査したり、車を駆って西海岸を丹念に踏査

しでもいるO また、 1911-12年には、友人たちと長期の世界旅行に出かける もあ
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った。夏には山中にテントを張り、自然の中で一人で過ごす習慣であったという O 子

供時代からのテニス好き・乗馬好きといったアウトドア派の一面は、大人になってか

らの生活や研究にも反映されているO ラッツェルの方法論の枠から離れて展開する鍵

は、こういった方面にあったかもしれない。

しかし、センプルは結局、ラッツェルの枠を大きく出ることはなかった。センプル

の研究が大変精力的ではあったけれど、伸び切れなさを抱えていたのはなぜだろう O

これについて、センプルの周囲にいた人々との関わりという身近な側面と彼女が生き

た時代の特質という側面とから検討してみよう O

5.センプんをとりまく人々

地理学界以外では、センプルは身近に接する人たちとどのような関わり合いをもっ

ていたのであろうか。そうした人々も、センプルの価値観や生き方を方向付ける上で、

有形無形に大きな影響を与えていたのではないだろうか。

(1)家族

センプルの父は、ボーダーナト!というケンタッキー州の位置ゆえに南部へも北部へも

兵器などの物資を供給し、南北戦争で莫大な利益を上げた兵器商であった (Jameset 

al. 1971: Vo1.3， 260-262; Bushong 1984; James et al.1983; Garraty and Carnes 1999: Vo1.3， 

637-638) (悶 1) 0 このセンプル家の豊かな財政基盤が後のセンプルの自由な活動を保

障することになった。他方、父は家を出て別居し、幼少期(センプル8歳)には亡く

なってしまう O センブルの成長にとって、父の築いた財産の由来や家族構成が彼女の

心に影を落とすことはなかったのであろうか。

母は、センプルの表現によれば、子供たちに最高のものを与える一方で、子供たち

からも最良の成果を求める人であった (Semple1903:献若手)0 センプルと母との紳は終

生強かったようであるが、この母と恩師ラッツェルをセンプルは同じ年(1904) に失

つO

兄姉の中では、評訟でも言及される姉パテイの存在を見過ごすことはできない。彼

女はヴァッサー・カレッジに学んだ後(1868-71年まで在学)、ルイヴイルに戻り、セ

ンプルもそこで教えることになる学校を開設しただけでなく、 1890年には婦人クラブ
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を創立し、初代会長となったとされる O 組織運営の手腕だけでなく人望も厚かった女

性なのであろう O また、同窓生通信には、パテイの孫の名前が出てくるところからす

ると、結婚し子供にも恵まれたと推測される O ルイヴイル社会にしっかり腰を下ろし、

名士夫人として活躍する姿が想像される O このパテイには、文才もかなりあったらし

く、 TheAtlαntic Monthlyという一流の全国誌に 2編の小説を発表している (Semple，

P. B. 1887; 1888) 0 いずれもケンタッキーを舞台にしたものである O ルイヴイル上流社

会での交際や姉の学校の手伝いで日々を過ごすセンプルにとって、ヴァッサ}・カレ

ッジ卒業後の年月はかなり退属であったことは想像に難くない。女性の社会的活動に

制約の大きかった時代に、それなりの活動成果を挙げつつ、著作が世に出るという快

も成し遂げ、家庭も持つという姉を、センプルはどのように見ていたか。姉妹の間

の敬愛だけではなく、羨望や焦りといった気持ちがまったくなかったと言えるだろう

か。未婚の女性にとって社会的に認められる職業機会が教師の他にそれほど多くはな

かった時代に、センプルが、自分は姉とは別の分野で異なるやり方で自己を確立した

い思いを強く持ったとしても不思議で、はない。

(2) ルイヴイルの人々

ルイヴイルでの退屈な毎日を刺激する要素が、男女を間わず教養豊かな人々との親

しい交流であった (Colby1933: 231) 0 センプルの交友圏にいたのは、ルイヴイルの歴

史を作るような役割を担っている上流社会の人々であった。とりわけ、幅広く本を

み知識豊かな二人の弁護士と頭脳明断なユダヤ教のラピとは頻繁に議論を交わし、セ

ンプルは社会問題への関心を高めていった。センプルの書簡に登場する下院議員や弁

護士も、こうした交流の世界のなかにいた人たちであろう O

センプルは、生涯を通じて幅広い分野の友人たち一上院議員、知事、医者、ビジネス

マン、作家、俳優、科学者などーとの交流をとても大切にしたし、時潤も割いていた

たとされる (Colby1933: 237) 0 こうした社交が苦にならない性格や、同窓生通信でさ

りげなく著名人との交際を披露するような傾向は、センプルの生き方を考える上で欠

かせない要素かもしれない。各地の講演に招かれ、新関にもしばしば取り上げられる

生活-当時の地理学界の「スーパースターJ(Berman 1974: 8)ーは、センプルにとっ

て楽しめるものではなかったであろうか。
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図11 パッサー・カレッジ1882年卒業生の出身地の分布とセンプルの手紙(1924年、 1925
年)に登場する同級生

日gure11. Distribution of home towns of Semple's classmates (Class of 1882) of Vassar 
College， and the names of classmates whom Semple mentioned in her letters of 1924 and 
1925. 
Note: Thirty nine students graduated frorn Vassar College in June 1882: New York 

(14 students)， Massachusetts (7)， Ohio (4)， New Jersey (2)， Pennsylvania (2)， Califomia (2)， Rhode 

Island (1)， Washington， D. C. (1)，担ichigan(1)， Indiana (1)， Kentuc勾(1)，Iowa (1)， Washington 

(1)， Japan (1). Suternatsu Yarnakawa (1860-1919) carne frorn Tokyo， Japan. 

Source: Vassar College graduates. New Yo地 Times，June 15， 1882. 

(3)ヴァッサー・カレッジの同窓生たち

図11に、センプルがヴァッサー・カレッジで共に学んだ1882年のクラスの卒業生

39人の出身地の分布を示している O 同大学がニューヨークナHポキプシー (Pough-

keepsie) に所在することもあって、同ナ1'1やマサチューセッツナ1'1をはじめ、東部諸ナ1'1出

身者が大半を占める o 2名のサンフランシスコ出身者がいたとはいえ、センプルは、

かなり西の方から、そして最も南からヴァッサー・カレッジに入学した学生であった。

ルイヴイルは、西部の辺境地帯とはいえないが、合衆国の文化の中心である北東部か

らは遠く、純粋な南部でもないという位置にある(図 1) 0 同級生たちはいずれも良家

の子女であったと思われるが、何と言っても一番注目されたのは、太平洋の向こう側
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の東京から留学してきた山川捨松で、「私たちのクラスのプリンセスjであった

(H似 oryofthe Clαss of 18820ηthe 50thαnniveγsαry 1932: 112-118;久野 1988)0セン

プルは、 15歳で入学できた自負はあったはずであるが、卒業時のメダルは最優秀メダ

ルではなかった。大変活発な女の子として皆からネリー (Nellie) と呼ばれ親しまれて

いても (ClassDαyP，αmphlet 1882: 46)、こうした同級生たちのなかで気後れを感ずる

ことはなかったであろうか。

センプルは、生涯にわたって、ヴァッサー・カレッジでうけた教育、とくに物事を

論理的に考えて論旨を構成する訓練や作文教育のすばらしさを語っていた。また、少

人数のクラスゆえに、またおそらくは名門女子大学卒業生という誇りも手伝って、級

友たちとのつながりは終生強いものであったようである。このことは、同窓生通信の

記述からも伺えるO

39入の問級生たちの卒業後の人生はさまざまであったであろう O 社会に出て活躍す

る人も、家庭に入って静かに暮らす人もいたであろうし、また、恵まれた境遇で過ご

した人ばかりではなかったと思われるO けれども、センプルの問窓生通信、少なくと

も1924-25年の通信で触れられている同窓生は、何かの商で目立った人たちである O 多

いのは、知的な活動に携わり著作を発表している人たちであるO 西海岸の保養地に別

荘を持っている入やピュイックを乗り回す人など、富裕な階層に属する人たちとの親

交も目立つ O こうした中にあって、異彩を放つのがシスター・デヴァマタ (Sister

Devamata)であるO インドの宗教に帰依して入信生活を送る女性は、当時のアメリカ

でも、むろん、ヴァッサー卒業生のなかでも滅多にない変わり者だ、ったはずで、ある O

彼女の信条と俗世に足場をしっかりと置いているセンプルの生き方とはあまりに違っ

て、二人の会話が弾んだようには思われない。

センプルは、 1915年の記念行事 (TheGolden Anniversary of Vassar College)に、傑

出した 3人の卒業生の一人として招かれ主講演を行ったことが、ブショングによる情

報として記されている (Whittemore1978) 0地理学者として名をなしてからのセンプ

ルは、ヴァッサー・カレッジ同窓会誌でもたびたび取り上げられている(White1977) 0 

その中には、 NewYoγ'k Evening Postの記者によるインタビュー記事を収録したものも

含まれるO このインタピューでは、センプルは1911-12年の世界旅行や著書出版などに
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ついて語っている (MissEllen Semple and her work， Feb. 1913) 0 

こうしたヴァッサー・カレッジの間窓生たちとの関わり合い方や母校とのつながりか

らすると、センプルの生き方には負けん気な要素が少なからずあったように思われるO

(4) シカゴからの手紙の書き手

最後に、センプルの交友の一端を何わせるシカゴからの手紙 (1893年2月12日付、

E章2節を参照)を取り上げる O センプルがラッツェル宛ての書簡に同封した、自然

描写の作家たちについての手紙の書き手は誰か。保管されている資料には、手紙の末

尾の一枚が含まれていない。センプルが送らなかったのか、ラッツェルが無くしたの

か、経緯は不明であるが、署名部分が欠落しているため、書き手の名前が特定できな

しミO

き手を推測する手がかりは 5点ある:①The詰eatrice，57th Str.という住所、②1893

年 2月12日にシカゴにいたこと、③自然をテーマとする英文学の専門家、④当時、ア

メリカの大きな女子大学で教授をしている、③センプルに、 DearMiss Sempleと呼び

かける間半両であるO

まず、①の住所であるが、これは1892年10月に関学したばかりのシカゴ大学の女子

寮である (II章2節、訳注[70])。従って、②の条件からすると、学生か教職員か、何

らかの資格でシカゴ大学に関学当初から関わりを持っていた女性の可能性が高い。④

の条件については、女性の大学教員が極めて少なかヮたであろうことを踏まえると、

プロフェッサーと書簡に記されてはいるが、正規の教授職に限らず、大学で教鞭を執

っている人と考えたほうが無難かもしれない。また、⑤の呼び方の問題であるが、極

めて親しい間柄であれば、ファーストネームか愛称を書くかもしれない。親友よりは、

やや距離のある関係と思われる O だが、単万車入に用件に入る書き方からすると、そ

れほど諌遠な関係ではなさそうである O さらに、④の条件と合わせると、センプルよ

りも年長の女性である可能性が高い。

これらすべての条件にほぼ当てはまるのが、ヴアツサ…・カレッジの 2年先輩のマ

イラ・レイノルズ (MyraRe戸lolds)である (Jameset al. 1971: Vo1.3， 139-140) 0 レイ

ノルズは、 1853年、ニューヨークナ1'1に生まれた。 1876年、ヴァッサー・カレッジに入

学した。 23歳の新入生であった。卒業は1880年、すなわち、 1880年のクラスである O
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卒業後、数年間、ニューヨークナ'"のカレッジなどで英語を教えていたが、 1884年、母

校に呼び戻され、英語教師として1892年まで勤務した。 1892年秋、レイノルズは関学

したばかりのシカゴ大学大学院に入札英文学分野で最初の4名のブエローの一人と

して英文学の勉強を本格的に始めた。以後、レイノルズはシカゴ大学にとどまり、

1895年 を取得した後、アシスタントからJII買に教授までキャリアの階段を

て行く O 教授に就任したのは、 1911年のことであった。この問、“Thetγeatment of 

nα如何仇Englishpoetry between Pope αndWoγ'dswoγth" (Reynols 1909)の他、ヴアツ

サー・カレッジ関学50周年記念シリーズのーっとして“Thelearned lαdy初 English

1650-1760" (Reynols 1920)を出版する o1909年の著作は博士論文をもとにしたもので、

まさに、自然と文学をテーマにした内容である o 1893年初頭にシカゴ大学の女子寮に

住んでいた可能性も高い。センプルの向級生マリー・サンフォード (MaryRobinson 

Sanford)は、卒業時にクラスの歴史を振り返りながら、入学以来、 80年のクラスの上

級生たちと様々な機会に親しく交流したと述べている (Sanford1882) 0 センプルもヴ

アッサー・カレッジ卒業に際して、催しに先輩を招くとすれば、 80年のクラスだと

いている (Semple1882: 10) 0 学年は 2年違いであるが、センプルとレイノルズの年齢

には十歳の開きがある O こうした年の差によって、かえって互いが印象づけられてい

たかもしれない。また、センプルの姉パティもレイノルズの妹ケイト(五ate) もヴア

ッサー・カレッジに学び、在学中あるいは卒業後のさまざまな同窓会活動を通じて、

2組の姉妹が互いに知り合っていた可能性もある(表2)0 

以上の検討から、レイノルズは、上記の①~③の条件と矛崩しない人物といえる O

ちなみに、 17世紀からぬ世紀前半までのアメリカ女性人名録 (Jameset al. 1971: Vo1.1 

and Vo1.3)には、英文学者としてレイノルズの他に、 EmilyClara Jordan Folger (1858-

1936)、KatharineLee Bates (1859-1929)、LucyMartin Donnelly (1870“1948)、Edith

Rickert (1871-1938)、AliceD. Snyder (1887-1943)の5名が掲載されているO これらの

人々も候補として検討してみたが、 1893年初頭の所在地の{也、世代や専門分野、知り

合う機会の有無などから、いずれも該当する可能性が極めて小さいと判断した。よっ

て、本稿では、シカゴからの手紙の書き手はマイラ・レイノルズとして論を進める O
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センブルはラッツェルに宛てて、「わたしの友人で、大きな女子大で教授を務める優

秀な入jとレイノルズのことを誇らしげに紹介している O センプルが修士号を取得し

た1891年は、レイノルズが母校で教鞭をとっていた1884年から 1892年までの間の時

期である O 在学中に先輩後輩として顔見知りだっただけでなく、卒業後も直接会う機

会があったかもしれない。センプルとレイノルズの人生の軌跡は、その後も重なる部

分があるO レイノルズがシカゴ大学に在籍したのは1892-1923年であるが、センプルは

同大学で1906-1924年まで講師を務めている O また、レイノルズは引退後1936年にロ

サンゼルスで亡くなるまで、カリフォルニアに住まいを移していた。センプルがカリ

フォルニアに滞在し、カリフォルニア大学南分校で講師を務めたのは1925年である O

互いの交流が続いたことは確認できないが、名門女子大学ゆえの同窓会活動の活発さ

から推測すると、互いの動静をさまざまな形で知る機会も多かったと思われるO

センプルにとっては、先輩レイノルズが、還まきながらも、学問の世界で着実にキ

ャリアを重ね、博士号を得て、大学の中で昇進してゆく様子は、刺激にも励みにもな

ったであろうし、目標にできる人であったろう O ただ、センプルは結局、正式の学位

を取得する機会は得られなかったし、大学で正規のポストに就任するのはようやく

1921年のことである O レイノルズを羨む思いもあったかもしれない。もっとも二人と

も教授就任が58歳という遅い年齢は、学問分野における女性の立場が厳しかったこと

を如実に示していよう O

6.科学の大変革

本節と次節では、センプルの研究と彼女の生きた時代を科学史の流れのなかで捉え

てみることにするO

センプルが生きた19世記と 20世紀における科学史の大きなできごとに、進化論と非

決定論的な確率論の登場がある O いずれも、関連するさまざまな学問領域だけでなく、

人々の考え方や価値観を根底から揺るがすような影響を社会に及ぼし、今なお議論が

続く極めて重要な変革であるO この二つの大きな変革に照らしながら、センプルの研

究の位置づけを試みる。

(1)進化論の登場
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生物の進化に関するダーウインの理論が1859年に出版されると、ヨーロッパの地理

学者たちはそれに飛びついた。彼らが了解したのは、有機体は単純な形態からより複

雑な形態へと環境因子によって発展してゆくという意味での進化論であった。とりわ

け地理学者たちを刺激したのは、進化論のキーワードの一つ f適応adaptationJ概念

であった。ラッツェルもセンプルもこうした進化論の影響を強く受けている (Gelfand

1954:30)0 

19世紀末から20世紀初頭の地理学にとりわけ深く関わったのは、進化論に関わる議

論のなかでも、人類の進化と国家の発展に関する議論であった。

当時、人類の起源とその後の進化については、一祖発生説と多原発生説が対立して

いた。それぞれさまざまな解釈や立場があるが、後者の多原発生説を唱えるグループ

の中に、獲得形質の遺伝を唱えるラマルク的な生物学に影響を受け、人種は特定の地

形をした地域の環境の産物とみなす立場の人たちがいた。ラッツェルもその一人であ

るO 彼は、地表に様々な生物が拡散した後、地理的障壁によって、周辺地域の種族に

初期の種(複数)が混じるのが妨げられ、この結果、生物学的多様性が生ずると説明

した(Livingstone1984: 190) 0ラッツェルがアメリカで親しくなったハーヴァード大

学のアガシ(立章2節、訳注[84]参照)も多原発生説論を唱えている (Agassiz1859) 0 

ラッツェルの人類の進化についての考え方は、限られた領域内の民族の特性がその

領域特性と緊密に結びついており、人間は大地の束縛から逃れ得ないという論につな

がり、さらに人種差別主義的な議論に展開してゆく (Livingstone1992: 352-353) 0セン

プルの人種観もラッツェルのそれと同様で、ある O

ラッツェルは、ラマルク的な環境決定論から生活空間あるいは文化領域の概念を発展

させるとともに、有機体の進化概念を国家にあてはめる有機体説を提案した。これら

生活空関概念と国家有機体説の両者が結びついて戦略的な面へ応用され、拡大主義的

な愛国主義に対する科学的正当性を提供することになった。こうした論理の展開から

地政学が生まれたのである(Livingstone1984: 190) 0 

けれども、進化論は、本来、人種の等級付けや列強と植民地との間の支配・被支配

の関係を正当化するような恋意的な儲値付けをなされた議論とは全く無関係なもので

あるO
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進化論についてはさまざまな見方ができるが、統計的な分布という観点からすると、

次のような説明も可能であるO ある種の生物の形質は一定の分布幅のなかで出現するO

環境圧力の変化が偶然に発生すると、その環境下で有利な範囲の形質をもった集団が

残り、不利な範囲の形質をもった集団は消滅する O これが適応、と淘汰である O 残った

集団が同じ環境下で、また、別の集団との混合がない状態で、世代交代を重ねると、

次第に当該形質の出現する分布幅の中央値が当初の中央値から移行するO ある関値を

超えて移行が進むと、別の種が誕生するO

センプルやラッツェルの考え方の本質的な部分には、進化論に含まれる偶然や統計

的分布、ぱらつきといった概念はほとんど関わっていない。しかしながら、こうした

諸概念は、決定論から非決定論へというもう一つの科学的思考の転換にも深く関わっ

ている O

(2)決定論から非決定論へ

将来の出来事は過去において厳密に決定されているという因果律が否定され、「この

世界は決定論的ではないJという発見がなされたことが、 20世紀物理学最大の出

である O ハッキング (IanHacking)は、実は、 19世紀にはすでにこの変革につながる

緩やかな動きがあったと主張している(ハッキング 1999)0この緩やかな動きの一つ

は、「世界は秩序だ、っているけれど、普遍的な自然法則に従っているわけではない」と

いう考え方が有力になっていたことであり、もう一つは、印刷された数字(統計情報)

が大量に出版され、人間社会の統計的な研究が進んだことであるO これら二つの変化

は、自然科学にも社会にも重要な意味をもっていた。

前者は、決定論の浸食の始まりを意味するし、後者は、分布における正規性や標準

偏差の概念や確率による法則の表現を含んでいる。

因果律ではないけれども法則に似た規則性が発見されるきっかけの一つが出生・死

亡のデータであり、このデータの収集に寵接関わるのが、国勢調査の実施であるO 国

勢調査による大量のデータの出版には、精密に集計し分類する新しい技術と、それを

行捜し、管理する権限を持った近代的な宮僚の存在を必要としたし、産業革命の進行

も背景にある。

他方、非決定論の考え方を理解し受け入れる側からすると、非決定論の前提として、
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母集団を適切に代表する標本抽出という考え方がまず必要で、あるO これには、思考の

技術、つまり推論のスタイル全体の大きな進化が不可欠であるO 加えて、非決定性が

優勢になるほど制御可能性が高まる、あるいは、自然はその根底では決定論に還元さ

れえず確率的stochasticである、といった、いわば f不確定なほうがより確かなので

あるJという逆説的に響く言葉を直感的・本質的に理解するのは、因果律を理解する

よりもはるかに難しい。

19世紀後半から20世紀にかけての科学史における進化論ならびに非決定論の登場と

いう流れに照らすと、ラッツェルおよびセンプルの思考や方法論はいかにも古い。二

人とも、科学的なスタイルをとろうとしてはいるが、彼らが組み立てている論理は、

神学的な世界観に基づいた回定的な因果律を用いて現世の秩序を肯定するものである O

当時の新しい理論であった進化論を援用したかもしれないが、断片的かっ恋意的な利

用に過ぎなかった。結局のところ、彼らの議論は、政治・社会の分野で支配属であっ

た白人や欧米諸国の立場を守るための学術的な体裁をとった言説として機能するにと

どまっていたのであるO ただし、ラッツェルやセンプルの考え方は、当時の欧米の学

者たちの中で、ごく少数の例外的なものではなかった。このことを次節でとりあげる。

7 .シェイラーとセンプルとラッツェル

最後に、センプルの生きた19世紀後半から20世紀初頭の時期、つまり、社会も科学

も共に連関しながら大きく急激に揺れ動いた時代の典型とされる一人の学者を取り上

げ、七ンプルとラッツェルとの共通項を探ることにしたい。これにより、センプルの

きた時代と彼女の研究の意味をより明確に捉えたい。

(1)シェイラーとセンプルのつな治宝り

1903年、センプルの著書が出版されたのと同じ年に、同じくアメリカの歴史と地理

的条件の関係をテーマにした本 (Brigham1903)が出版されているO それぞれの出版

社同士で出版直前にタイトルの調整が行われたほどよく似た を扱っている

(James et al. 1983: 32) 0 彼らの本が出されるよりもず、っと以前から、アメリカ合衆国

における環境と人関の関係を熱心に論じていたのが、ハーヴァード大学のシェイラー

(Nathaniel Southgate Shaler)であった (Shaler1891) 0 

-390-



センプルの著書とブリガム(AlbertPerry Brigham)の著書を比べると、前者がより

歴史に重点をおいて記述しているのに対し、後者は自然をより重視した記述である O

また、ブリガムは、シェイラーの考え方を数カ所で引用してはいるが、“Nαtu何 αnd

mαn in Americゲ， (Shaler 1891)は引用していない (Bladen1983: 23-24) 0 これに対し

て、センプルは問書を含めてシェイラーの 3冊の著作 (Shaler1885， 1891， 1894)を挙

げ、頻繁に引用している O センプルとブリガムとシェイラーの簡には、直接的かどう

かは確認できないが、相互に連なる人間関係がある O すなわち、ブリガムの姉は地形

学者のデイヴィスであり、ヂイヴイスはシェイラーの初期の弟子である O シェイラー

は、センプルの師ラッツェルの友人アガシの弟子であり、センプルと同じケンタッキ

ー州生まれである O 人間関係からみれば、ブリガムのほうがセンプルよりもシェイラ

ーに近いにもかかわらず、センプルがはるかによくシェイラ}を引用しているのはな

ぜか。この点について、シェイラーの考え方や主張の内容から、検討してみよう O

シェイラーは、 1841年、ケンタッキーナ1'1ニューポート (Newpo抗)生まれの地質学者

である O 父は外科医、母はヴァージニアナHの有数の奴隷所有を誇る家庭の出身であっ

た。 1864年から 1906年まで42年間に渡ってハーヴァード大学に在職し、師であったア

ガシの後を継いで教授に就いた。生涯を通じて精力的に執筆し、多数の著書・論文を

発表している (Bladen1983; Garraty and Carnes 1999: Vol. 19， 707“708; Shaler and 

Shaler 1909) 0 ケンタッキーナ1'1から依頼されて地質調査(1873-1880年)のブイールド

ワークを行ったこともある O 彼は、環境と人間の関係に強い関心をもち、地質学より

もむしろ人文地理学に近い研究も少なくない (Bladen1983) 0 他方、社会問題や政治

問題にも積極的に発言し、とりわけ19世紀の後半には、彼はそうした方面の活動にか

なりのエネルギーを向けていた。

シェイラーが精力的に行なったのは、当時の生物学や人類学、歴史学、地理学の諸理

論の融合に基づいた、黒人やユダヤ人、アメリカ・インデイアンおよびヨーロッパ農

民についての学際的な分析であり、彼は、人種差別的なものの考え方を科学的にj函養

する上で大きな役割を果たすことになった。彼だけがそうであったわけではない。シ

ェイラーは、世紀の変わり自の時期におけるアメリカ東部の時代精神を体現する、そ

しておそらく最も自立つ科学者の一人だ、ったのである(Livingstone1984) 0 
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(2)アメリカ史に対するシェイラ}の見方

シェイラーは、進化論に関しては、ラマルク的な立場をとっており、有機体は意識的

に自身を環境条件に適応させ、その構造もしくは行動における何らかの変更を子孫に

伝えうると強調した。また、彼は、人類の身体的形状は、そういった進化のプロセス

の産物である一方で、、知的な獲得物によって人類は岳然淘汰の範間外におかれること

になるとも信じていた。

彼は、こうした進化論的な見方をアメリカ史に適用した。つまり、文明の発生に必

要な地形条件を欠くけれども、ヨーロッパで進化した人種特性が広まるのに最良の環

境である北米大陸に入植したチュ一トン系人種は、その生物としての麓史ならびに社

会の歴史を通じて、アメリカの環境特性を活用することのできる資震を備えることに

っていたと結論づけたのである(Livingstone1984: 189-190) 0 こうしたシェイラーの

観点、は、明らかにラッツェルの人類地理学の考えに極めて近い。また、手法の点でも、

“Antropo-Geographie" (1891)と“Mαηαηdnαture仇 Americα"(1885)の類似性は早く

から指摘されている (Ripley1894: 323) 0 ラッツェルの考え方や方法論を継承したセン

プルのそれがシェイラーによく似ているのは不思議ではない。

(3)シェイラーの人種観

シェイラーは、人権と市民権の平等ならびにキリスト教という現代文明にまで進歩

したのは白人人種だけで、黒人は、進化の最終段階まで完全に達していない、知的に

も倫理的にも劣る別の人種と考えていた(Livingstone1984) 0 黒人が進化をとげるに

は、白人の指導のもとに、白人の優れた文化や家族制度を学ぶ必要があるし、そのた

めには教育(ただし、高次の学問ではなくて、実学〉が有用と見ていた。また、アメ

リカの奴隷制については、最柊的には容認され得ないものであるけども、黒人を文明

に引き上げるために必要なものであったと意義を認めている O 表4には、シェイラー

の執筆した黒人間題の論文が5編含まれていることからも伺えるように、彼は、人種

問題について活発に発言を行っていた。

このようなシェイラ}の人強観は、ラッツェルやセンプルらにもほぼ共通するO

(4)金ぴか時代の学者たち

今日のシェイラー評価の中には、 19世紀後期、アメリカの金ぴか時代のニューイン
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グランドにおける、科学と人種とイデオロギーの関係を典型的に体現した研究者であ

るといった厳しい見方もある(Livingstone1984) 0 理章2節 (4)でも言及したように、

動乱の時代にあって、社会の上流層の中には、伝統的な価値と秩序に執着する立場の

人たちが決して少なくはなかった。シェイラーは、学問という権威のもとに、昔なが

らの秩序をもった認識上の世界像を作りろうとしていたと言える (Livingstone1984: 

204)0彼が、保守的な立場の人々の間で強く支持され、もてはやされたのは、「需要を

満たしたjからであっただろう O

こうしたシェイラーの側面は、ラッツェルとセンプルにも同様に見られるO 人種につ

いても、海外への拡大についても、彼らは、この時代に望まれることを、おそらくは

自らも正しいと確信して、主張した学者たちであったと言えよう O

センプルは、国章 5節 (2)でも触れたように、地理学者として名を知られるように

なってからは、さまざまな大学で講師を勤めるほか、各地で講演に招かれ、新聞にも

たびたび取り上げられている O ヴァッサー・カレッジの図書館にはそうした記事が多

数保存されている O センプルは、多彩で雄弁で文学性の高い散文スタイルで文章を

き、学者としては芸術の域に達しているとも評されている (Colby1933: 238; Gelfand 

1954: 41; Bushong 1984: 91) 0 また、彼女の講義は、ユーモアに満ち、想像力を喚起す

る魅力的なものだ、ったとされている (Bushong1961: 13) 0 アメリカ地理学協会の会長

に選出されたことや、センプルの行動力や活動からすると、人見知りしない社交的な

性格でもあったようであるO 地理的な環境因子が人間の歴史に大きな役割を果たすこ

とを強調した明快な話、入をそらさぬ上手な話し方、裕福な上流階級の高い教養を備

えた女性、これらは、いずれも、多くの人々に好ましく受け取られる要素であろう O

地位も肩書きも業績量も比べものにならないほど違うが、センプルに対しては、ハー

ヴァード大学の有名教授シェイラーの女性版といった見方がされていたかもしれない。

日、ラッツェルはその地理学研究の多面性もあって、今なお研究される対象であ

り続けているO けれども、センプルが地理学史の中でそれほど重要な位置を与えられ

ていないのは、本稿の皆頭で述べたとおりである O また、現在の地質学の分野では、

シェイラーの研究業績はほとんど顧みられておらず、生前と死後とで評価が大きく逆

転した入と見なされている O シェイラー、センプルともに、時代が移り、社会情勢が
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変わり、科学の考え方も大きく変革してゆく流れのなかで、比較的短期間で存在意義

が薄らいでしまった学者と言えよう O シェイラーの活躍時期は金ぴか持代に重なるが、

センプルは遅れて19世紀末頃、しかも 30歳代に入ってから登場しているO センプルが

輝ける時期はより短かったであろう O

センプルが学問研究を生涯の自標とし、それを実践できたのも、女性も高等教育を

受ける機会が得られるようになり、研究の場に参加できるようなった時代であったか

らこそであるO 博士号が得られなかったり、正規の教授職になかなか就けなかったり、

教授になっても男性教授より給与が低かったり (Berman1984)、さまざまな困難や苦

い思いはあったであろうが、それで、も、センプルが地理学者として生き抜いていった

意義は大きい。ただ、もう一歩先に進めなかったことが惜しまれるO センプルがラッ

ツェル宛て書簡の話題にしている国勢調査も生命保険も、極めて近代的なシステムで

ある O それらはまさに、統計的な規則性や確率の概念を含むものである O 固定的な因

果律である決定論から非決定性の理論へ転換する上での手がかりとなる素材を手にし

つつ、その価値に気づいていない。もっとも、これを彼女一人の限界とは見なせない

であろう (Ackerman1961) 0 科学的な思考の大きな転換には、科学者の集団全体、な

らびに、それをとりまく社会全体の緩やかな変化が欠かせないからである。

センプルは、自らの研究のモット}を、‘Dawinianin method and Hellenic in form' 

と述べている (MissEllen Semple and her work Feb. 1913: 301) 0 科学的な方法論をめ

ざしてはいたが、進化論の議論の本質には到達しえなかったセンプルが、結局は、諸

科学の進展から取り残され、歴史の遺物となっていったとすると、この彼女の言葉が

哀しく響く O

W おわりに

本稿では、 19世紀末および20世紀初頭にかけてセンプルが書いた 2つの資料を検討

することによって、センプルの地理学研究と彼女の生きた時代との関わりを探った。

本稿での検討を通じて、従来はラッツェルのセンブルへの影響の面だけが取り上げ

られていたが、センプルが書き送った情報や、届けた国勢調査や雑誌論文などの資料

が、ラッツェルの著書Amerikα(1893)に活用されていることが明らかになった。セン
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プルが恩師のために手を尽くして情報収集や資料獲得に動いたことが報われている O

他方、センプルが書簡で告げたパナマ運河への関心は、彼女の最初の論文に結実して

いる O ライブチヒ留学を機に、地理学研究に遇進し業績を積んでいった様子は、その

後の研究成果だけでなく、ヴァッサー・カレッジの同窓生通信とし た文章から

も伺えるO こうしたセンプルの生き方には、向窓生たちとの交流や家族との関係、さ

らに故郷ルイヴイルでの生活がかなり影響を与えていたであろうことも推測できた。

センプルが地理学を志し、地理学者として地位を築いてゆけたのは、それが困難で、は

あったけれども可能な時代になっていたこと、つまり、資本主義社会の成熟の中で、

女性が社会進出しうる環境が少しず、つ整っていったことが大きい。 19世紀後半から20

世紀初頭における社会と科学という側面から、ラッツェルとセンプル、さらに当時の

ニューイングランドで活躍したシェイラーを比較検討すると、環境決定論的な説明で

あれ、人種観であれ、 3人とも、当時の保守的な時代精神に応えた学者たちであった

点で共通する O だが、彼らは、その時代と社会に極めてよく適応したがゆえに、その

後の科学史や時代の大きな変化から急速に取り残されることにもなっている。

本稿では、センプルが研究を始めたばかりの時期に焦点をあてたため、その後半生

における研究の詳細については触れていない。また、センプルの日本研究や植民地研

究がどのような視点と思想、に基づくものであったか、アメリカと日本の関係やラッツ

ェルの日本観との比較を通じて検討する課題も残っている O これらも含めて、近代と

いう時代のなかでの地理学者ならびに地理学研究の在り方をさらに探ってゆくことと

したい。
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Abstract 

Ellen Churchill Semple and her geographical work in the "Gilded Age" 

: with the examination of her letters to Friedrich Ratzel 

and classmate-chronicles of Vassar College 

Kazuko Tanaka 

This article consists of two parts: the first part presents the two kinds of manuscripts written 

by Ellen Churchill Semple, a pioneer female geographers in the late 19th to early 20th century, who 

are known as an American follower and introducer of Friedrich Ratzel's environmentalism and 

methodology of anthropogeography. She wrote letters to Ratzel at the beginning of 1893, when she 

had just returned to the United States after her overseas study at his department of Leipzig 

University. These letters are retained in Geographische Zentralbibliothek, Archiv fur Geographie, 

Instittit fUr Landerkunde, Leipzig. Semple had close friendship with her classmates at Vassar 

College, and constantly sent them her chronicles. They are retained in Special Collections, Vassar 

College Library. Her classmate-chronicles written in 1902, 1924 and 1925 are analyzed in this 

article. The German and English texts in print and their Japanese translation and notes by the 

author are presented. 

In the second part, by examining of the materials in detail, the following subjects are analyzed: 

the relationship between Semple and Ratzel, Semple's life and career, and the American social 

characteristics in the "Gilded Age" when she lived. The article makes it clear that: (1) their 

relationship was not one-way but tow-way. Ratzel advised and encouraged Semple to write 

geographical articles. She sent Ratzel numerous reports and bulletins of 1890 Eleventh Census, 

magazine-articles, and wrote the American situation of Negro problems and literature of outdoor­

world, and so on. Ratzel used the information in his Amerika (1893). (2) In Louisville, Kentucky, 

her home town, Semple lived with her mother and sisters, and had many upper-class educated 

friends. Her friendship with the classmates and alumni of Vassar College was so intimate and 

continued through her life. Patty, her older sister, and Myra Reynolds who was her senior by two 

years at Vassar and a professor of Chicago University, are supposed to have greatly influenced on 

Semple's life and academic career. (3) In the Gilded Age, industries were developed rapidly, 

American society changed drastically, and attempts for expansion of territory and race problems 

became more serious. Some scholars underpinned the conservative New Englanders by presenting 

scientific interpretation of racism and imperialism. They tended to compile their ideology 

depending fragmentarily on contemporaneous Darwinian, anthropological, historical, and 

geographical theories. One of the most outstanding scholar was Nathaniel Southgate Shaler, 

Professor of geology of Harvard University, who stressed the relationship between nature and 

mankind. Shaler's ideas were similar to Ratzel's. Just as they were, Semple might be a typical and 

popular scholar in her era. 
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